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おさ様登録のご案内 



http://www3.pioneer.co.jp/members/ 

お買い上げいたださました製品についての r お客ホ素登録」 をお願いいたしま 
ず。ご登録いたださまずと、プレゼントや懸賞商品び当たるキャンペーン/ 
イベント情報や各種製品情報などのご案内をさせていたださまず。 

また、ご登録いたださまずと ID び発行され、お役に立つ情報満載のお客様専 
用ページにアクセスずることびでさまず。 

ご登録は上記 URU こアクセスしてご利用ください。 






新規登録されたお客様には、毎月 
プレゼントを抽選にて差し上げて 
おりまず。詳しくは、上記 URL に 
アクセスして < ださい。 
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このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただきましてまことにありがとう 
ございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書および別冊の 
「安全上のご注意」は必ずお読みください。 

なお、「取扱説明書」および「安全上のご注意」は「保証書」、「ご相談窓□•修理窓 □ 
のご案内」と一緒に必ず保管してください。 


まを上のご注意 巧届の r 安を上のご注意 J をお読み<だをい 


を全に正しくお使いいただくために 


給表示にごいて 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正し 
くお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしてい 
ます。その表示と意味は次のよラになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


絵表示の例 


A A 記号は注意(警告を含む）しなければなら 
ない内容であることを示しています。 

-図の中に具体的な注意内容(左図の場合は 

感電注意)び描かれています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱 
いをすると、人び死亡または重傷を 
負ラ可能性び想定される内容を示し 
ています。 



S ) 記号は禁止(やつ口まいけないこと）を示 
しています。 

図の中や近 < に具体的な禁止内容(左図の 
場合は分解禁止)び描かれています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱 
いをすると、人び傷害を負う可能性 
び想定される内容および物的損害の 
みの発生び想定される内容を示して 
います。 



♦記号は行動を強制したり指示する内容を 
术しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は 
電源プラグをコンセントから抜け)び描か 
れています。 


A 警告 


〔異常時の処置：! 


を 

プラグを抜け 


参万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状 
態のまま使用すると乂災•感電の原因となります。すぐ 
に機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。煙び出なくなるのを確認 
して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理 
は危険ですから絶対おやめください。 



を 

プラグを抜け 


♦ 万一内部に水や異物等び入った場合は、まず機器本体の 
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い 
て販売店にご連絡ください。そのまま使用すると乂災 • 
感電の原因となります。 



を 

プラグを抜け 


♦万一本機を落としたり、カバーを破損した場合は、機器 
本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか 
ら抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると 
乂災-感電の原因となります。 









準備 


付属品を確認する 


I ゅ gasa □] 

•圍圍關關圍 
[^圍圍圍圍|| 


© © © © 



リモコン 



オートセットアップ用 
7イク 




魚 


爲 




単3おアルカリ乾電池 
( LR 6) X 4 




オートセットアップ用 
マイクスタンド 


• 取扱説明書(本書） • ご相談窓□-修理窓□のご案内 

• 安全上のごミ主意 • 保証書 


設置にごいて 



放熱性を十分に確保してください。異常発熱は故障や事 
故の原因となります。 

• 本機の上に物を置いたり、巧やシートなどを被せた状 
態でのご使用は絶対にお止めください。 

. ラック等に設置する場合は、上部に2日 cmi ^ U 上空間を 
あけて < ださい。 



リモコンの準備 


リモコンに電池を入れる 


の 回 




• 電池を交換するとさは、なるべく已分じ(内に交換することをおすす 
めします。已分じ(内に交換しないと、各種 IJ モコン設定び解除され 
る可能性びあります。設定び解除されてしまった場合は、再度設定 
し直してください(一區固〜匹四）。 

• IJ モコンの操作範囲び極端に狭くなってさたら、電池を交換してく 
ださい （4 本とち新しい単3形アルカ IJ 乾電池をお使いください)。 


回 



電池の残りび少ない目安です 




電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂する危険性びあります。1^^(下の点にっぃて特にご注 
意ください 


• 新しい乾電池と使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状のをのでを電圧の異なるをのびあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないで<ださい。 
• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち自治体の指示(条例）に従って処理して<ださい。 


3 


















目次 


目次 


Stepl 

デジタルサラウンド体験への近道 . 

ホームシアター 入門の メニュー ..... 

① DVD プレーヤーと 

モニター TV の接続 . 

② スピーカーの設置と接続 . 

③ DVD のデジタルサラウンド再生 
Step 2 

オートセットアップで 

ワンランク上のサラウンドへ . 

オートセットアップで設定する ..... 

① オートセットアップ用マイク 

を接続する . 

② オートセットアップ(自動測定）. 

③ 測定結果の確認 . 

④ より深くサラウンドを楽しむために 


各部の名穂と主な働を 

フ□ントパネル . 14 

フ□ントパネルドア内部 .] 已 

リモコン . 1目 

ディスプレイ . 18 

接続 

映像機器の接続について . 19 

リアパネルの全体図 . 20 

TV (モニター)の接続 . 22 

DVD プレーヤーの接続 . 22 

DVD/LD コンパチブルプレーヤー 

または LD プレーヤーの接続 . 23 

DVD オーディオプレーヤーの接続 . 23 

BS/CS チューナーの接続 . 24 

八イビジヨンテレビ(または MUSE デコーダー 
の 3-1 方式4チャンネル放送)との接続... . 24 

ビデオ機器の接続 . 2己 

才ーディオ機器のアナ□グ接続 . 26 

外部 デコーダーの アナ□グ接続 . 26 

4 デジタル機器の接続 . 27 


準備 

付属品を確認する . 3 

設置について . 3 

U モコンの 準備 . 3 

特胃 . 6 


ホームシアター乂 P 3 


スピーカーの接続 . 28 

スピーカーインピーダンスの切り換え…29 

スピーカーの配置について . 29 

電源コードの接続 . 31 

ヴラウンドの設定 

サラウンドの設定について . 32 

音場補正の設定項目の詳細と効果 . 32 

設定項目の選択 . 33 

SurrBack System 

(サラウンドバックシステムの設定） . 34 

Quick (簡単設定） . 35 

Normal (サラウンドの基本設定） . 36 

Speaker Setting 

(スピーカーシステムの設定） . 37 

Channel Level 

(スピーカー出カレベルの設定） . 39 

Channel Delay 

(スピーカーまでの距離の設定） . 40 

基本操作 

基本再生 . 41 

ANAL 日 G/D に ITAL 信号の切り換え .... 42 

リスニングモードの選択 . 43 

サラウンドバックチャンネルモード . 44 

サラウンドバックチャンネルの 

0N/AUT0/0FF. 44 

バーチャルサラウンドバックモードの 

0N/AUT0/0FF. 44 

リスニングモードの種類と効果 . 45 

MOVIE モード(サラウンド） . 4已 

MUSIC モード(サラウンド） . 46 

STEREO (ステレオ)モード . 47 

U スニングモードの効果を調整する ......... 48 

□□PRO LOGIC II MUS にモードに 

音響効果を加え、調整する . 49 

アコーステイックキャリブレーシヨン EQ の 

ON/OFF . 50 

便利な音声再生用機能 . 51 

デジタルノイズ IJ ダクシヨン機能 . 己] 

ミッドナイト IJ スニング機能 . 己] 

ラウドネス機能 . 已2 

I'^ーンコント□ール機能 . 已2 


旅用操作 

八イビット / A イヴンプリング機能 . 53 

DVD 才ーディオ(マルチチヤンネル入力)の再生…己3 
DUAL MONO (デュアルモノ）の再生と設定…己4 

へッドホンを使う . 54 

別のファンクションの映像を見る 

(ビデオセレクト） . 己己 

ディスプレイの明るさを調整する . 己己 

本機を使った録音/録画 . 56 

リモコンによる他機器の操作 

他機器を操作するためのリモコン設定 . 57 

Preset Recall セットアップモード 

(プ IJ セットコードの呼び出し） . 已7 

Leamin 呂セットアップモート 
(他機器の IJ モコン操作を 

本機の IJ モコンに登録する） . 已9 

他機器のリモコン操作 . 目1 

リモコンの便利な機能 

Direct Function モードを設定する . 62 

マルチオペレーション . 63 

マルチオペレーションをプ□グラムする... . 63 
マルチオペレーションを実行する . 6已 

システムオフ . 65 

システムオフをプ□グラムする . 目已 

システムオフを実行する . 67 

ファンクションネーム . 67 

キーラべル . 68 

リモコンの明るさ調整（リモコンライト） ...... 69 

リモコンの設定クリア . 70 

System Setup の使いこなし 

システムセットアップの設定項目一覧 . 72 

THX CINEMA Setup . 73 

Input Assi 旨 n (入力に関する設定） . 74 

デジタル入力の設定 . 74 

コンポーネントビデオ入力の設定 . 7已 

Function Rename 

(入カファンクション表示の設定） . 76 

PHONO/LINE Setup 

( PHONO / LINE 端子の切り換え設定） . 77 


Expert Setup 

(エキスパートサラウンド設定） . 78 

設定項目の選択 . 78 

ク□スオーバー周波数の設定 . 79 

スピーカー出カレベルの細やかな設定.. 8日 
スピーカーまでの距離の細やかな設定.. 8] 

視聴環境の周波数特性の補正 . 82 

超低域音声のピークレベル設定 . 86 

ダイナミックレンジコント□ール 
の設定 . 87 


応用システムの使いこなし 

スピーカーシステム A / B の使いこなし . 88 

別エ IJ アでのステレオ再生 . 88 

フ□ントスピーカーの Bi-Amp 接続 ...... 88 

スピーカーシステム A/B の切り換え ..... 89 

USB オーディオ再生 

(パソコンと組み合わせて使う） . 90 

ドライバーのインスI-ール . 90 

ドライノく一のインスI-ールの確認 . 91 

USB オーディオ再生する . 92 

他のパワーアンプの接続 . 93 

コント□—ル入力/出カコードの接続 . 94 

技術資料 

サウンドフオーマツトについて . 95 

レビー . 9已 

MPEG-2 AAC 

(Advanced Audio Codin 呂） . 96 

DTS. 96 

THX.97 

プリセットメーカ-覧 . 98 

工場出荷時の設定一覧 . 99 

設定オール IJ セット . 100 

仕様 . 100 


その他 

故障？ちよつと調べてみてください . 101 

目的別索引 . 106 

用語別索引 . 107 

保証と アフターサービス . 108 


7 7 


7 8 9 


〇 〇 


〇 


3 3 


ホ—ムシアタ—入巧各部名觀接続サラウンド設定基本操作 応用操作 リモコン 巧いこなし 技術資料 






















































































































目次 


目次 


Stepl 

デジタルサラウンド体験への近道 . 

ホームシアター入門のメニュー ..... 

① DVD プレーヤーと 

モニター TV の接続 . 

② スピーカーの設置と接続 . 

③ DVD のデジタルサラウンド再生 
Step 2 

オートセットアップで 

ワンランク上のサラウンドへ . 

オートセットアップで設定する ..... 

① オートセットアップ用マイク 

を接続する . 

② オートセットアップ(自動測定）. 

③ 測定結果の確認 . 

④ より深くサラウンドを楽しむために 


各部の名穂と主な働を 

フ□ントパネル . 14 

フ□ントパネルドア内部 .] 已 

リモコン . 1目 

ディスプレイ . 18 

接続 

映像機器の接続について . 19 

リアパネルの全体図 . 20 

TV (モニター)の接続 . 22 

DVD プレーヤーの接続 . 22 

DVD/LD コンパチブルプレーヤー 

または LD プレーヤーの接続 . 23 

DVD オーディオプレーヤーの接続 . 23 

BS/CS チューナーの接続 . 24 

八イビジヨンテレビ(または MUSE デコーダー 
の 3-1 方式4チャンネル放送)との接続... . 24 

ビデオ機器の接続 . 2己 

才ーディオ機器のアナ□グ接続 . 26 

外部 デコーダーの アナ□グ接続 . 26 

4 デジタル機器の接続 . 27 


準備 

付属品を確認する . 3 

設置について . 3 

U モコンの 準備 . 3 

特胃 . 6 


ホームシアター乂 P 3 


スピーカーの接続 . 28 

スピーカーインピーダンスの切り換え…29 

スピーカーの配置について . 29 

電源コードの接続 . 31 

ヴラウンドの設定 

サラウンドの設定について . 32 

音場補正の設定項目の詳細と効果 . 32 

設定項目の選択 . 33 

SurrBack System 

(サラウンドバックシステムの設定） . 34 

Quick (簡単設定） . 35 

Normal (サラウンドの基本設定） . 36 

Speaker Setting 

(スピーカーシステムの設定） . 37 

Channel Level 

(スピーカー出カレベルの設定） . 39 

Channel Delay 

(スピーカーまでの距離の設定） . 40 

基本操作 

基本再生 . 41 

ANAL 日 G/D に ITAL 信号の切り換え .... 42 

リスニングモードの選択 . 43 

サラウンドバックチャンネルモード . 44 

サラウンドバックチャンネルの 

0N/AUT0/0FF. 44 

バーチャルサラウンドバックモードの 

0N/AUT0/0FF. 44 

リスニングモードの種類と効果 . 45 

MOVIE モード(サラウンド） . 4已 

MUSIC モード(サラウンド） . 46 

STEREO (ステレオ)モード . 47 

U スニングモードの効果を調整する ......... 48 

□□PRO LOGIC II MUS にモードに 

音響効果を加え、調整する . 49 

アコーステイックキャリブレーシヨン EQ の 

ON/OFF . 50 

便利な音声再生用機能 . 51 

デジタルノイズ IJ ダクシヨン機能 . 己] 

ミッドナイト IJ スニング機能 . 己] 

ラウドネス機能 . 已2 

I'^ーンコント□ール機能 . 已2 


旅用操作 

八イビット / A イヴンプリング機能 . 53 

DVD 才ーディオ(マルチチヤンネル入力)の再生…己3 
DUAL MONO (デュアルモノ）の再生と設定…己4 

へッドホンを使う . 54 

別のファンクションの映像を見る 

(ビデオセレクト） . 己己 

ディスプレイの明るさを調整する . 己己 

本機を使った録音/録画 . 56 

リモコンによる他機器の操作 

他機器を操作するためのリモコン設定 . 57 

Preset Recall セットアップモード 

(プ IJ セットコードの呼び出し） . 已7 

Leamin 呂セットアップモート 
(他機器の IJ モコン操作を 

本機の IJ モコンに登録する） . 已9 

他機器のリモコン操作 . 目1 

リモコンの便利な機能 

Direct Function モードを設定する . 62 

マルチオペレーション . 63 

マルチオペレーションをプ□グラムする... . 63 
マルチオペレーションを実行する . 6已 

システムオフ . 65 

システムオフをプ□グラムする . 目已 

システムオフを実行する . 67 

ファンクションネーム . 67 

キーラべル . 68 

リモコンの明るさ調整（リモコンライト） ...... 69 

リモコンの設定クリア . 70 

System Setup の使いこなし 

システムセットアップの設定項目一覧 . 72 

THX CINEMA Setup . 73 

Input Assi 旨 n (入力に関する設定） . 74 

デジタル入力の設定 . 74 

コンポーネントビデオ入力の設定 . 7已 

Function Rename 

(入カファンクション表示の設定） . 76 

PHONO/LINE Setup 

( PHONO / LINE 端子の切り換え設定） . 77 


Expert Setup 

(エキスパートサラウンド設定） . 78 

設定項目の選択 . 78 

ク□スオーバー周波数の設定 . 79 

スピーカー出カレベルの細やかな設定.. 8日 
スピーカーまでの距離の細やかな設定.. 8] 

視聴環境の周波数特性の補正 . 82 

超低域音声のピークレベル設定 . 86 

ダイナミックレンジコント□ール 
の設定 . 87 


応用システムの使いこなし 

スピーカーシステム A / B の使いこなし . 88 

別エ IJ アでのステレオ再生 . 88 

フ□ントスピーカーの Bi-Amp 接続 ...... 88 

スピーカーシステム A/B の切り換え ..... 89 

USB オーディオ再生 

(パソコンと組み合わせて使う） . 90 

ドライバーのインスI-ール . 90 

ドライノく一のインスI-ールの確認 . 91 

USB オーディオ再生する . 92 

他のパワーアンプの接続 . 93 

コント□—ル入力/出カコードの接続 . 94 

技術資料 

サウンドフオーマツトについて . 95 

レビー . 9已 

MPEG-2 AAC 

(Advanced Audio Codin 呂） . 96 

DTS. 96 

THX.97 

プリセットメーカ-覧 . 98 

工場出荷時の設定一覧 . 99 

設定オール IJ セット . 100 

仕様 . 100 


その他 

故障？ちよつと調べてみてください . 101 

目的別索引 . 106 

用語別索引 . 107 

保証と アフターサービス . 108 


7 7 


7 8 9 


〇 〇 


〇 


3 3 


ホ—ムシアタ—入巧各部名觀接続サラウンド設定基本操作 応用操作 リモコン 巧いこなし 技術資料 






















































































































特長 


广 A 

Advanced Multi-Channel Stereophomc 思想 __ 

モノラルから 2 かへ、2 ch からマルチかへ。目指すもの、その進化の背景は U アルな立体音響(ステレオ 
フォニック）の追ホに他ならない。当社び長年培ってさたエクスクルーシヴを頂点とするオーディオ技術の継 
承と、洗練されたデジタル技術によって、八イクオ U ティーなマルチ ch ソースに込められたアーティストの 
熱意や魂まで伝わる U アルな空間を創出させる。 

思想実現のための3ステップ① 高音質 .高 S/N • 全 ch 等価設計 

② 音場補正技術の開発 

③ スタジオエンジニアとの共同音質チューニングの実施 

\_ J 


高音質-を Ch 等価設計 


-「コンセントレーテッド-ダイレクト-コンストラクシヨン採用」 

:各回路ブ□ック間の信号相互干渉を徹底的に排除した新構造。 

• 「3次元フレーム」構造 

:強化板金ステイを立体的に組み合わせた高剛性シャーシ構造。 

• 「強力電源部」 

:大電力供給を可能にした(高レギュレーショントランス、大容量電解コンデンサ)採用。 

-「シンメトリカル.パワートレイン-デザイン」採用 

:全 ch 同一条件を実現。 

- 「 A . D.E MOS FEKAdvanced Direct Energy MOS FET ) 採用 

:圧倒的な力感と八イスピードな音を両立させる新出カデバイスを7 ch 全てに搭載。 




• fMCACC ( Mulch-channel Acoustic Calibration System )」 搭載 

:聴感のみでは正確な調整び難しいマルチチャンネル（サラウンド）セットアップを 
自動化。制作現場で行われる調整技術を家庭内で実現するため、音場を正確に測 
定、チャンネル間の空間情報の歪みを補正。 

-「エアースタジオ」のプ□フェッシヨナルエンジニアとの共同音質チューニングを実施。 


壶 

AIR STUDIOS 


ユニパーヴルプレーヤー巧応 ( DVD-Audio • SACD ) 


-「独立 8 ch マルチチャンネルイン端子」搭載 

-高 S / N 、 高ダイナミックレンジ設計世代を見据えた新規格-新デジタル-フォーマット対応 


次世代を見据えた新規巧-新デジタル-フオーマツト巧応 


-次世代マルチチャンネルフォーマツト巧応：高音質フォーマツト rDTS 9 目/24」デコーダー搭載。 

: BS デジタル標準音声 rMPEG -2 AAC」、[Dolby Digital EXJ . [Dolby Pro Logic IIJ.「DTS ES 」 等 
にち対応。 

•高画質フォーマツト巧応 

:「コンポーネントビデオ端テ」、 「 D 4 端テ」装備。高画質プ□グレツシブ映像 (72 日 P ) に対応。 


r — デイオ-スケーラー(八イビット/八イヴンプ U ング機能) 


• CD や DVD などの音声信号に巧し、ダイナミックレンジの拡大、および周波数方向の広帯域化を行い高音質 
化します。 


USB 才ーデイオ接続 


- rUSB 才ーデイオ入力端子」： パソコンと接続により、 USB 才ーデイオに対応。 


LCD イルミネーシヨンリモコン 


• 他機器のプリセツトコード、学習機能搭載： 他社製品も簡単操作。 
• カスタム編集機能の巧実： マク□機能、キーラべル編集など。 

-自照キー方式： 暗めの照明でも確実な操作び可能。 


















ホームシアター乂 P 3 

SteD 1 〜デジタルサラウンド 

■■ 体験への近道〜 


ホームシアター乂 P 5 のメニユ 

- N 

デジタルサラウンド体験への近道 

① DVD プレーヤーと f 二夕一 TV の接続 

② スピーカーの設置と接続 一回 H 

③ DVD のデジタルサラウンド再生- ►画 U 

_ 

オートセットアップでワンランク 

上のサラウンドへ 

① オートセットアップ用マイクを接続する 

一幽 

② オートセットアップ（自動測定） 

③ 測定結果の確認- ►固 固 

④ より深くサラウンドを楽しむために 

苗の 呵 

_ J 

ィ、 DVD プレーヤー 

. iM — 了、 機器の接続を行う場合には必ず電源を切り、電源、 

Ct — ツ — 1 V UJfSim レ-ドを]ンセントか！ 5 巧いてくださし、。 J 

用意していただくケー 

. 同軸ケーブル（または光ファイバ ー ケーブル） 



ホ—ムシアタ—入門 


ご* K メモ その他のソース機器の接続は「接続」をご覧ください。（一因圓〜回固） 
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スピーカーコードを接続するとをは、お線をしっかりねじって、スピーカー端テからはみ出していな 
いことを確認してください。お線びスピーカー端テからはみ出して IJ アパネルに接触したり、+/—び 
接触すると保護回路び働いて電源びスタンバイ状態になることびあります。 


スピーカー設置に関する詳綱がスピーカー配置に 
ついて」（一固 m ) をご覧ください。 



ち (RS)/ 左 (LS ) へ 


スピーカー 


スピーカーの 設置と接続 （ 


機器の接続を行う場ちには必ず電源を切り、電源' 
コードをコンセントか5巧いてください。 
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1 本機の電源コードを接続し、本機の電源を ON にします。 

® ボタンを巧して_日1\1にしてから⑥ボタンを巧して電源を日 N にします。 

2 DVD プレーヤー、サブウーファー、テレビの電源を ON にします。 

テレビにある入力切換を本機の出力映像び表示されるよラに設定します。 

3 マルチジョグを回して、 DVD / LD を選びます。（工場出荷時は DVD / LD です） 

4 SB CH MODE ボタンを巧してサラウンドバックチャンネルを ON にします。（工場出荷 
時は AUTO です一固到） 

「 AUT 日」の場合は 6.1 ch 再生検出信号を含んだソースのとさのみ最大 7.1 ch での再生します。 

5 MOVIE ボタンを巧してか！5マルチジョグを回して「皿 PL II MOVIE 」 を選択し、 
ENTER ボタンで決定します。（工場出荷時は皿 PL II MOVIE です一固固固国） 

6 DVD を再生します。 

DVD ソフトに複数の音声び収録されているときは、お好みの音声(例えば [ XlDIGITAL など） 
を選びます。詳しくは DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


f 音量を調整します。 

表示内容はソースの種類や 
IJ スニングモードなどに 
よって変わります。 


□□ PRO LOG に II MOVIE モードで、音声信号を入力 
していないとさまたは 2ch 信号を入力しているとさ 


皿 PRO LOGIC II MOVIE モードで、 

ドルビーデジタル己1か信号を入力しているとき 


3,5 @ ⑥5 



P MULTI JOG CONinOL^ SIGNAL H 柳 SBCH VIDEO OGrTAL ^ EFTHTT/OH l£VEL — 

o I o di o o CKO 0060 0-6 0 0 

曇〇を - を ^ -o i 国 


扉を開けるには 
ドアパネルの下 
側を軽く押して 
ください。 




e 


接続したスピーカーから音び出ない場合はもラー度最初から確認するか、「接続」（一固固 
〜臣回1)、「故障？ちょっと調べてみてください」（一区匹！〜固31 ) をご覧ください。 

音を出すことはでさてち、思った通りにサラウンド再生でさないとさは「サラウンド再生び 
うまくいかないとき」（■►回31 ) をご覧ください。 


DVD のデジタルサラウンド再生 
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ムシアタ—入巧 
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STEP 2 へお進みください。オートセツトアップでワンランク上のサラウンド再生をし 
ましよつ。 


9 
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〜オートセットアップで 
ワンランク上のサラウンドへ， 


オートセットアップで設定する 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難しかったさまざまな設定を、付属のオートセット 
アップ用マイクを使い自動で高精度に測定、設定することびでさます。 

測定中はスピーカーからテスト!-ーンび出力され、その音を付属のオートセットアップ用マイクび拾い、解析し 
ます。測定項目と全体の流れは • lU 下の通りです。 


初期測定(測定設備のチてック） 

① 暗騒音（部屋の騒音）の測定 

② マイク感度の診断 

③ 各 ch のスピーカー有り無し判定 

t 初期測定結果確認へ 

スピーカーの有り無し判定結果の1| 
ユーヴー確認(または修正） I 



音場補正へ 


システム全体の解析測定 
④ スピーカー システム 

(各スピーカーの低域再生能力判定） 
⑥スピーカーからの距離 

(最適なディレイ値を解析） 

⑥ スピーカーの 出カレベル 

(各 ch の出カバランスを補正） 

⑦ 視聴環境の周波数特性 

(出力音声の音色を統一） 


システム全体の解析結果確認へ 



システム全体の解析結果のチェック 


テスト I -ーンはやや大さな音なので、夜間の測定や小さなお子様 
は IJ ス ニン グルームに立ち入らせないなどご配慮ください。 


の合計 

_3〜6分程度 


オートセットアップ用マイクを接続する 


^ムモ 


測定中は IJ スニングポジシヨンから離 
れて、各 スピーカーの 外側からリモコ 
ンで操作を行ってください。 


^本機の SETUP M にジャックに付属の 
オートセットアップ用マイクのコードを差し込みます 


r IWWLT1 JOG CONTROL -1 gCNAL HWTT SBCH j ^ DOTAL EFFECT/CHIB/EL 

o I o ol 00000/060 0-0 0 

m^^oo 6 矣圓 


センタ— ヴブウ ー ファ- 
スピーカー (c) ド ' 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 



フ□ント 
スピーカー左 ( L ) 


た 




サラウンド 
スピーカーを ( LS ) 


U スニングポジション 
(耳の位置)に設置します。 



> サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 


J サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


サラウンドバック 
スピーカー左 ( SBL ) 


/ オートセットアップ用 

マイクスタンド 

オートセツトアップ用マイク 


設置するとさは必ず付属のマイクスタンド 
を使い、水平な台の上にのせてください。 











ートセットアップ（自動測定) 


メモ 


--—— IB 


SOURCE TV SYSTEM AMP 

© © © © 

|||DVD/LD1 |TV/SAT| B リ挪 tVCONT^ 
MULTI CONTROL ( 

tvcRal FoEoil rcol RBI 

^3 EEI 

DIMMER LOUDNESS TONE EFFECT/CHSEL 

< T > ^ p ) 

SIGNALS 吐 口 NR BASS/TR。。 「 + H こ ^ 

VIDEO SEL HI-BIT +1 0 L — - DISC 

0_"'HcgACCESS SEARCH MODE 

SYSTEM SETUP ^ —、 GUIDE 

■:鑛 

f • ]l II II 11 IubtitlII 
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▲ ▼ボタンで項目の選択、 > 
変更を行い ENTER ボタン 
でミ夫定します。_ 

似下は OSD 画面（テレビ画面)です 

ク I System Setup I 


;2.THX CINEMA Setup ] 

3. Input Assign ] 

4. Function Rename ] 

5. PHONO/LINE Setup ] 

Exit ] 


4 1 -Surround Setup 

[SurrBack System ] 
► ] 

[Quick ] 

[Normal ] 

[Expert ] 

[Exit ] 


4 


o 


Auto Surround Setup 

- Set microphone 
• Turn on subwoofer 

► -N 

[Cancel] U 


設定の途中で静止画面を 3 分間放置すると自動的にシステムセッ 
トアップを終了します。 

自動測定中の静止画面(確認画面やエラーメッセージなど)を3 
分間放置したり、 CANCEL を行ったときはそれまでの内容は設 
定されません。 

測定中は静かにしてください。 

スピーカーとリスニングポジションの間にある障害物を取り除 
いてください。 

付属のオートセットアップ用マイクを TV モニターの近くに置い 
てオートセットアップを行わないでください。 

OSD 画面は本機リアノた?、ルの MONITOR OUT 1端子にコンポ 
ジットビデオまたは S ビデオコードで接続しないと出ません。 

1 リモコンをアンプ操作モードにする。 

U モコンびアンプ操作モードに切り換わります。 


SYSTEM SETUP 


システムセットアップモードにする。 

テレビ画面にセツトアップメニューび表示され 


3 ▲▼ボタンで [ 1 .Surround Setup ] を選び ENTER ボタ 
ンで決定する。 

サラウンドセットアップになります。 

4 ▲ ▼ ボタンで [Auto Setting ] を選び ENTER ボタンで 
決定する。 

オートサラウンドセットアップモードになり、自動測定の 
開始画面(注意事項)び表示されます。_ 

自動設定時における OSD 画面のメッセージの意味 \ 

•付属のオートセットアップ用マイクを接続して、 IJ 
スニングポジシヨンに配置してください。 

). サブウーファーを接続している場合は電源を入れて 
^ボ IJ ュームを上げておいてください。 


〜 ci 江思〜 

手順己にて ENTER ボタンを押し、オートサラウンドセットアップを開始す 
ると数秒後にテストトーンが大きな音で出力されます。0 d B になってか5 
マスターボリュームを下げることでテストトーンの音を小さくすることら 
でをますび、正しく設定されない場合びあります。小さなお子様び近くに 
いる場合などはご注意ください。 
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5 ▲ ▼ ボタンで [ Sta け]を選び ENTER ボタンで決定する。 

オートサラウンドセットアップび開始されます。まずは初 
期測定(測定設備チてック）です。この自動測定は数十秒で 
終わりますので、手順目の画面になるまでしばらくお待ち 
ください。 

「Ambient Noise 」 ：暗騒音(部屋の騒音)の測定をします 
「 Microphone 」 ：マイクの感度を診断します 
Speaker Level 」 ：各スピーカーの有り無し判定をします 

6 スピーカー有り無し判定結果の確認画面になります。 

判定結果が合っている場合は ▲ ▼ ボタンで roK 」 を選び 
ENTER ボタンで決定する。 

次の自動設定び始まります。手順7へお進みください。 

判定結果び間違っていて、もう一度自動測定を試ず場合は ▲ 
▼ ボタンで [ Retry ] を選び ENTER ボタンでミ夫定します。 

手順已へ戻ります。 

判定結果び間違っていて、手動で設定し直ず場合は▲▼ボタ 
ンで [ ERR 一 Fix SP .] を選び ENTER ボタンで決定しまず。 

設定び間違っているチャンネルを ▲ ▼ ボタンで選び ENTER ボ 
タンで巧定し、 ▲ ▼ ボタンで正しい設定に直した後に ENTER 
ボタンで巧定します。 

すべてのチャンネルを正しく設定したら▲▼ボタンで[日口を 
選んで ENTER ボタンで巧定します。 

半崎結果でに RR ] び表示された場合は、接続を間違えてい 
^る可能性びあります。 [ Retry ] してち結果び同じよラな場 
合は一度電源を切り、スピーカーの接続を確認してくださ 
し、また、途中で測定エラーによる警告び表示されている 
場合びありますので、そのとをは画面の指示にしたびって 
ください。 

7 補正用測定び開始されます。 

に peaker Systems 」 ：各スピーカーの低域再生能力判定 
に hannel Delay 」 ：最適なディレイ値を解析 
に hannel Level 」 ：各 ch の出カバランスを補正 
「Acoustic Cal EQJ :出力音声の音色を統一 
これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に よっ 
て3〜已分程度かかりますので、手順8の画面になるまで 
しばらくお待ちください。 

3 I^Speaker Systems Check 」 の画面び表示された！5自 
動測定は終了です。 

次ページ店測定結果の確認にお進みください。 









Channel Delay Check 



Speaker Systems Check 


Front [SMALL] 

Center [SMALL] 

Surround [SMALL] 

SurrBack [SMALLx2] 

Subwoofer [ YES ] 



ENTER ボタン （^ ) を巧して、測定された内容を！; TF の順に確認する。 


途中で確認画面を終了するときは ▲ ▼ ボタンで [ Return ] を選び ENTER ボタンを巧します。夕 


スピーカーシステム ー Em 
(各スピーカーの低域再生能力判定） 


スピーカーまでの距離一固聖1 
(最適なディレイ値を解析） 


スピーカーの 出カレベル-►區匹！^ 
(各 ch の出カバランスを補正） 


視聴環境の周波数特性^区匹！ 
(出力音声の音色を統一） 


視聴環境の周波数特性■►區厘1回国! 
(出力音声の音色を統一） 


ALL CH ADJUST 補正 
フ□ント左チヤンネル 


ノレん>;則た紀未ぴ順/入 

表 TJX されます。 


最後の画面で 

憂を押すと、 
Surround Setup 
のメニュー画面に 
戻ります。 


FRONT ALIGN 補正 
サラウンド左チヤンネル 


ALL CHAD JUST とは： すべてのチャンネルにおいて調整を行うことびでさます。部屋の特性を含めて、ヴ 
ブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性をフラットに補正します。 

FRONTAUGN とは： フ□ント左/ち ( L / R ) じ(外のチャンネルにおいて調整を行うことびできます。フ□ント 
左/ち ( L / R ) とサブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性を、フ□ント ch の特性に合わせます。 


sd 


2 at ボタンで [ Exit ] を選び enter ボタンを巧す。 

Surround Setup び終了し、通常動作に戻ります。 

3 もう一度 ▲ ▼ ボタンで [ Exit ] を選び ENTER ボタンを巧す。 

System Setup び終了し、通常動作に戻ります。 

このとさ、アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ び自動的に ALL CH ADJUST で日 N にな 
り、 MCACC インジケーターび点灯します。 

より深くサラウンドを楽しむために 

1. さまざまな音場効果を加えることができまず。 

IJ スニングモード(一固固 ） や「便利な音声再生用機能」（一固固 ） を使ってさまざまな効果を加 
えることびでさます。 

2. 快適にお使い頂くためにその他のさまざまな設定が可能でず。 

に乂5で6171 Setup の使いこなし」（■►固国〜回国!）をご覧になり、必要に応じて細やかな設定 13 
を行ってください。 


Acoustic Cal EQ Check 
"ALL CH ADJUST" 


Acoustic Cal EQ Check 
"FRONT ALIGN" 

FRONT 0 

63Hz — — —dB 

^ 2 種類の補正カーブ 

SURROUND 0 

63Hz : ---dB 

125Hz : +2. 5dB 

250Hz : -4. OdB 

(ALL CH ADJUST 
と FR 日 NT AUGN ) 

125Hz : 
250Hz : 

+2. 5dB 
-4. OdB 

4 kHz : -5- 5dB 

11.3 kHz : +0. 5dB 

4 kHz : 
11.3 kHz : 

-5. 5dB 
+0. 5dB 

TRIM : +0. OdB 

► rlJ は!… 

[Exit ] 

について各チヤンネ 

II 、口 III—*—CD 丄 > 、 || 忙 、^"^ 

TRIM : +0. OdB 1 

[Next ] 1 

►rasii 1 
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各部のち祿と主な働き 


フ□ントパネル 



① MULTI JOG (マルチジョグ） 

通常は入カソースを選択します。本体の SET UP ボ 
タンまたは U モコンの SYSTEM SETUP ボタンを 
押したときはシステムセットアップの設定項目を選 
択します。また、 MOVIE や MUS になどの U スニン 
グモードの選択にち使用します。 

② リスニングモードボタン（一因匹！四 U ) 

MOVIE、MUS にびサラウンドモードです。 

MOVIE ボタン 

IJ スニングモードをムービーモードにします。 

MUSIC ボタン 

IJ スニングモードをミュージックモードにします。 

STEREO/D 旧 ECT ボタン 

IJ スニングモードをステレオモードまたはダイレ 
クトモードにします。 

③ 皿 OFF-ON ボタン(ま電源） 

このボタンび日 FF(M) の状態ではフ□ントパネル 
および IJ モコンでの操作びでさません。 

OSTANDBY/ON ボタン 

本機の電源を入れたり、スタンバイモードにします。 


④ ENTER ボタン 

システムセットアップの設定項目の決定や IJ スニ 
ングモード (MOVIE、MUS に）を決定するときに 
押します。 

⑥ STANDBY インジケーター 

スタンバイモード時に点灯します。 

⑥ U モコン受光き IK 一下記参照） 

IJ モコン信号はここで受信されます。 

⑦ ディスプレイ（一因固） 

⑧ MCACC インジケーター（一 

Acoustic Cal EQ び日 N のときに点灯します。ま 
た、音場補正の自動測定中ち点灯します。 

⑨ MULTI CH IN ボタン（崎 固 国） 

IJ アパネルの MULTI CH IN 端テに接続した機器 
を再生するとさに押します。 

⑩ ACOUSTIC EQ ボタン（一 EH ) 

「視聴環境の周波数特性の補正」での設定を日 N / 

日 FF します。 

⑩ MASTER VOLUME 

本機の音量を調節します。 


リモコンの操作節囲 


本機を IJ モコンで操作するときは、 IJ モコ 
ンをフ□ントパネルの IJ モコン信号受光部 



IJ モコンと本機との間に障害物びあったり、 IJ モコン受 
光部との角度び悪いと操作びでさない場合びあります。 

IJ モコン受光部に直射日光や堂光灯などの強い光び当た 
ると誤動作することびあります。 

赤外線を発射する機器のおくで本機を使用したり、赤外線 
を利用したほかの IJ モコン装置を使用したりすると、本機 
び誤動作することびあります。逆にこの IJ モコンを操作す 
ると、他の機器を誤動作させることもあります。 


























































































フロントパネルドア内部 


各部のち祿と主な働き 


扉を開けるにはドアパネルの ^ @ ® @ © 

下側を軽く押してください。 


① MULTI JOG CONTROL 
SET UP ボタン 

システムセッ h アップモードにします。 

RETURN ボタン 

システムセットアップモードのときに]つ前の手 
順に戻します。 

② SIGNAL SELECT ボタン（一跑） 

入力信号の種類のに ITAL/ANALOG など)を切り 
換えるとき押します。 

③ HI-BIT HI-SAMPUNG ボタン（崎 E 固） 

八イビット/八イヴンプ IJ ング機能を日 N/OFF し 
ます。 

④ SB CH MODE ボタン（一固固） 

サラウンドバックチャンネルの日 N/OFF/AUT 日 
を選択します。またサラウンドバックスピーカー 
を N 日（無し)で設定しているときは、バーチャル 
サラウンドバック機能の日 N/OFF/AUT 日を選択 
します。 

⑥ MIDNIGHT ボタン（一区固） 

ミッドナイト IJ スニング機能を日 N / 日 FF します。 

⑥ LOUDNESS ボタン（一 EH ) 

ラウドネス機能を日 N/OFF します。 

⑦ VIDEO SELECT ボタン（崎固固） 

音楽を聞さなびら他のフアンクシヨンのビデオ映 
像をみたいとさに押します。 

⑧ DIGITAL NR ボタン（一区固） 

デジタルノイズ IJ ダクシヨンを日 N/OFF します。 


⑨ EFFECT/CH LEVEL (一 哪蝴强） 
SELECT ボタン 

サラウンドモードのエフェクトレべルや出カレベル 
を調整するスピーカーを選択するとき押します。 

+/—ボタン 

エフェクトレべルやチヤンネルレベルを調整します。 

⑩ MUTING ボタン 

音を一時的に消すとさに巧します。ちう一度押 
すと、ミュートは解除されます。 

⑩ PH 0 NE 3( へッドホン)端子 

へッドホンを差し込む端テです。へッドホンを使用 
すると、スピーカーから音声は再生されません。 

⑩ SPEAKERS ボタン （一 an ) 

スピーカーシステムの A と B 、 日 FF を切り換えま 
す。 

⑩ TONE ボタン （一因固） 

BASS/TREBLE ボタン 
+/- ボタン 

トーンコント□ール機能を設定するとさに押します。 

@ SETUP IVNC 端子 （一 固 四） 

オートセットアップを行う際、オートセットアッ 
プ用マイクを差し込みます。 

® VIDEO INPUT 5 捕子（一 EU ) 

VIDE 日フアンクシヨン用の接続端テです。（光デ 
ジタル接続ち可能です） 







































































各部のち祿と主な働き 


U モコン 


本機に付属している IJ モコンのボタンとその機能について説明します。ここでは本機の操作に関する機能につ 
いてのみ記載します。ソース機器やモニター TV を操作する場合の使用例は「他機器の IJ モコン操作」（■►固直！） 


をご覧ください。 



肿のボタンは MULTI CONTROL 
ボタンに応じて用途び変わります 

② (SOURCE 0 のみ） 

④〜⑧ 、⑩ （一卿) 


1^^(下のボタンはどの1\/^1_下1 CONTROL ボ 
タンび選ばれていても 、 TV C 日 NT に設定 
された機器を操作することびでさます_ 

② （TV 0 のみ )、@ 


① リモコンディスプレイ 

さまざまな情報を表示します。 

なみ：⑥ ▲/▼/◄/►/ENTER ボタンを使用するときに 
点灯します。 REMOTE SETUP のときにどのボタンで 
選択、決定するかを表示します。 

么夕 IJ モコンコードの送受信を知らせます。 

:リモートセットアップのときに点灯します。 

□:電池の残りび少なくなったときに点灯します。 

② ©SOURCE 電源ボタン 

ソース機器の電源を日 N/OFF します。 

OTV 電源ボタン 

テレビの電源を日 N/OFF します。 

③ 他機器操作ボタン 

U モコンで他機器を操作するとさ、または本機の入力 
を切り換えるとき押します。 

④ 数字ボタン 

U モコンの操作モードにしたびってさまざまな目的に 
使用します。 U モコンびアンプ操作モードの場合はそ 
れぞれのボタンび下の働さをします。 

DIMMER ボタン（一区固） 

本体のディスプレイの明るさを調整するとさ押します。 

LOUDNESS ボタン（一 Ea ) 

ラウドネス機能を日 N/OFF します。 

TONE ボタン（崎 E 固） 

BASS/TREBLE ボタン 

I -ーンコント□ールを設定するときに巧します。 

EFFECT/CHSEL ボタン（一回固区匹！回固） 

サラウンド f ー ドのエフェクトレべルや出カレベルを調 
整するスピーカーを選択するとさ押します。 

+/- ボタン 

I -ーンコント□ールや IJ スニングモードの効果、ス 
ピーカー出カレベルなどを調整します。 

SIGNAL SEL ボタン（崎 固 図） 

入力信号の種類を切り換えるとさ押します。 

DNR ボタン（一因固） 

デジタルノイズ IJ ダクシヨン機能を日 N/OFF します。 

VIDEO SEL ボタン（一 固 固） 

音楽を聞さながら他のフアンクシヨンのビデオ映像を 
みたいとさに押します。 


HI - BIT ボタン （一因固） 

八イビット/ノ V イヴンプ IJ ング機能を日 N / OFF します。 




















































































各部のち祿と主な働き 


⑥ SYSTEM SETUP/MENU ボタン 

システムセットアップモードにします。リモコン 
び DVD/LD の操作モードのとさはメニュー画面 
を表 TJX します。 

⑥ ▲/▼/◄/►/ENTER ボタン 

各種設定、メニュー画面で項目を選択したり、 
決定するとさに押します。 

⑦ AUDIO ボタン 

IJ モコンび D VD/LD の操作モードのときに、 
ディスクに記録されている音声を選択します。 

⑧ ソース機器操作ボタン 

③他機器操作ボタンで選択した他の機器を操作す 
るとさに押します。 

⑨ TV CON 下 ROL ボタン 

テレビを操作するボタンです。 

③他機器操作ボタンの TV CONT に登録された機 
器をいつでち操作することびでさます。 

⑩ リスニングモードボタン（一回固回固） 

MOVIE、MUS にびサラウンドモードです。 

MOVIE ボタン 

IJ スニングモードをムービーモードにします。 

MUSIC ボタン 

U スニングモードをミュージックモードにします。 

和ーボタン 

MOVIE や MUS になどの IJ スニングモードを選択 
します。 

ENTER ボタン 

MOVIE や MUS になどの IJ スニングモードを決定 
します。 

STEREO/D 旧 ECT ボタン 

IJ スニングモードをステレオモードまたはダイレ 
クトモードにします。 

⑩ SB CH MODE ボタン（一 固 固） 

サラウンドバックチャンネルの日 N/ 日 FF/AUT 日 
を選択します。またサラウンドバックスピーカー 
を N 日（無し)で設定しているときは、バーチャル 
サラウンドバック機能の日 N/OFF/AUT 日を選択 
します。 

⑩ SYSTEM OFF ボタン（一 EH ) 

あらかじめ設定したコマンドと、すべてのパイ 
オニア機器の電源を切るとさ押します。 


⑩ OAMP 電源ボタン 

本機の電源を日 N または日 FF (スタンバイ状態）に 
するとさ巧します。 

@ MULTI OPERATION ボタン（一 Ea ) 

マルチオペレーションを実行するとをに押しま 
す。 

©AMP ボタン 

IJ モコンをアンプ操作モードにします。 

© TOP MENU/GUIDE ボタン（一固固） 

IJ モコンび DVD/LD の操作モードのときはトッ 
プメニュー画面を表示します。また、 IJ モコンび 
TV/SAT の操作モードのとさは BS デジタル放送の 
番組表を表示します。 

⑩ RETURN/EXIT ボタン 

本機のシステムセットアップや DVD のメニュー 
画面の操作などで1つ前の手順に戻したり、解除 
したりします。 

©INPUT ボタン 

入カファンクションを順次切り換えます。 

® VOLUME (+/-) ボタン 

本機の音量を調節するとさ押します。 

® MIDNIGHT ボタン（一固固） 

ミッドナイトリスニング機能を日 N/OFF します。 

@ MULTI CH INPUT ボタン（一固固） 

MULTI CH IN 端テに接続した機器を再生すると 
さに押します。 

©MUTE ボタン 

音を一時的に消すとさに巧します。ちう一度押 
すと、ミュートは解除されます。 

© ACOUSTIC EQ ボタン（一 E ^) 

「視聴環境の周波数特性の補正」での設定を日 N / 

日 FF します。 

@) REMOTE SETUP ボタン（一蹈〜 EE 1) 

リモコンの各種設定に使用します。 


it 
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各部のち祿と主な働き 


ディスプレイ 


① ② ③ ④⑥⑥ 



⑩⑩⑨ ⑧⑦ 


① SIGNAL SELECT インジケーター 

(一跑） 

現在選択されている機器の入力信号の種類び点灯 
します。 

③デジタルフオーマットインジケーター 

(一 EIH 〜 EMI) 

PRO LOGIC II : □□プ□□ジック II 処理をしてい 

るとさに点灯。 

Neo :6: Neo : 目処理をしているときに点灯。 
□□ DIGITAL : ドルビーデジタル信号を入力してい 
るとさに点灯。 

DT & DTS 信号を入力しているとさに点灯。 

ES : ES デコード ( DTS ディスク U — h または DTS 
マト U ックス)処理をしているときに点灯。 

EX : EX マト U ックス処理をしているときに点灯。 

EX 、 ES 信号び入力されても実際に EX 、 ES 処理び 
されていないときは ES 、 EX は点灯しません。入 
力信号び ES 、 EX 信号かどうかは、⑩プ□グラム 
フオーマットインジケーターで示されます。 
MPEG : MPEG -2 AAC 信号を入力しているときに 
点灯。 

STEREO : 再生出力びフ□ント 2 ch 馈定によって 
はサブウーファーを含む)のみの場合と、ヘッドホ 
ン挿入時に点灯。 

③ LOUDNESS インジケーター 

ラウ ドネス機能び日 N のとさに点灯。 

④ MIDN に HT インジケーター 

ミッドナイトリスニング機能び日 N のときに点灯。 

⑥ TONE インジケーター 

トーンコント□ール機能び日 N のときに点灯。 

⑥ DNR インジケーター 

デジタルノイズ IJ ダクシヨン機能び日 N のときに 
点灯。 

⑦ VOLUME (音量レベル)表示部 

音量レベルを表示します。- dB び最小レべ 

ルを表し、 +] 2 dB び最大レベルを表します。 


⑧ Hi-BIT/SAMPLING インジケーター 

八イビット/八イヴンプ IJ ングモードび日 N のとさ 
に点灯。 

⑨ DSP インジケーター 

MOVIE : U スニングモードで MOVIE を選択している 
とさに点灯。 

MUSIC : リスニングモードで MUS にを選択してい 
るとさに点灯。 

r DSP つ 


: MOVE、MUSIC モードでパイオニアオ U ジナルサラ 
ウンドモードを選択しているときに点灯。 

⑩プ□グラムフォーマットインジケーター 

皿 DIGITAL や DTS 信号等び入力された時、その 

ソースに含まれるチャンネルの情報を点灯します。 

L : 左フ□ントチャンネル 

C : センターチャンネル 

R : ちフ□ントチャンネル 

LS : 左サラウンドチャンネル 

S : サラウンドチャンネル（モノラル） 

RS : ちサラウンドチャンネル 

LFE : Low Frequency Effect (超低音の効果音)チャ 
ンネル 

0:実際に LFE 信号び入ってきたときに点灯します。 

「目，1再生検出信号」の入ったソースび再生される 
と^ Ls 」^ s 」^ Rs 」の3つのインジケーターび点灯 
します。 

⑩ SBCH インジケーター (一因固） 

サラウンドノ くックチャンネ>1レの状態を表します。 
AUTO : サラウンドバックチャンみレまたはノくーチャ 
ルサラウンドバック機能び AUT 日のときに点打。 

ON : サラウンドノくックチャンみレまたはノくーチャ 
ルサラウンドバック機能び日 N のときに点灯。 

OFF : サラウンドノ（ックチャンネ>1レまたはノくーチャ 
ルサラウンドバック機能び日 FF のときに点灯。 











































映像機器の接続にごいて 


接続 


映像機器を本機と接続する場合は、 ソース 機器と モニター T V の接続コードに必ず同じタイプの 
コードをご使用ください。 

例えば DVD プレーヤーと本機を S ビデオコードで接続した場合、モニター TV をコンポジットコードで接続して 
ち映像は出力されません。 

本機の映像入力と映像出力の関係は ■ lU 下の表のよラになります。詳細はさらに下の事例をご覧ください。 

(コード/ケーブルに関する詳細は次ぺージにあります） 



* コンポジット 

*s 

コンポーネント 

D 

コンポジット 

〇 

X 

X 

X 

S 

X 

〇 

X 

X 

コンポーネント 

X 

X 

〇 

X 

D 

X 

X 

X 

〇 


* 日 SD 画面は本機 IJ アパネルの 
MONITOR 日 UT ] 端テにコンポジッ 
トビデオまたは S ビデオコードで接 
続しないと出ません。 



祿 


m 


ソース機器をコンポジットまたは S ビデオコードで接続する場合 


ソース機器一本機ーモニター TV と接続するコード/ケーブルは必ず同じ種類のコードで統一してください。 
例えば、 DVD プレーヤーを S ビデオコードで接続した場合、モニター TV をコンポジットコードで接続しても映 
像は出力されません。 



ソース機器の映像出力端子が機器によってバラバラな場合 


下記の組合わせで考えます。 



コンポジットコードで統一 

^^ メモ 

-録画機器用の映像出力端子(日 UT ) の信号はモニター出力と同じです。 
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接続 


デジタル出力 
端子 (-►£©) 


デジタル入力 
端子 (-► EU ) 

端テに表示され 
た機器と違5機 
器を接続すると 
さは入力設定び 
必要です。 

(- ► mu ) 


USB デジタル 
入力端子 
(一卿） 

USB ケーブル 
で P C と接続し 
ます。 



圆哉 


圆 

m 

m 

m 


IN 回 
(CD-R/ 
TAPE1) 


IN 回 
(DVD/ 
LD) 

IN 团 
(CD) 

IN 

□□RF 

(DVD/ 


__ 參參 




參參 


mm 


參參 V: 舞© 


VCR1 


參善)。。 T 參© 


參參を參© 


參断 ㈱ 


VIDEO S2 VIDEO 



アナ□グ音声入力 
端子(■►回 H ) 


AV 機器入出力端子 
(一 〜 EJH) 


接続コード/ケーブルについて口ード/ヶーブルはまて別売りです） 


TR0NT 


SUR¬ 

ROUND 

BACK 


CENTER 

m 

FR : 參嚇の 

!1參載 


rnc uu I 


が oBofei 

m 



MULTI CH 
INPUT 端子 

(一 EUH ) 


■ビデオコード 

一般的な映像用コードで、 
コンポジットフオーマット 
の映像信号を伝送します。 



■ S ビデオケーブル 

映像信号の y と C の2つの信号(色 
差信号)からなり、コンポジットよ 
りち高品位な映像品質を楽しむの 
に適しています。 &、 
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■コンポーネント映像ケーブル 

映像信号の y 、 Cb / Pb 、 Cr / Pr の3つ 
の信号(色差信号)からなり、 S ビデオ 
ケーブルよりち高品位な映像品質を 
楽しむのに適しています。（ビデオ 
コード3本での接続ち巧能です） 





■ D 端子ケーブル 

映像色差信号とフォーマツト識別制 
御信号を、]つのコネクタで接続で 
さるケーブルです。コンポーネン 


卜映像ケー 
ブルと同等 
の映像品質を 
楽しめます。 


D VIDEO 


柏- 


■オーディオコード 

オーディオ機器の接続に使用します。 
胤 



リアパネルのを化図 


CONTROL 


MONITOR OUTK 2 端子 ( 一 ED) 


IN/OUT 端子 


日 SD 画面は MONITOR 日 UT ] な齡テに接続 


PRE OUT5 請子 

(一 强） 


したとさのみ出ます。 


(一 强） 


E E 常 E 1 1 

參參。參參一^ 
參參參參 r 












































































接続 



スピーカー端子(メインシステム/回)（一 E 到） 

別エ IJ アでのステレオ再生 (一 區國 I ) 

フ□ントスピーカーの Bi-Amp 接続用（一直煙!） 


m 

続 


■同軸ケーブル/光フアイバーケーブル 


デジタル機器の接続に使用します。 






同軸ケーブル 光ファイバーケーブル 

(またはビデオコード） 


接続の際は端テの向さを合わせてください。誤った向さで' 
むりやり挿入すると、端テび変形し、ケーブルを抜いてち 
シャツターび開らなくなることびあります。 

-長さは下のちのを使用してください。 

-プラグにホコ U び付着したときは、柔らかい布で}式いてか 
ら接続してください。_ ‘ 



メモ 

本機 IJ アパネルの S 端子には S 2 VIDE 日と書かれていますび、 
S 、 S 1、 S 2 と書かれた機器全てと接続び巧能です。 

また同様に本機の D 端テには D 4 VIDE 日と書かれていますび、 
D 1、 D 2、 D 3、 D 4 と書かれた機器全てと接続び巧能です。 
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接続 


I 入力設定 I 
」翠更可能 L 


OGDIGrTAL/ 

DTS/MPEG 


画哉 

IをI拟/ 

I 、ド JTAPE1) 

參談' 

參 S 
參醉 


a ® 


：Mm 




，參參 

廢爆) 


磯雲 


^參參 


恐 


mm 


MONITOR OUT 2 


も！ 


翁© 


、 DVR ィ — 




參參。 UT 參 H 






.© 

’© 


メモ 


TV (モニター)の1つの入力に S ビデオやコンポーネントビデオなど数種類のコードを複数接続すると映像び乱れ 
たり巧く写ることびあります。詳しくは TV (モニター)の取扱説明書をご覧ください。 


DVD プレーヤーの接続 


「映像機器の接続について」（一固匹! ） をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」（■►固固 m ) をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端テで接続するとさに、端テ脇の表記とは異なる端子を使用する場合は、「コンポーネ 
ントビデオ入力の設定」び必要です(一固置！）。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は「デジタル入力の設定」 
び必要です(■►固固）。 


COAX OPT. 


圆 


PCM 専用端子 
は使用しないで 
ください。 


f= 


♦ _ 

傷 




1> 




DVD プレーヤー 


TV (モニター)の接続 


「映像機器の接続について」（一固匹! ） をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続 コー ド/ケーブルや画質については「接続 コー ド/ケーブルについて」（一 EJU 固 置 1 ) をご覧ください。 
日 SD 画面は MONITOR 日 UT 1 端子に接続したときのみ出ます。 


ごま意： 
テレビや 


連動100 Wi ； 


メモ 


コンポーネント端テや D 端テで接続す 
るとさは、 DVD プレーヤー側でコン 
ポーネントビデオの出力設定び必要な 
場合びあります。 
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接続 


DVD / LD コンパチブルプレーヤーまたは LD プレーヤーの接続 


DVD / LD プレーヤーまたは LD プレーヤーに皿 RF 出力端子びある場合は、 □□ RF 端テも接続します。これ 
は、ドルビーデジタル LD ソフトの再生に必要です。また、 LD のアナ□グオーディオ信号はデジタル出力され 
ませんのでアナ□グオーディオ接続ち行ってください。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は「デジタル入力の設定」 
び必要です(-►固固）。 


メモ 


SIGNAL SELECT ボタンで入力信号を □□ RF に切 
り換えてください RF は [ XlRF 端テび割り当てられている入カフアンクシヨンを選んでいる 
とさのみ選択することびでさます）。 


DVD プレーヤーに已 . Ich アナ□グ出力端子びある場合は、本機の MULTI CH INPUT 端子と接続して DVD オー 
ディオ再生を行ラことびでさます。 DVD オーディオまたは SACD を再生するには入カモードの切り換えび必要! 
です。詳しくは 「 DVD オーディオ（マルチチャンネル入力)の再生」（■►固固）をご覧ください。 


己.1チャンネル 
アナ□グ出力端子付き 
DVD 


メモ 



DVD プレーヤー側の設定で、 DVD 己. Ich アナ□グ出力を日 N に設定しないと音び出ません。詳しくは DVD プ 
レーヤーの取扱説明書をご覧ください。 ^3 
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□□ RF 端テの接続は同軸ケーブルで行います。 
□□ RF 端テに接続した機器を再生するときは、 


DVD / LD プレーヤー 
または LD プレーヤー 




DVD 才ーデイオプレーヤーの接続 
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八イビジョンテレビ 
(MUSE デコータ’一） 






^^メモ 

サラウンドの接続(:※）は] P 一 2 P の分岐コード（モノラルーステレオ）をお使いください。 

(八イビジョンテレビ (M USE デコーダー)側にサラウンドち/左の出力びある場合は、通常のステレオオー 
24 ディオコードをお使いください。） 


ンテレビ(または MUSE デコーダーの 3-1 方式4チヤンネル放送)との接続 


本機 IJ アパネルの MULTI CH IN 端子に、オーディオコード(別売)で接続します。 

この端テに接続した機器の音声を再生するには、入カモードの切り換えび必要です。詳しくは 「 DVD オーディ 
才（マルチチヤンネル入力）の再生」（一固 ID ) をご覧ください。 




函 




化お] 


戀戀 


■ I , . J 

■r e 


顯戀 


戀 


變 


戀戀 


I f 


き. 1 AC OUTLET 


I —連動100 WJ ； 


お読みください。 

向觸定顆可能 I 
SURROUND BACK/ [bJ 


戀戀 




接続 



—ナーの接続 


「映像機器の接続について」（一固匹! ） をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」（一 EJU 固置1 ) をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端子で接続するとさに、端テ脇の表記とは異なる端テを使用する場合は、「コンポーネ 
ントビデオ入力の設定」び必要です(一固国）。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は「デジタル入力の設定」 
び必要です(■►固固）。 
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關画 

感戀 


ご使用前に取巧説明書を 
お読みください。 

巧觸定類可能 I 
SURROUND BACK/ [| 

.^TWgV 

感戀 

^aygr j I ^Qgstr 


戀戀 





この端子に接続された機器を再生するときは 
入カフアンクシヨンを VIDEO にします。 

このデジタル入力端子は VIDEO 入力専用です。 


ポータブル DVD、 ゲーム機など 


〇 


メモ 


ポータブル D V D を接続すると 
きはミニプラグを使用します。 






■前面 （「 VIDEO 」 入力）の接続 





VIDEO-IN/OUT 


接続 


「映像機器の接続について」（一匹匹！ ） をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」（一固副固置1 ) をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端子で接続するとさに、端テ脇の表記とは異なる端テを使用する場合は、「コンポーネ 
ントビデオ入力の設定」び必要です(一固国）。 

録画をすることを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S 2 のどちらかに統一 
して接続する必要びあります。また音声信号についてちアナ□グ接続する必要びあります。 


メモ 


ビデオデッキが) 
(または DVR) 


ビデオデッキ (2) 


接続図の中のビデオデッキ 
に）は、ビデオデッキ （1) と 
同様に接続してください。 



7V 


f OUTPUT 

INPUT ^ 

參匿。 

獲。 

S-VIDEO 

匿。參 

。獲 

S-VIDEO 戸 5^ 



ビデオ機器の接続 



i | i 固回固固參變參 


厂 


ホ—ムシアタ—入門 
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接続 


己.1 (7.1 )ch 
アナ□グ出力端子付き 
が部デコーダー 





26 


サラウンドバック ch がモノラルの出力 
(6.1ch 出力）の場合は、 
SURROUND BACK L (Single) 端子 
に接続してください。 


# 




SURROUND 

OUTPUT 




■ pUTPUT 、 

^ 樓 L 




チューナー 



レコードプレーヤー 



CD プレーヤー 


MD レコーダー 

(またはテープデッキ） 


CD-R 

(またはテープデッキ） 


レコードプレーヤー 
にアース端テび付い 
ている場合は、必ず 
ふ端テに接続して< 
ださい。 


ふ端テはアナ□グプレーヤー等を接続した 
場合の雑音の低減を図るためのをのです。 


C カセットデッキを設置する場所によっては、再生したときに雑音などび発生する場合びあります。 
これはアンプのトランスによる IJ ーケージフラックス(漏れ磁束)の影響によるものです。このよう 
なとさには、設置する場所を変えるか、アンプから離して設置してください。 


A 

;王后： 


工場出荷時の設定のままで PH 日 NO / LINE 端子にレコードプレーヤー_1^(外を接続しないでくださ 
し、大音量を出力し、スピーカー等を破壊する恐れびあります 。 PH 日 NO / LINE 端テにレコードプ 
レーヤー_1^(外の機器またはイコライヴ内蔵レコードプレーヤーを接続する際は、 「 PH 日 NO/LINE 
Setup 」 （岭臣回）で PH 日 NO / LINE 端子を LINE に設定してください。 


か部デコーダーのアナログ接続 


マルチチャンネルアナ□グ出力端子(已 .1 ch または 7.1 ch ) を持つ外部デコーダーとの接続には、本機の MULTI 
CH INPUT 端テを使用します。この端テに接続した機器の音声を再生するには、入カモードの切り換えび必要 
です。詳しくは 「 DVD オーディオ（マルチチャンネル入力)の再生」（■►固固）をご覧ください。 


FRONT 

OUTPUT 


し参^ 



才ーデイオ機器のアナ□グ接続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや MD レ〕ーダーでは、さらに「デジタル機器の接続」（■►区图）もできます。 






































































































































































































































デジタル機器の接続 


接続 


CENTER n SURROUND L 

顯 I 薩 I 感 



(一圈） 



IJ ァパネル 

メモ 

どのデジタル入力端テをどの機器に使用するかは自由に変更することびでさます。 

ただし、工場出荷時の設定(ち図）と異なる接続を行う場合は 「 Digital-In Select (デ 
ジタル入力の設定)」（一固固）にて設定の変更を行ってください。 

• Digital - の〜のには [ TUNER ]、[ PHON 日/ LINE ]、[ VIDEO ]、[ USB ] を選ぶことび 
でさません。 

• naRF IN には [ TUNER ]、[ PH 日 N 日/ LINE ]、[ VIDE 日]、 [ CD ]、[ CD - R ]、[ MD ]、 

[ USB ] を選ぶことびできません。 




DVD プレーヤー 


ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生するには、デジタル接続が必要です。接続は同卽ケーブル 
または光ファイバーケーブルで行います （1 つの機器に巧してどち5か一方のみで接続します)。 


メモ 


PCM / nnDIGITAL / DTS / MPEG 日 UT 端テはデジタル入力された信号を出力しますので、デジタル録音をする 
には光デジタル入力を持つデジタル録音機器と接続してください。 


衛星チューナー 


CD-R 

(またはテープデッキ、 MD ) 


(碎醒0 

'mGITAL ， 
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4 1 





CD プレーヤー 
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接続 
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— MULTI CH IN — 



サラウンド 
スピーカーも ( RS ) 





サラウンド 
スピーカー左 ( LS ) 



音声入力へ 


r 才ーデイオ入力 I I 


テレビ 
(センタースピー 
カーと して使用 
ずる場合） 


アンプ内蔵 
サブウーファ- 


〇 


サラウンドバック 
スピーカー左 ( SBL ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 




スヴラウンドバックび 
] 本のとさは L 端子に 
つないで < ださい。 





サブウーファーには別の接続ち法をあります。詳しくは 
サブウーファーの取扱説明書をご覧<ださい。 

( THX サブウーファーをご使用のちは THX 入力端子ま 
たは THX フイルタポジシヨンをご使用ください） 


■ SPEAKER (スピーカー)端子 

①線をねじる。②スピーカー端子をゆるめ、ス ③スピーカー端テを締 


10 mm 


ピーカーコードを差し込む。 



めつける。 



バナナプラグを接続す 
ることちでさます(詳し 
くはプラグの説明書を 
お読みください。） 



A * 公称インピーダンスび6〇〜16〇のスピーカーをご使用ください。 

_ 本機ではスピーカーインピーダンスを変更することびできます。エ場出荷時は8^2〜]目打ですび、お 

注意手持ちのスピーカーび目^2_1^(上8^2未満の場合は設定を変更してください。変更のしかたは、「スピー 
カーインピーダンスの切り換え」（次ページ）をご覧ください。 

. スピーカーと本機の©および©端テどうしを正しく接続してください。 

.スピーカーコードを接続するとさは、お線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出していな 
いことを確認してください。お線び IJ アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路び 
働いて電源びスタンバイ状態になることびあります。 

^^メモ 

また、じ(下のようなとさはサラウンドバックスピーカーをスピーカー端テ B として使用することもできます。 

• メインの U スニングルーム外の場所(キッチンなど)でを聴きたいとき。（この場合はステレオ再生になります） 
• フ□ントスピーカーを Bi - Amp で使いたいとさ。 

サラウンドバックスピーカーをスピーカー端テ B として使用するときは「サラウンドバックシステムの設定」 

(- ► 区固 ） で設定した後に、「スピーカーシステム A / B の使いこなし」（一回国 ） をご覧ください。 


スピーカーの 接続 


じ(下のように各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウー 
ファーを接続することをおすすめします。 


フ□ント 
スピーカー左 ( L ) 


◎ 



センター 
スピーカー ( C ) 


◎ ◎ 




寧 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 



◎ 



































































































































接続 


スピーカーインピーダンスの切り換え 


スピーカーインピーダンスの設定は、目^21^^(上8^1未満の設定と8な〜]目^2の設定の2通りぁります。お手持ちの 
スピーカーび日^1し^(上8^2未満の場合は1^^(下の手順で設定を変更してくださぃ。 



1本機をスタンバイ状態にする。 

スタンバイインジケーターび点打します。 

SPEAKERS ボタンを巧しなび5 
STANDBY ボタンを巧す。 

スピーカーインピーダンスび変更さ 
れます。 

再度、設定を変更したいとさは手順 
] からやり直してください。 



& STANDBY/DN 








スピーカーインピータンスび目^11^上8〇未満の場合 


スピーカーインピーダンスび8な〜1目做 D 場合 


m 

続 


スピーカーの 配置について 


スピーカーの配置はマルチチャンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

一般家庭における各スピーカーの配置の例は!;の通りです。の図を参考にしなびら IJ スニングルームに 
合わせたスピーカーの配置をお試しください。 


ご ik - 乂 =スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動び伝わり音質び変わってしまったりします。ま 
た、柔らかすざる棚の上なども音質に影響びありますので、専用スタンドやコンク IJ ートブ□ック 
などの使用をおすすめします。 


フ□ント&センター 


リスニングポイントか5の角度 



センター ( C ) を使用する場合は広 
めに、センターに）を使用しない 
場合は狭く配置することをおすす 
めします。（上図の範囲） 


奥行き 



センター ( C ) はフ□ント （ L / R ) と 
同一面からフ□ントまでの距離を 
超えない位置に。フ□ントよりち 
前ちだと音場感を損ねます。 


スピーカーの 向さ 



中抜け感を防ぐために多少内振り 
に。但し、あまり内振りにしすざ 
るとおびり感などを損ねます。 
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接続 


サラウンド&サラウンドパック 


サラウンドバック無しの場合 サラウンドバック1本の場合 


サラウンドバック2本の場合 



サラウンド スピーカー ( LS / RS ) 
は耳の位置より上ち目日 cm 〜] m 
でやや下振りにします 。 DVD 
オーディオ用の配置と両立したい 
とさは後ち寄りに配置します。 

SL と SR び真正面で向さ合わない 
ように多少左ちに振ったりしてみ 
てください。 




サラウンドノくックスピーカー ( SB / SBL / SBR ) も耳の位置より上ち 
目 0 cm 〜] m でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場合は SBL 
と SBR を隣接させ IJ スニングポジションから等距離に設置(設定)すると 
THX モードの効果び最大限発揮されます。（■►固国に固） 


ヴノンー^アー 

特に制限はありませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いび起こらないような場所に配置 
してください。また、壁の近くに設置すると建物との共振により低音び極端に増強される場合びありま 
すのでご注意ください。 


モニター TV とスピーカーの 位置関係 


センター 
スピーカー ( C ) 


パワード 
サブウーファ 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 



フ□ントスピーカーはテレビから等距離になるように 
します。センタースピーカーはモニター T V 画面に近 
いちびセ IJ フなどび自然に聞こえます。但し、テレビ 
び色ずれ等を起こすのを防止するため、防磁型のス 
ピーカーを使用してください。防磁型でない場合は、 
テレビから離して設置してください。 


フ□ント 
スピーカーを ( L ) 


サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


A 

;王后： 


サラウンド 
スピーカーを ( LS ) 


センタースピーカーをテレビの 
上側に置くとさは、適切な方法 
で固定してください。固定しな 
いと地震などの外部の振動によ 
り、スピーカーび落下してケガ 
をしたり、スピーカーを破損す 
る原因となります。 


サラウンドバック 
スピーカーを ( SBL ) 
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接続 


電源コードの接続 


全ての接続び終了した！5、電源コードを家庭用電源コンセント ( AC 100 V )に接続します。 


電源コードのつなざかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお薦めします。下図のよう 
に電源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広い方(アース側）に合わせて差し込んでください。 


A* 


本機の電源コードは着脱式になっていますび、付属しているコード语流 容量 1己 A 、 機器側 3 P 
プラグインソケット方式)外の電源コードはご使用にな5ないでください。 

警告.本機の AC INLET のアース端テは本機のシャーシに接続されていません。 

含^ •旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいて 

> ください。ただし、 ] ヶ月程度電源コンセントから電源コードを抜いた状態またはを電源を日 FF 

にしておくと本機で設定した各種設定び IJ セツトされますのでご注意ください。 




の 1 气 


，'ド 1 AC OUTLET 

- _ノ^やモニターは 
接続しないでください。 
連動100 W な下 

D 

SPEAKERS」 

ご使用前に取扱説明書を 
お読みください。 

1用を設定変更可能1 
SURROUND BACK/ [|] 

輸戀 ® 

© ©e 

医 R FRONT L 

® 戀感 

CENTER 

變 

戀 

R SURROUND L 

戀戀 

感戀 


岡 

先につなぐ I W 


m 

続 


② 

最後につなぐ 


モ備コンセント (AC OUTLET ) の接続 



[連動100 W 仪下] 

本機の電源スイッチの日 N / STANB 丫 ( OFF ) の切換に連動して、接続した機器の電源を日 N / OFF できます。 
接続した機器の消費電力び1日 0 VV を超えないようにしてください。 



A . 消費電力びパネルに表示されているワット数を超え 

_ るような電気器具（暖房、アイ□ン、テレビ、 I -一 

ミ主意 スター、ドライヤーなど）は絶対に接続しないでく 
ださい。機器の故障や乂災の恐れびあります。 

• テレビは接続しないでください。 

表示されている消費電力び本機のパネル表示値より 
少な<てち、電源を入れたとさに大さな電流び流れ 
る場合びあります。 





連動100 Wlil 下 
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サラウンドの設定 


サラウンドの設定にごいて 


サラウンドの設定では「ブラウンドバックシステムの設定」、 r 簡単設定 ( Quick 設定)」を説明した樹こ、サラウン 
ド設定の基本となる r スピーカーシステム(各スピーカーの有り/無し/低域再生能力)の設定」、「スピーカー出カレ 
ベルの設定」、「スピーカーまでの距離設定」を説明します。サラウンド設定の基本となる3つの設定に r 視聴環境 
の周波数特性の補正 (Acoustic Cal EQ )」 を加えた4つの設定(補正促音場補正と呼びます。本機の才ートセット 
アップ機能を使うと、これらの4つの設定(音場補正)を自動で行ラことびでさます。初めて音場補正を行ラ場合 
は、才ートセットアップ機能による設定をおすすめします(一「ホームシアター入門 step 2」 固四〜固固）。 


音場補正の設定頃目の詳細と効果 


スピーカーシステムの設定 

これはソースに含まれる音声成分の全てを再生するための基本設定です。この設定び正しく行われないと、ヴ 
ウンドトラックの特定チャンネルに収録された音声び再生されなかったり、低域成分び欠落してしまう、など 
の不具合び発生する場合びあります。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力の大小、ク□スオーバー周波 
数などを設定し、上記の問題を回避します。 

スピーカー出カレベルの設定 

IJ スニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離設 
定」と同様に、音の定位感や移動感を正確に再現することび目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆ 
る「バランスの悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、このち法では正確な 
設定は不可能です。プ□のスタジオ-エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行 
し、バランスの微調整を施します。本機では、 MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整びだれでも簡 
単に出来るようになりました。 

スピーカーまでの 距離の設定 

実際には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出-補正しています。マルチチャンネル 
再生では特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定用のマイクを使用して実測 
した場合は、電気的な遅延現象(特にサブウーファーに多く見受けられる）をち測定します。よって、メジャー 
等を使った物理的な距離測定とは違5値び設定される場合ちあります。 

視聴環境の周液数特性の補正 (Acoustic Cal EQ ) 

「視聴環境の周波数特性の補正」とは、 IJ スニングポイントでの視聴環境トータルの周波数特性 OU 下、 F 特)の 
補正を意味します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用してち、 IJ スニングポイントでは音色び違っ 
て聞こえます。これは、設置場所•設置ち法•壁面•内装、など様々な影響により実際の F 特び違ってしまう 
ためです。 

本機の「視聴環境の周波数特性の補正」では、 IJ スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各 
チャンネルの音のつなびりび飛躍的に向上させ、これまでにない実像感や IJ アルな移動感を再現します。スタ 
ジオや映画館などにおいてはこの補正は絶対に欠かせないものです。これびホームシアターとの大さな差でし 
たび、当社の研究により、一般家庭環境における F 特の補正には最ち有効であるエンべ□ープ補正方式を採用 
し、この差を埋めることを可能としました。 

全チャンネルをフラット特性にする 「ALL CH ADJUST 」 と、フ□ントスピーカーの特性に合わせ込む 
「 FR 日 NT AUGN 」 の2種類の補正カーブを用意しました。 

メモ 

一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使用するたびに設定し直す必要はありません。た 
だし、スピーカーシステムの構成や配置を変更したり、新しくスピーカーを追加したとをには、設定し直す必 
要びあります。また、設定内容は]ヶ月程度、を電源を日 FF またはコンセントを抜いた状態にしておくとク IJ ア 
されますのでごを意ください。 











■操作を行う前には必ず本機の主電源ボタンを OINK —) にしてくださし、。 


サラウンドの設定 


2 

4 


1 AMP 本機の電源を入れ、テレビの電源も入れる。 

© テレビは本機の出力映像び表示されるよラにし 
ておをます。 

2 し AMP ]1 IJ モコンをアンプ操作モードにする。 


3 システムセットアップにする。 

テレビ画励こセットアップメ ニ ^-び表示され 




ます。 


r ， __I L- _ n 、己己 ， nv i i i 一、， 


-111111111 


©©©咳^ 
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RETURN 

ボタン 


RETURN ボタン 
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で決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 
「 Ex け」を選んで、ミ夫定するとシステムセットアッ 
プを終了します。 

[SurrBack System ] (一 £ J 34 J ) : 

サラウンドバックチヤンネルをノーマルサラ 
ウンド(目.1 ch または 7. 1 ch サラウンド)用で 
使用するか、それ • lU 外の用途で使用するかを 
設定します。 

[Auto Setting ] (一回画）： 

自動で音場補正を行います。詳しくは「ホーム 
シアター入門 step 2」 をご覧ください。 

[ Quick ] (■►固 H ) : 

サラウンドに関する最低限度の設定を簡単に 
行うことびできます。 

[ Normal ] (一因 U ) : 

サラウンド設定の基本となる3つの設定を手 
動で自由に設定することびでさます。 

[ Expert ] (一 EEl ) : 

音場補正の設定をよりさめ細かく設定するこ 
とびでさます。 


R 34ぺージ〜40ページに記載されているサラウンドの設定 
の各項目の手順に従って設定を行う。 

この場合、各項目の手順2へお進みください。 


メモ 


メモ 


システムセットアップの全ての項目は]つの項目を終了する 
と、自動的に次の項目び選択されます。 

RETURN ボタンを巧すと]つ前の手順に戻ることびでをます。 


本機にはに urround Setup 」 の他に 「THX CINEMA Setup」、「Input Assi 呂 n」、「Function Rename 」、 
「 PH 日 NCVLINE Setup 」 びありますので、必要に応じて設定を行ってくださし、詳しくは「システムセツトアツ 
プの設定項目一覧」（■►固固）をご覧ください。 



ly 下は 0 SD 画面(テレビ画面)です 


設定頃目の選択 


サラウンド設定 


お 












































































サラウンドの設定 


SurrBack System (サラウンドバックシステムの設定) 


ここではサラウンドバックチャンネルをどのように使用するかを設定します。設定は 「Normal System 」 と 
[Second Zone」、「Front Bi - AMP 」 の 3 つの中から選択します。サラウンドバックチャンネルをノーマルサラ 
ウンドシステム(反1 ch または 7. 1 ch サラウンド）として使用したいときは 「Normal System 」 を選択し、ス 
ピーカーシステム B としてメインの IJ スニングルームじ(外の場所で使用したいときは 「Second Zone 」 を選択 
します（「スピーカーシステム A / 巨の使いこなし」-►区画!）。また、フ□ントスピーカーを Bi - AMP として使用し 
たいときは 「Front Bi - AMP 」 を選択します（「スピーカーシステム A / B の使いこなし」- ► ESI )。 



▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
し、 ENTER ボタン 
でミ夫定します。 / 

が 


1〜4 


〇 


1〜4 



1 U 下は OSD 画面(テレビ画面)です 






ここか！5読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 


_ 

Tamp 1 



② SYSTEM SETUP 


1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 [SurrBack System ] を選んでミ夫定する。 

「Normal System 」 とに econd Zone」、「Front Bi - AMP 」 
の選択画面び表示されます。詳しい説明は上記をご覧くだ 
さい。 

3 [Normal System ] と [Second Zone]、[Front Bi - 
AMP ] のいずれかを選んで決定する。 

設定されたシステムび反転したまま忙 xit ] び自動で選択さ 
れます。 


4 [ Exit ] を決定する。 

サラウンドバックシステムの設定を終了します。 

次は [Auto setting ] 固匹！）、 [ Quick ] (一 区匹））、 

[ Normal ] (一因固）、 [ Expert ] (一 臣圓 ) の中から設定した 
い項目を選びます。 




























































Quick (簡単設定) 


サラウンドの設定 


r ホームシアター入門 step 2」（ 一固四〜固固 ） で才ートセットアップを行った場合は、ここでの設定は必要あり 
ません。才ートセットアップでは Quick (簡単設定)似上に細やかなサラウンド設定び自動で設定されます。 
Quick (簡単設定)を行うと才ートセットアップで設定された値は Quick (簡単設定)の値に変更されます。 

ここではサラウンドに関する最低限度の設定を行うことで、 IJ スニング環境を簡単に設定することびできます。 
まずは接続しているスピーカーを選択します。設定はフ□ントスピーカーとヴラウンドスピーカーび接続され 
ている前提となっているので、フ□ントスピーカーとサラウンドスピーカーは必ず接続してください。ルーム 
サイズの設定では Small 、 Medium 、 Large の中からご自分の部屋においサイズを選び、 U スニングポジショ 
ンの設定では Front 、 Center 、 Rear の中からご自分の U スニングポジションにおい設定を選びます。それらを 
設定することでスピーカーから聴こえる音のタイミングや大ささのズレなどを補正し、適切なサラウンド効果 
び得られるようなります。 

ここか！5読む場合は、リモコンのボタンを仪下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 


SIGNALS 比 帆 A BASS/TREBLE r + -l^ 

◎ ® {每 

VIDEOSEL HI-BIT +1 日 了 D 旧 C 

SEARCH MODE 


リ^ 

…— DISPMODE 

(^D t-lLJ 

BS7 Is 的 11 

画に向画 

CHANNEL- 

画 


▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
し、 ENTER ボタン 
でミ夫定します。 


① 



1〜4 


〇 



3 





い MP] 


(2) SYSTEM SETUP 

感 lEN 梦 


1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 の uick ] を選んでミ夫定する。 

簡単設定の設定画面になります。 


設定したい項目を選んでミ夫定し、その項目の設定内容を 
変更してミ夫定する。 

自動的に次の項目び選択されます。 

設定項目の種類と内容は I ソ下の通りです。 

Subwoofer : 

サブウーファーを接続しているときは[丫 ES ] を選択し、接続 
していないときは[ N 0]を選択します。 

Center SP : 

センタースピーカーを接続しているときは [ YES ] を選択し、 
接続していないときは [ NO ] を選択します。 

SurrBack SP : 

サラウンドバックスピーカーを接続しているときは[丫 ES ] を 
選択し、接続していないときは[ N 0]を選択します。 

Room siz 百： 

リスニングルームのサイズび、約3.已 mx 4.5 m の場合は 
Email ] を、約已.已 171 X 6 m の場合は [ Medium ] を、約7.已 
mxg m の場合は [ Large ] を選択します。 

Listening Position : 

U スニングポジションび、フ□ントスピーカーにおい場合は 
[ Front ] を、フ□ントスピーカーとサラウンドスピーカーの 
中間の場合は [ Center ] を、サラウンドスピーカーにおい場 
合は [ Rear ] を選択します。 


4 [ Exit ] を選んで決定する。 

簡単設定を終了します。 

次は [Auto setting ] (一 固四）、 [ Normal ] (一 固副） 
[ Expert ] (■►区画! ） の中から設定したい項目を選びます。 


サラウンド設定 


巧 




















































サラウンドの設定 


Normal (サラウンドの基本設定) 


r ホームシアター入門 step 2」（ 一固四〜固固 ） で才ートセットアップを行った場合は、ここでの設定は必要あり 
ません。才ートセットアップでは Normal (サラウンドの昼本設定)で設定する似上に細やかなサラウンド設定び 
自動で設定されます。 

ここでは、サラウンド設定の基本となるに peaker Setting (スピーカーシステムの設定)」、に hannel Level 
(スピーカー出カレベルの設定)」、に hannel Delay (スピーカーまでの距離の設定)」を手動で設定します。そ 
れぞれの詳細は「音場補正の設定項目の詳細と効果」（一直固）をご覧ください。 


SIGNAL SEL DNR BASS/TREBLE r + -1 

<^ p ) ^ p ) 

VIDEO SEL HI-BIT +10 し 旧じ 

SEARCH MODE 

SYSTEM SETI'^ ——〜 ^ GUIDE 
(tSviENy^ 
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に片 

CHANNEL- 、 

"… H r ■ il II ►►ril 


▲ ▼ボタンで項目 
の還択、変更を行 
い ENTER ボタン 
でミ夫定します。 / 

が 


ここか！5読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 


① 


1〜3 


〇 


1〜3 



似下は OSD 画面（テレビ画面)です 


system setup 


2. THX CINEMA Setup 

3. Input Assign 

4. Function Rename 

5. PHONO/LINE Setup 
Exit 


2 


1.Surround Setup 


SurrBack System ] 
Auto Setting ] 
Quick 


Expert 


o 


0 




[Channel Level ] 
[Channel Delay ] 
[Exit ] 


(r^i 


② SYSTEM SETUP 


2 


[1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

[ Normal ] を選んで決定する。 

サラウンドの基本設定のメニュー画面になります。 

「 Exit 」 を選んで、決定するとサラウンドの基本設定を終了し 
ます。 


G 

〇 

〇3 

〇 


[Speaker Setting ] 固！]): 

スピーカーの有り/無し、低域再生能力の大/ルを設定し 
ます。 

に hannel Level ] (一 EM |) : 

IJ スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベルを 
I 一定に合わせるように設定します。 

Channel Delay ] (一 区匹！）： 

IJ スニングポジションからスピーカーまでの 距離を設定 
します。 

38ページ〜40ページに i 己載されているサラウンドの基本 
設定の各項目の手順に従って設定を行う。 

この場合、各項目の手順3へお進みください。 
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サラウンドの設定 


この設定はソースに含まれる音声成分の全てを再生するために必要な基本設定です。 

• スピーカーの有り/無し、低域再生能力の大/ルの設定 

この設定をしないと音声成分の一部び欠落してしまう場合びありますので、お手持ちのスピーカーシステム 
や視聴環境などに合わせて正しく設定してください。サラウンドバックスピーカーは]本 （X ]) か2本 （ X 2) 
かち設定します。 

ヴブウーファー似外 

[ LARGE ] (大）：低音域を再生する十分な能力びある場合。 

[ SMALL ] (ル）：そのチャンネルの低音域をフ□ントまたはサブウーファーから出力する場合。 

[ N 0](無） :接続しない場合 （ N 日に設定されたチヤンネルの音声はほかのスピーカーから出力されます） 


サブウーファ- 

[丫閲馆) 
[ PLUS ] 


[ N 0]無） 


:ヴブウーファーを接続する場合。 

: LFE 成分とフ□ント•センター ch の低音域を、両方ともサブウーファーから出力する場合。 
ただし、アナ□グ入力では IJ スニングモードによってサブウーファー出力び無い場合ちあり 
ます。 

(フ□ントスピーカーび SMALL 設定の場合、この設定は選択できません。） 

:ヴブウーファーを接続しない場合 

(フ□ントスピーカーび SMALL 設定の場合、この設定は選択できません。） 


下の組み合わせび設定可能です。 


フ□ントスピーカー 

センタースピーカー 

サラウンドスピーカー 

サラウンドバックスピーカー 

サブウーファー 

SMALL 

SMALL / 

/NO 

SMALL 

SMALL / 

(X1，X2)/ NO 

YES 

全ての低域成分を 
再生する場合 

NO 

NO 

LARGE 

LARGE / / 

/SMALL / 

/ /NO 

LARGE 

LARGE 

(xl，x2)/ 

/^SMALL 

(X 1 ， X 2)/^0 

*YES / 

/PLUS / 

/ /no 

已 .Ich 収録の LFE 成分 
と、 SMALL 設定された 
チヤンネルの低域成分を 
再生する場合 

SMALL 

SMALL (X1，X2) /NO 

NO 

NO 


太字：工場出荷時の設定 


Speaker Setting (スヒーカーシステムの設定) 


サラウンド設定 
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サラウンドの設定 


SIGNAL SEL DNR BASS/TREBLE p + -J. 

VIDEO SEL HI-BIT +10^ — 了团 SC 

ifT^ 

SEARCH MODE 

が EN 若 A ク\令。 ME 嚷 



▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
い ENTER ボタン 
でミ夫定しまず。 , 

か 


ここか5読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 



② SYSTEM SETUP 


1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 




下は OSD 画面（テレビ画面)です 

3 


4 


5 


Speaker Setting 


踊 


► Front r 巧の MW 

Center [SMALL] 

Surround [SMALL] 

SurrBack [SMALLx2] 

Subwoofer [ YES ] 

[Exit] 


Normal 

[Channel Level ] 
[Channel Delay ] 
[Exit ] 


Speaker Setting 

[THX ] 

Front 

[SMALL] 

Center 

[SMALL] 

Surround 

[SMALL] 

SurrBack 

[SMALLX2] 

Subwoofer 

[Exit] 

[yes ] 


6 


8 


Speaker Setting 


[THX ] 

► Front 

rlW;M 山 

Center 

[SMALL] 

Surround 

[SMALL] 

SurrBack 

[SMALLX2] 

Subwoofer 

[Exit] 

[yes ] 


Speaker Setting 


LU^J 

[THX ] 

Front 

[LARGE] 

Center 

[SMALL] 

Surround 

[SMALL] 

SurrBack 

[SMALLX2] 

Subwoofer 

►[ 皿 ] 

[yes ] 


サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 [ Normal ] を選んで決定する。 

3 [Speaker Settin 呂]を選んでミ夫定する。 

スピーカーシステムの設定になります。 

4 設定方法を選んで決定する。 

[ Free ] :手動ですべてを設定します。この場合は手順己へ 
お進みください。 

[ THX ] : THX の推奨によりすベて small で設定されるの 
で、 SurrBack の接続した本数のみを設定します。この場 
合は手順目へお進みください。 

5 設定するスピーカーを選んでミ夫定ずる。 

手順4で [ THX ] を選んだ場合、 Sur 旧 ac 似外は選択できませ 
ん。 


6 手順日で選んだスピーカーを [ LARGE ] 、 [ SMALL ] 、 
[ YES ]、 [ N 0]、 [ PLUS ] のいずれかに設定し、決定す 
る。 

設定するスピーカーによって選べる内容び異なります。設定 
内容については前ページの説明をご覧ください。 


7 それぞれのスピーカーに手順日〜目を繰り返ず。 

R [ Ex け]を選んでミ夫定する。 

スピーカーシステムの設定を終了します。 

次ページの [Channel Level ] に進みます。この場合、39 

ページ手順3へお進み < ださい。 

メモ 

-サブウーファーを PLUS にした場合、サブウーファーの低域成 
分とフ□ントの低域成分の巧ち消しび発生し、十分な低音の効 
果び発揮されないことびあります。このよラな場合は、まずス 
ピーカーの設置場所や向さを変えてみて<ださい。それでち解 
消されない場合は実際に音を出しなびらサブウーファーを丫 ES 
にしたり、フ□ントスピーカーをル ( SMALL ) にしてみて比較 
し、最適な設定にしてください。 
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サラウンドの設定 




Manual 
の場合 


8 


Manual 
の場合 


メモ 


IJ モコンまたは本体で調整するとさは、 

IJ モコンの EFFECT/CH SEL ボタンまた 
は本体 EFFECT/CH LEVEL の SELECT 
ボタンで調整するスピーカーを選び、 
+/- ボタンで調整します。 


することびでさます。 

[ Manual ] の 場合：手順己で選んだスピーカーのチヤンネル 
レベルを ▲ ▼ボタンで調整し、 ENTER ボタンで決定する。 

順7へお進みください。 

[ Auto ] の 場合：自動で選択されたスピーカーのチヤンネル 
レベルを順次 ▲ ▼ ボタンで調整する。全てのチヤンネルレ 
ベ J レを調整したら手順8へお進みください。 

〜ごミ主意〜 

サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため実 
際のレベルよりちルさく聞こえる場合びあります。 

7 それぞれのチヤンネルに手順日〜目を繰り返し、全ての 
チヤンネルレベルを調整した！5 [ Exit ] を選びます。 

8 ENTER ボタンを巧して [ Exit ] をミ夫定する。 

スピーカー出カレべ J レの設定を終了します。 

次ぺージの ！ ■Channel Delay 」 に進みます。この場合、4日 39 
ページ手順3へ進みます。 


IJ スニングポジション爛聴位置)での各チャンネルの音量レベルび一定に揃うように調整します。実際に出力さ 
れるテスト I -ーンを耳で確かめなびら手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。音圧計をお持ちの場合 
は、音圧レベルを C ウェイト/ス□-モードで7已服 SPL に調整してください。 



因 Ql 3 B 

的 7 Is 防 11 

画に哲画 

CHANNEL- 、 

It ■ ■•ii 


▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
し、 ENTER ボタン 
でミ夫定します。 


1〜8 


〇 


'8 







Q a 

□ am 

0 


’r 

n 

I 

」 I 


O I O Ol O O O O O I 

暴で をう To o i 
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似下は OSD 画面(テレビ画面)です 


3 


4 




[Speaker Setting ] 
► [ ] 
[Channel Delay ] 


Channel Level 
Test 


► rk^iklillkfll 

[Auto] 

[Exit] 


Channel Level 


ここか！ 5 読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 

(1 ) ( f 2) SYSTEM SETUP 


AMP l| 


2 

3 

4 


[1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

[ Normal ] を選んで決定する。 

に hannel Level ] を選んで決定ずる。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 

設定方法を選んでミ夫定する。 

[ Manual ] :テスト!-ーンを再生するスピーカーを手動で切 
り換えて調整します。この場合は手順己へお進みください。 
[ Auto ] :テスト!ンを再生するスピーカーび自動で切り 
換わります。この場合は手順6へお進みください。 

〜ごミ主意〜 

テストトーンは大きな音で再生されます 。 MASTER VOLUME 
は自動的に0犯になり、数秒後にテストトーンが再生されまず。 


5 調整するスピーカーを選んでミ夫定する。 

6 チヤンネルレベルを調整する。 

-1 日 d 巨から+ ] 日 d 巨の範囲内において0.已 dB 間隔で調整 


Channel Level (スヒーカー出カレベルの設定) 


サラウンド設定 


55055000 
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サラウンドの設定 


IJ スニングポジション（視聴位置）からスピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの再生に 
ディレイタイムび付加され、 IJ スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることびでさます。マニユア 
ルで設定する場合は、それぞれのスピーカーから視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。本機 
は、指定された距離から自動的にディレイタイムを算出します。 

ここか！5読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 


▲ ▼ボタンで項目 
の還択、変更を行 
い ENTER ボタン 
でミ夫定します。 / 

が 


1 


〇 


1 


① 


[amp ) 


(2) SYSTEM SETUP 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Normal ] を選んで決定する。 

3 に hannel Delay ] を選んで決定する。 

スピーカーまでの 距離の設定になります。 


4 設定するスピーカーを選んで決定する。 


3 


4 


5 


5 手順4で選んだスピーカーまでの距離を設定し、決定 
する。 

日.1 m から 9 m の範囲内において日.1 m 間隔で設定できます。 

6 それぞれのスピーカーに手順 4 〜日を繰り返す。 

/ [ Exit ] を選んで決定する。 

スピーカーまでの距離の設定を終了します。 

8 SYSTEM SETUP ボタンを巧してシステム 

セットアップを終了する。 


本機び通常操作に戻ります。 


斗^ 乂モ 


サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、設置および 
設定を IJ スニングポジションから等距離にしますと、 THX モー 
ドの効果び最大限に発揮されます。 
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SIGNAL SEL DNR BASS/TREBLE p + 4 

猶® {慰 

VIDEO SEL HI-BIT +10 し一 ^ □ 旧 C 

SEARCH MODE 

斬 EN 若 A ク \ 於 ME 嚷 


口の H DISP MODE 

巧 qlj a 

BS7 ilg 的 11 

画に灼画 

CHANNEL- 、 

"… H r ■ 1 II ►►ril 


似下は OSD 画面（テレビ画面)です 



Channel Delay (スピーカーまでの距離の設定) 
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■操作を行う前には必ず本機の主電源ボタンを OINK —) にしてくださし、。 


基本操作 


基本再生 



再生する機器の電源を入れる。 


2 


3 


AMP 

© 

(^NPU^ 


4 


5 


SmB 溫 


本機の電源を入れる。 


再生する機器を選ぶ。 

ボタンを}甲すたびに(本体の場合は 、 MULTI J 日 G をもに 
回すと)入力び順次切り換わります。リモコンの他機器操 
作ボタンで直接選択することをでさます。 

入力信号設定は AUT 日に設定されています。 
必要に応じて入力信号の種類を選びます。 
「 ANALOG / DIGITAL 信号の切り換え」（一 EE 1) 

再生したいチャンネル数を選ぶ。 

詳しくは「サラウンドバックチャンネルの日 N / 
AUT 日/日 FF 」 （一区四 ） をご覧ください。 


[[movie || [ 技 IUSI 司 ] 
i MODE 


SURROUND 


2 


皿 OFF _ ON ポタン 
(を電源） 


^ 置 


5 


お晶削）岐: 


□ □ £ 



為 


[〇 〇1思 も^〇 〇 〇 6 〇 0-0 0 

寒!晋。"6。6 •圓較變 


□ □ 

〇 


□ 


3 5-6 4 8 

メモ 


前面の入力端テに接続した機器を選択する 
には入力を 「 VIDEO 」 にします。 

本機は、ドルビーデジタル、 DTS、PCM 
(サンプ U ング周波数 fs : 32 kHz 、 
44.1 kHz 、48 kHz 、88.2 kHz おぶび 
96 kHz )、 MPEG -2 AAC のデジタル信号 
に対応しています。これ!;^外のデジタル 
信号は再生でさないことびありますの 
で、その場合はアナ□グ接続して 
ANALOG を選択してくださし、詳しくは 
「 ANALOG / DIGITAL 信号の切り換え」 

(- ► [2 固）をご覧ください。 



好みのリスニングモードのタイ 
プを選ぶ。 

「 MOVIE 」、「 MUS に」、 

「 STERE 日 / D 旧 ECT 」 の中から選 
びます。 

ディスプレイに各タイプの名称 
び表示されます。 

手順日で選んだサラウンドモー 
ドの種類を和- ► ボタンで選ん 
で BNTTm ボタンでミ夫定する。 

再生しているソースや選択された 
チヤンネル数などに応じて更にモー 
ドび選択できます。 

和ーボタンを}甲すたびに(本体の場合 
は、 MULTI J 日 G を回すと）リスニング 
モードの種類び順次切り換わります。 
ディスプレイの下段にモードの名称 
び表示されます。 

詳しくは nj スニングモードの種類 
と効果」(■►直匹! ） をご覧ください。 


/ 手順1の再生機器の再生を開始ずる。 
8 音量を調節する。 


サラウンド設定基本操作 











































































































































甚本操作 


音量について 



音量レベル表示 

- dB -60 —40 -20 OdB +12 dB 

I - 1 - 1 - 1 - 1 - 1 

1 迫力ある音量で映画などを楽しむとき 
-リラックスした雰囲気で音楽を聴くとき 
T ル音量できくとき 


96 kHz /24 ビットフォーマットディスクの巧生について 

本機では 、 DTS 9目/24や PCM 9 目 kHz (24 ビット/2日ビット/]目ビット）フォーマットのソフトを高音 
質(すべて9目 kHz で処理)で再生することびでさます。 

DTS 9目/24己. Ich ソフト： U スニングモードは STERE 日/ DIRECT モード夕+のとさは DTS 96 kHz 
と表示され、切り換えることはできません(マルチチャンネル出力）。 STERE 日 / D 旧 ECT モードのとさ 
は 96 kHz STEREO と 96 kHz DIRECT わく切0換わ0、 2 ch 再生を寺5し^ます。 

96 kHz 2 ch ソフト （ DTS または PCM ) : STEREO モードを選択して<ださし、 

• DTS 9目/24フォーマットはお手持ちの DVD プレーヤーび9目 kHz デジタル出力に対応していなくて 
も、 DTS 対応であれば本機を通して再生することびでさます。詳しくは、 DVD プレーヤーの取扱説 
明書をご覧ください。 


ANALOG / D の rrAL 信号の切り換え 


再生するソフトや使用するスピー 
カーによって多少違いますび、表示 
と音量はおおよそち図のよラになり 
ます。 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびでさます。 



2 


1 fAMP ^ リモコンをアンプ操作モードにする。 

2 SIGNAL SEL 再生したい入力信号を選択する。 

SIGNAL SELECT ボタンを押すたびに、_1^(下 
のように切り換わります。 

-» AUTO -» ANALOG - 

- DORF «- DIGITAL «- 

AUTO にしたときは、 □□ RF 一 DIGITAL 一 ANALOG の 



每 

g 

[〇 〇 | ち 
曇 ^ 5 

0000000 0-00 

〇 

に 

〇ろ圓 (mm mm) 

r - 

- ZJ 




2 


メモ 

. すべてのデジタル入力端テびいずれを割り当てら 
れていない機器については、 SIGNAL SELECT 
は、 ANALOG に固定されています。 

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グオー 
デイオのみ収録されている L D の音声はデジタル 
出力からは出力されません。このよラな音声を再 
生するには必ず ANALOG を選択してください。 


優先順位で自動的に入力信号を選択します。（□口 RF は 
□□ RF 端テび割り当てられている入カフアンクシヨン 
を選んでいるとさのみ選択することびでさます） 


• SIGNAL SELECT ボタンで ANALOG を選択した状態で DTS 
対応の LD を再生すると、 DTS の原信号びそのまま再生され 
るため、ノイズび発生します。入力信号は必ず、 D に ITAL を 
選択してください。 

.DVD プレーヤーの機種によっては、再生できるデジタル信号 
に制限びあります (DTS 信号を出力しないなど)。詳しくは、 
お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 
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基本操作 


リスニングモードの選択 




1-2 呵。 

卜 隅] 

目 □ 




好みのリスニング モー ドのタイ 
プを選ぶ。 

SURROUND 「 MOVIE」、「MUS に」、 

「 STEREO / D 旧 ECT 」 の中から選 

1 

f( movie]] [[music]] 

(OFl 酸 


|巧晶削 1] If^ 

びます。 



ディスプレイに各タイプの名称 
び表示されます。 

2 


手順 1 で選んだサラウンド モー 
ドの種類を◄■ー ボタンで選ん 

阿） 


I MODE 




SURROUND 




で ENTER ボタンで決定する。 

再生しているソースや選択された 
チヤンネル数などに応じて更にモー 
ドび選択できます。 

和ーボタンを}甲すたびに(本体の場合 
は 、 MULTI J 日 G を回すと）リスニング 
モードの種類び順次切り換わります。 
ディスプレイの下段にモードの名称 


び表示されます。 

詳しくは nj スニングモードの種類 
と効果」(■►回国 ） をご覧ください。 
























































































甚本操作 


サラウンドパックチヤンネルモード 


本機ではサラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバックスピーカーから音を出す 
(目.] ch または 7.1 ch 再生)か出さない（己] ch 再生)かを設定することびできます。また、サラウンドバックス 
ピーカーを接続していないときでも、サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り 
出すか出さないかを設定することもできます(バーチャルサラウンドバックモード)。 


サラウンドバックチヤンネルの ON/AUTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーを日 N 、 AUTO . 日 FF のいずれかに設定します。設定内容はの通りです。 

• ON : IJ スニングモードでサラウンドモードび選択されているとさは最大7.] ch での再生を行います。 

.AUTO :日 N と同様ですび、目. Ich 再生検出信号を含んだソースや IJ スニングモードによってサラウンドバッ 
クチヤンネルび日 N / OFF します。 

• OFF :最大己] ch での再生を行います。（サラウンドバックスピーカーから音は出ません） 



サラウンドバックチヤンネルを ON 、 AUTO 、 
^ OFF のいずれかにする。 


メモ 


SB CH MODE ボタンを押すたびに、日 N と 
AUT 日と日 FF び切り換わります。 


〇 

「 〇 〇1〇 〇 

00000 0-00 

〇 


# 0 0 0 0 

6み圓(^ <§)(§) #) 





に 




-i 


1 


サラウンドノくックチャンネ>1レ数を設定した後で「スピーカーシステ 
ムの設定」（一 II 匹） ） を変更すると、サラウンドバックチャンネル 
数び自動で切り換わることびありますのでご確認ください。 
サラウンドノ くックチャンみレ数は入カフアンクシヨンごとに設定さ 
れます。 

マルチチャンネル入カモードまたはステレオモードを選んでいるとさは 
切り換えびでさません。 


パーチヤルサラウンドバックモードの ON/AUTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーを接続していないときに、サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャ 
ンネル音声を創り出すモードです。日 N 、 AUTO . 日 FF のいずれかに設定します。設定内容は1^^(下の通りです。 
バーチャルサラウンドバックモードび日 N のときはディスプレイに IJ スニングモード + VSB び表示されます。 

• ON : IJ スニングモードで THX CINEMA じ(外のサラウンドモードび選択されているときは日 N になり、ヴ 
ラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出します。ただし、ステレ 
才信号を入力しているときは Neo : 目 CINEMA / MUS にまたはパイオニアオ IJ ジナルサラウンドモー 
ドのとさのみ日 N となります。 

.AUTO :日 N と同様ですび、目. Ich 再生検出信号を含んだソースや IJ スニングモードによってバーチャルサラ 
ウンドバックモードび日 N / 日 FF します。 

. OFF :サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチヤンネル音声は出ません。 



1 pm バーチャルサラウンドバックモードを ON 、 
AUTO 、 OFF のいずれかにする。 

SB CH MODE ボタンを巧すたびに、日 N と 
AUT 日と日 FF び切り換わります。 

メモ 

• バーチャルサラウンドバックモードは入カフアンクシヨンごとに設 
定されます。 

. マルチチャンネル入カモードまたはステレオモードを選んでいるとさは 
切り換えびでさません。 






































































リスニングモードの種類と効果 


基本操作 


本機の IJ スニングモードは 「 MOVIE 」、「 MUS に」、 「 STERE 日」の3つのタイプに分かれています。モードの切 
換方法については、 「 IJ スニングモードの選択」、「サラウンドバックチャンネルモード」をご覧ください。 
本書では特にを記の無い限り、「目.]再生検出信号」の記録されたソースも、己 Ich ソースとして扱います。 
スピーカーの設定によってはサブウーファーから音び出ないことや音びルさいことびあります。詳しくは「ス 
ピーカーシステムの設定」（一 II 匹！ ） をご覧ください。 


MOVIE モード（サラウンド) 


MOVIE モードには大きく分けて2つのモードびあります。 ] つは 「THX CINEMA」、「EXlPRO LOGIC II 
MOVIE」、「□□PRO LOGIC 」、 rNeo :6 CINEMA 」 の 4 つで、ドルビーデジタル己] ch などのマルチチヤンネル 
信号を忠実にデコードをするモードです。 2 ch ソースはマト IJ クス•サラウンド•デコードを行います。もう] 
つは上記4つのモードじ(外のモードで目つの中からお好さなモードを選択することびでさます。これら目つはパ 
イオニアオ IJ ジナルサラウンドモードで、映画音声の再生に最適なサラウンド処理を行ラモードです。忠実なデ 
コード (2 ch ソースはマト IJ クス-サラウンド-デコード)処理の後才 IJ ジナルの処理を加えます。に ch ソース 
入力時は、各モードに最適なサラウンド化ち式び自動的に割り当てられます)各モードの技術詳細は「技術資料」 
(一臣國〜回国! ） をご覧ください。 


THXCINEMA 

あらゆる映画ソフトの再生に適します。 THX 独自技術により映画館の音響にお似した音場び得られ 
ます。 

□□PL II MOVIE (□□PRO LOGIC II MOVIE )* 

己. Ich 化します。映画再生に適したモードで、特にドルビーサラウンド•エンコード作品をこのモー 
ドで視聴するとより効果的です。サラウンドに h へのダイア□ーグの漏れ込み（ク□ス I -ーク）び少 
なく、ドルビーデジタル己1に迫るセ パレーショ ンや移動 感 などび得られます。 m 

□□PRO LOGIC * 囊 

4 .Ich 化します。ビデオテープや TV 放送など、ソースのクオ IJ ティを問わずご使用いただけます。 作 

Neo : 目 CINEMA * 

目. Ich 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch ソースを目. Ich ソースと同じような雰囲気でお楽 
しみいただけます。これはセノくレーション特性を重視したデコードによるちのです。 

* ドルビーデジタル己] ch などのデジタルマルチチャンネル信号を入力しているとさは、ソフトに忠 
実なデコードを行い、ディスプレイにはデコード名称び表示されますので 、 naPRO LOGIC II 
MOVIE、anPRO LOGIC . Neo :6 CINEMA の 3 つのモードを選択することはできません。 

ACTION 

包み込むような空間での反射音を再現します。大さい音びしっかり定位し、躍動感、スピード感び 
楽しめます。アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力び、包み込むように再現され、映画の迫 
力や臨場感を、あますところなく楽しんでいただけます。アクション系の映画の再生に効果的で 
す。 （2 ch ソースのサラウンド化のデコードち式： Neo : 目 CINEMA ) 

SCI-FI ( Sci 飢 ce Fiction ) 

広い空間に音び抜けていくイメージです。セ IJ フと効果音の分離び良いため、 S 円央画などの SE (特 
殊効果音)の多いソースに効果的です。 （2 ch ソースのサラウンド化のデコード方式 ： nDPRO 
LOGIC II MOVIE ) 
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甚本操作 

DRAMA 

サラウンドスピーカーからの音び一体となって、 ] つの大さなスピーカーのように響くイメージ 
で、落ち着いた雰囲気で映画を楽しんでいただけます。幅広い範囲でサラウンド効果び楽しめ、直 
接音もしっかりと響きます。ス I -一 IJ 一性重視の映画の再生に効果的です。に ch ソースのヴラウ 

ンド化のデコードち式 ： anPRO LOGIC II MOVIE ) 

MUSICAL 

ミュージカルなどの音楽系ソースを再生しているとさのサラウンド感や、コンヴートホールのホー 
ル感を再現します。広い空間で音に包み込まれるような響さび特徴です。 （2 ch ソースのサラウンド 
化のデコード方式： Neo : 目 MUSIC ) 


MONOFILM 

ちい映画やモノラル信号のテレビ放送ち含め、すべてのソースに適したマルチチャンネルサラウン 
ドモードです。に ch ソースのサラウンド化のデコード方式 ： naPRO LOGIC ) 

X-D THEATER (X はサラウンドバックチャンネルモードに合わせて己または 7 と表示されます） 

2 ch で収録された音声を、已 ch または 7 ch のサラウンド効果で再生でさます。ドルビーサラウンド 
ソフト再生時は特に効果的です。 （2 ch ソースのサラウンド化のデコードち式 ： □□PRO LOG に） 


MUSIC モード（サラウンド) 


MUS にモードには大きく分けて2つのモードびあります。 ] つは 「[XlPRO LOGIC II MUSIC 」、 rNeo :6 
MUSIC 」 の 2 つで、ドルビーデジタル己] ch などのマルチチャンネル信号を忠実にデコードをするモードです。 
2 ch ソースはマト IJ クス.サラウンド.デコードを行います。もう]つは上記2つのモードじ(外のモードで目つ 
の中からお好さなモードを選択することびでさます。これら目つはパイオニアオ IJ ジナルサラウンドモード 
で、あらゆる音楽ソースの再生に適した才 IJ ジナルのサラウンドモードです。 • lU 下 S つの中からお好きなモード 
を選択することびでさます。忠実なデコード (2 ch ソースはマト IJ クス-サラウンド-デコード)処理の後才 IJ 
ジナルの処理を加えます。に ch ソース入力時は、各モードに最適なサラウンド化ち式び自動的に割り当てられ 
ます。 ） 各モードの技術詳細は「技術資料」（一臣國〜区固 ） をご覧ください。 


□□PL II MUSIC (naPRO LOGIC II MUSIC )* 

己. Ich 化します。映画再生に適したモードで、特にドルビーサラウンド•エンコード作品をこのモー 
ドで視聴するとより効果的です。サラウンドに h へのダイア□ーグの漏れ込み（ク□ス I -ーク）び少 
なく、ドルビーデジタル己1に迫るセパレーシヨンや移動感などび得られます。 


Neo : 目 MUSIC * 

目. Ich 化します。フ□ントからは原音をそのまま再生するため音質の変化び無く、音楽再生に適した 
モードといえます。また、センターとサラウンド、サラウンドバック C h から出力される音声び音場 
にナチュラルなおびり感を加えます。 

* ドルビーデジタル己] ch などのマルチチャンネル信号を入力しているとさは、ソフトに忠実なデ 
コードを行い、ディスプレイにはデコード名称び表示されますので 、 anPRO LOGIC II MOVIE 、 
□□PRO LOGIC 、 Neo :6 CINEMA の 3 つのモードを選択することはできません。 
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基本操作 


CLASSICAL 

大型のコンサートホールをシミュレートしています。クラシック系の音楽に適しています。反射音 
の遅延時間帯び長く、さらに残響音を加えることでコンサートホール特有の美しい響さと、オーケ 
ストラの迫力び楽しめます。 （2 ch ソースのサラウンド化のデコードち式：なし。 DSP 処理でサラ 
ウンド化します。） 

CHAMBER 

石（コンク IJ ート製）のコンサートホールをシミュレートしています。残響音豊かな本格的コンヴー 
トホールの響きを楽しむことびできます。クラシック音楽などで自然な広がりを感じていただけま 
す。に ch ソースのサラウンド化のデコードち式：なし。 DSP 処理でサラウンド化します。） 

JAZZ 

一般的なジャズクラブをシミュレートしています。音の響さび強くなるのび特徴です。反射音のほ 
とんどび10日下で、目の前で演奏しているような迫力と定位感を楽しめます。に ch ソースの 
サラウンド化のデコード方式： Neo : 目 CINEMA ) 

ROCK 

中規模コンサートホールをシミュレートしています。楽器の分離感と臨場感びあり、重低音に迫力 
のあるサラウンドを楽しめます。に ch ソースのサラウンド化のデコード方式： [XlPRO LOGIC II 
MUSIC ) 

DANCE 

フ□アの床面び正方形をしているクラブをシミュレートしています。音の響さび強いのび特徴で 
す。反射音の遅延時間はほとんどび已日の5_1^(下で、迫力ある DANCE MUS にび楽しめます。にか 
ソースのサラウンド化のデコードち式： [XlPRO LOGIC II MUSIC ) 


基 


STEREO (ステレオ）モード 


左ちのフ□ントスピーカーからステレオ音声に ch ) で再生するモードです。 

ドルビーデジタルや DTS などのマルチチャンネルソースは 2 ch にダウンミックスして再生します。 

• STEREO 

音場補正 (Surround Setup ) での各設定を反映し、「便利な音声再生用機能」（一固固 ） の効果を加えてステレ 
才再生することびでさます。 

• DIRECT 

2 ch ソースを原音に忠実な高品位ステレオ再生します。「スピーカーシステムの設定」（■►回 U ) における設定 
は反映されます。 

ただし、サブウーファーび PLUS 設定でもアナ□グ入力の場合はサブウーファー出力はありません。 

メモ 

•「 D 旧 ECT 」 を選択しているときに、「アコースティックキャ IJ ブレーシヨン EQ 」 （■►直直！）や「便利な音声再 
生用機能」（■►固到）を日 N にすると、自動的にに TERE 0」 に切り換わります。 


X-CH STEREO ( X は再生モードに合わせて己または7と表示されます） 

標準のステレオに ch ) 音声を加工することなく、己本または7本のスピーカーにて再生しますのでお 
部屋のどの場所にいてもステレオ感をお楽しみいただけます。 （2 ch ソースのサラウンド化のデコー 
ドち式：なし。ステレオ音声のまま最大7本のスピーカーにて再生します。） 
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2 [[ AMP ]] リモコンをアンプ操作モードにする。 


3 EFFp^ELL エフェクトレベルの設定にする。 

C ：4^ ディスプレイにに FFECT 」 び表示されるま 

で EFFECT / CHSEL ボタンを数回押してくだ 
さい。 


SOURCE TV SYSTEM AMP 

© © © © 


■DVD/LDI IW/SATl fWl ||VC 0 NT|] 

MULTI CONTROL f 

fvCR2l F 51011 rSn IKB I 
fru^lfAMPr 


团 MMEA LOUDNESS TONE E 柄打 / CH S 扎 

論感暫^^ 

SIGNAL SEL DMA BASS^BL ふ十 - 1 、 

◎ ® ゆ 

VIDEO SEL H 曲 T +11 DIS 

獲®⑩⑩卜 

0 DIRECT ACCElI SEARCH MODP^ 
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メモ 


エフェクトレべルの効果を調整する。 

エフェクトレベルは]日〜9日の範囲で調整する 
ことびでさます。 ] 日び最ち効果び弱く、9日び 
最ち効果を強くします。]日ステップで調整し 
ます。 


工場出荷時の設定は已日に設定されています。 

本体でエフェクトレべルを調整する場合は、フ□ントパネルの 
EFFECT/CH LEVEL の SELECT ボタンを何度か押してディスプ 
レイに「 EFFECT 」 を表示させ、 +/- ボタンを押して調整します。 


1 効果を調整したいリスニングモードを選択する。 

(一剛卿） 


甚本操作 


リスニングモードの効果を調整する 


MOVIE または M U S I C モードのエフェクト効果を調整します。調整できる IJ スニングモードは M 日 V I E び 
「 ACTION 」、 rSCI - FI 」、「 DRAMA 」、「 MUS に AL 」、「 MON 日 FILM 」、「 X-D THEATER 」 の目つです。 MUS に 
では 「 CLASS に AL 」、「 CHAMBER 」、「 JAZZ 」、「 ROCK 」、「 DANCE 」 の已つを調整することびできます。 


■IBS 
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基本操作 


© 0 © © 
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2 [ AMP ] リモコンをアンプ操作モードにする。 


3 EFFECJ/CHSELL 「CENTER WIDTH 」、「 DIMENSION 」、 
「 PANORAMA 」 の中か! 5 加えたい音響効 
果を選ぶ。 

ディスプレイに設定したい音響効果び表示 
されるまで EFFECT/CH SEL ボタンを数回を p 
押して < ださい。 

それぞれの音響効果の詳しい説明は上記を 
参照。 


基 

本 

操 


4 +d 音響効果を調整する。 

Cjb ^ それぞれの音響効果の詳しい調整値は上記を参 

■ 」 日召_ 



1 aaPRO LOGIC II MUSIC モードを選択する。 

(一 E2H 〜 EE1) 


□□PRO LOGIC II MUS にモードに音響効果を加え、調整する 


□□PRO LOGIC II MUS にモードには3つの音響効果を加え、その効果を調整することびでさます。それぞれの 
説明は ■ lU 下の通りです。 

CENTER WIDTH :センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーに振り分けて出力することで、音 
色の不一致を緩和させることび可能になり、音楽再生により適した音場を創り出すことびでさます。効果は日 
〜7の範囲で調整することびでさます。日びセンタースピーカーからのみの出力で、7はセンターチヤンネルの 
音声 すべてを 左ち のフ□ン トスピーカーに振り分けます。工場出荷時は3に設定されています。 

DIMENSION : IJ スニングポジションから前方の音場を強くするか、後方の音場を強くするかを調整すること 
で、おびりのある音場を創り出すことびでさます。一3から+ 3の範囲で調整することびでさます。一3は IJ ス 
ニングポジションから前方の音場び強くなり、+3は IJ スニングポジションから後方の音場び強くなります。 
工場出荷時は日に設定されています。 

PANORAMA :前方の音場を左ちに大さく回り込ませ、サラウンド ch に繫げるよラなサラウンド効果を加え 
ます。正確な定位よりち雰囲気を楽しむための機能です。オンまたはオフの設定で、工場出荷時はオフに設定 
されています。 


^^メモ 

• 本体で [XIPR 日 LOGIC II MUS にモードに音響効果を加える場 
合は、フ□ントパネルの EFFECT/CH LEVEL の SELECT ボタン 
を何度か押してディスプレイに 「CENTER WIDTH 」、 
「 DIMENSION 」、「 PAN 日 RAMA 」 のいずれかを表示させ、 +/— 
ボタンを押して調整します。 
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甚本操作 


ン EQ の ON/OFF 


「オートサラウンドセットアップ」で設定した「視聴環境の周波数特性の補正」（一直固 ） での設定を日 N / OFF し 
ます。自動設定を行っても、じ(下の設定び日 FF になっていると、アコースティックキャ IJ ブレーシヨン EQ の効 
果は発揮されません（自動設定後は自動的に 「ALL CH AD 」 UST 」 で日 N になります)。設定の日 N には 「ALL CH 
ADJUST 」 と 「 FR 日 NT ALIGN 」、「 CUSTOM ]」、「 GUST 日 M 2」 の 4 つのモードわくあります。言羊糸田は_1^(下の通 
0です。 


ALL CH ADJUST :部屋の特性を含めて、サブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性をフラッ 
卜に補正します。全てのチャンネル間の再生音のつなびりび良くなり、サラウンドなどの音場のバランスび改 
善されるため、ワンランク上の臨場感、迫力をお楽しみ頂けます。 

FRONT ALIGN :フ□ント左/ち ( L / R ) とサブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性を、フ□ント 
ch の特性に合わせます。フ□ント ch についてはスピーカー本来の性能をそのまま弓悟出し、他のチャンネルはフ 
□ント ch の特性に合わせることで、チャンネル間のつなびりと音場のバランスを改善します。 

CUSTOM ! :「オートサラウンドセットアップ」で設定した「視聴環境の周波数特性の補正」の設定値をコピー 
(保を)することびでさます。更に CUST 日 M にコピーされた設定値は手動で微調整することもでさます。 


CUST 0 M 2 : CUST 日 M ] と同様です。 




アコースティックキヤリブレーシヨン EQ を 
ON にする。 

ボタンを押すたびにアコースティックキヤリブ 
レーシヨン EQ びじ(下のように切り換わります。 

I —» ALL CH ADJUST 一 FRONT ALIGN —i 
I — OFF ^ CUSTOM 2 ^ CUSTOM 1 」 

ALL CH ADJUST または FRONT ALIGN 、 
CUSTOM ]、 CUST 0 M 2 のときは日 N となり 
MCACC インジケーターび点灯します。 

• アコースティックキヤ IJ ブレーシヨン EQ の日 N / 日 FF は全ての 
ファンクシヨンに共通で切り換わります。 

• MULTI CH IN モードでは、使用できません。 

• STEREO D 旧 ECT モード(一固至! ） を選択しているときにア 
コースティックキヤ IJ ブレーシヨン EQ を日 N にすると、 

D 旧 ECT モードは自動的に解除されます。 

• 工場出荷時は日 FF に設定されていますび、「オートサラウンド 
セツトアップ」を行うと ALL CH ADJUST で自動的に日 N になり 
ます。 


(Tacoustk^ 

I し CAL 」 


メモ 


MCACC(Multi Channel ACoustic Calibration system ) とは 

パイオニアのアンプとしての設計思想であるマルチチヤンネルステレオフォニック思想（一固回 ） を深化 
させる上で、実際の制作現場の技術者へのヒア IJ ングを国内外問わず、徹底的に行ってさました。その 
中から、特に映画制作のスタンダードを確立したルーカスフィルム社と、音楽レコーディング業界の最 
高峰エアースタジオ社（□ンドン）の技術陣営との対話から、特にこれまで現実び困難であったアコース 
ティックな環境補正を行うために、「一般家庭でち簡単かつ高精度にスタジオと同等の調整を行えるこ 
と」を目標として、当社研究所で4年の歳月をかけて開発したのび 、 MCACCCMulti Channel ACoustic 
Calibration system ) です。この機能により、本機ではスタジオ環境にお似した高精度な音場の自動解 
析処理と最適補正を可能としました。 
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便利な音声再生。機能 


基本操作 


STERE 日 / D 旧 ECT モード （ 固至！ ） のときに、これらの機能を日 N にすると、 D 旧 ECT モードは自動的に解除さ 
れます。 


デジタルノイズリダクション機能（ノイズの低減) 


DIGITAL NR を日 N にすると、カセットテープやビデオテープなど、雑音び多く含まれるソフトのノイズを低減 
することびでさます。 



2 



2 


1 j ^ AMPIj リモコンをアンプ操作モードにする。 

DIGITAL NR を ON にする。 

ボタンを押すたび 、 DIGITAL NR び日 N または 
日 FF に切り換わります。 

日 N にすると DNR インジケーターび点打します。 

• 下の場合は 、 DIGITAL NR を日 N にしてもノイズび十分に低減 
されないことびあります。 

-突然のノイズ 
-極端に大さいノイズ 
-高い周波数成分を非常に多く含む信号 
-ちとちとノイズの少ない録音状態の良い信号 
• 各音源に対し、 D に ITALNR は!;(下のような改善効果びあります。 


ステレオ再生時 

-アナ□グ入力時 .] 日〜 18 CIB 

-デジタル入力 .] 日〜]已 dB 

- AM / FM チューナー .] 日〜]已 dB 


MOVIE または MUS にモードで再生時 



メモ 


6〜] 〇服 


.THX CINEMA、MULTI CH IN モード、9目 kHz 信号再生時では 
使用できません。 


こッドナイトリスニング機能（か音量での快適なサラウンド再生) 


音量をルさくすると、サラウンド効果び弱くなったり、微小な音やセ IJ フなどび聴さとりにくくなることびあ 
ります。ミッドナイト IJ スニング機能は、ボ IJ ユームレべルやソースに応じて様々な補正を行いますのでル音 
量でも全体のバランスび良い状態で映画などをお楽しみいただけます。 




〇 

[〇 010 0 0 

0000 6-0 〇 

〇 

广 

0 0 0 0 0 0 

を圓 (©###) 

f - 

- 1 




1ミッドナイトリスニング機能を ON にする。 

护团旧叫! ボタンを押すたびに、ミッドナイト IJ スニング 
機能び日 N または日 FF に切り換わります。 

日 N にすると MIDNIGHT インジケーターび点打し 
ます。 

メモ 

• この機能は音量び一2日 dB よりル音量のとさに効果びあり、音 
量に合せてサラウンド効果ち自動調整されます。 

• THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用できません。 

. ラウドネス機能との併用はできません。 



51 




















































































甚本操作 
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ラウドネス機能（か音量時の高低音域の補正) 


ラウドネス機能はボ IJ ユームレべルに応じて、低音域、高音域のレベルを適正値に補正します。 



2 



Lo 〇 ] 〇 " 〇 " 〇 0^ 0 0 0 0-0 〇 


0 0 0 0 0 0 




圓参 (§) 獲#)) 


1 リモコンをアンプ操作モードにする。 


2 loudness ラウドネス機能を on にする。 

ボタンを押すたびに、ラウドネス機能び日 N ま 
たは日 FF に切り換わります。 

日 N にすると LOUDNESS インジケーターび点灯 
します。 

• この機能は音量び一2日 dB よりル音量のとさに効果びあり、音 
量に合せて効果ち自動調整されます。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用できません。 

• ミッドナイト IJ スニング機能との併用はできません。 


2 


—ンコントロール機能（巧みに応じた高低音の調整) 


I -ーンコント□ール機能を日 N にすると、低音、高音びお好みによって調整でさます。 


2 

3 




© ® © © 


|DVD/LJj |TV/SAT| じがり fvCONllj 
MULTI CONTROL ( 

fvCRgl (jviD^ [TcdI OB 

DIMMER LOUDNESS TONE EFFECT/CHSEL 

SIGNAL SEL DNR T。。 … — - - - 



1 [amp )1 リモコンをアンプ操作モードにする。 

2 tdwe 卜ーンコント□—ルモードを on にずる。 

(^3^ ボタンを押すたびにトーンコント□ールモード 

わく日 N または巨 YPASS に切0換わ0ます。 

日 N にすると T 日 NE インジケーターび点灯します。 


3 


低音か高音を選ぶ。 

ディスプレイに 「 T 日 NE : 目丫 PASS 」 び表示され 
たら手順2に戻りトーンコント□ールモードを 


日 N にしてください。 

ボタンを巧すたびに低音旧 ASS ) と高音 
( TREBLE ) び切り換わります。 


P MULTIJOG cariimL-| signal warr 。。 ves) ootal — bfect/chim. — 

100100000000 0-00 


卢1 

maff - + 1 MC 

> |〇 〇|^ 

国紋 (§)(§) #) 


2 3 4 



メモ 


• I -ーンは、一目〜+目 dB の範囲で調整でさます。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用できません。 
































































































応用操作 


八イビツト/八イヴンプリング機能 


CD や DVD などの音声信号に対し、ダイナミックレンジの拡大、および周波数ち向の広帯域化を行い高音質化 
します。 
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C ミ々 & 夕削"に 〇 

- 画疆 11 麵謹麵 

1[AMP ]| 

2 HI-BIT 

磐 

SOURCE TV SYSTEM AMP 

獲)®©© 

MULTI CONTROL [ 

IVID^ (TcdI (go 

fSSin (FSj fAMP3-_ 

——1 

DIMMER LOUDN 脱 TONE EFFECT/£ISEL 

(^p) ^p) ^p) 

SIGNAL SEL DNR BA^REBLEr + 4 

喔 SEL HjBIT _+10 L - -DISC 

CD CD 

aVSTEMSETUP J 

曾 

i<(( VI 

メモ 


[〇 〇 100000000 

曇 ^ む . 



リモコンをアンプ操作モードにする。 

八イビット / A イヴンプリング機能を ON にす 
る。 

ボタンを押すたび、八イビット/八イヴンプ IJ 
ング機能び日 N または日 FF に切り換わります。 

日 N にすると Hi - Brr / SAMPLING インジケーター 
び点灯します。 


MULTI CH IN モードでは使用でさません。 

STERE 日 / D 旧 ECT モード （ EEI ) のときに、八イビット/八イ 
ヴンプ IJ ング機能を日 N にすると、 D 旧 ECT モードは自動的に 
解除されます。 

9目 kHz 信号または 88.2 kHz 信号入力時は使用できません。 


2 


イオ(マルチチヤンネル入力)の再生 


MULTI CH IN 端テに接続した機器の各チャンネルの音声を、すべてアナ□グ処理のまま忠実に高 SN 比にて再 
生します。映像は入カファンクション選択で選ばれている機器の映像び映ります。接続については 「 DVD オー 
ディオプレーヤーの接続」（■►匹匿!）をご覧ください。 

• スピーカーシステムの設定(一 II 固）で無し （ N 日）に設定されているチヤンネルからは音び出ません。 


圆國 

TV VOL て + || を , 邮 IGHT|] VOLUME 

回^^ 0 



♦ 



VVIDEO MULTI-CHANNEL AMPLIFIE 

VSA-D 白011 

‘。=" 

感 

TRx 


^6 〇 |o 

MASTER VOLUME 


[MULTI CH 
INPUT , j 


マルチチヤンネル入力にする。 

ボタンを押すたび、日 N と日 FF び切り換わりま 
す。 


メモ 


マルチチヤンネル入力信号には IJ スニングモードの効果を加え 
ることはでをません。 IJ スニングモードを切り換えるとマルチ 
チヤンネル入カモードは 「 OFF 」 になります。 

「アコースティックキヤ U ブレーシヨン E Q 」 （直到）や r 便利な音 
声再生用機能」（に固 ） を日 N にすることはできません。 

入カフアンクシヨンごとにマルチチヤンネル入カモードを設定 
することびでさます。 

マルチチヤンネル入カモードは入カフアンクシヨンごとにラス 
トメモ IJ 一されます。 


基本操作 応用操作 
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応用操作 


DUAL MONO (デュアルモノ)の再生と設定 


モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号のことを] +] デュアルモノラル信号といいます。ここでは 
デュアルモノラル信号び入力されたとをにどちらの音声をどのスピーカーから出力するかを設定します。この 
設定は、例えば_1^(下のような1\/1ド£6-2 AAC やドルビーデジタルの] +] デュアルモノラルフオーマツトのソー 
スにのみ有効です。 

•巨 S デジタル放送のモノラルのこか国語放送や音声多重放送など 

ステレオのこか国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフオーマツトになります。 

•2 か国語放送などを DVD レコーダーのデュアルモノラルモードで録画したもの 

録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご覽ください。 

Chi :チヤンネル1の音声のみを再生する場合。 

ch2 :チヤンネ>1レ2の音声のみを再生する場合。 

chi /ch2 :チヤンみレ1/チヤンみレ2の音声をそれぞれ左/ものフ□ントスピーカーから分けて 
再生する場合。 



〇 

曇 苗。 

〇 " 〇 ~0 0 006 0 0-0 0 

〇 

厂 

〇 〇ろ圓 0m mm) 




1 

_ 






デュアルモノ信号を検出すると因と回び数 
秒点滅します。その後 chi 選択時は囚、 
ch 2 選択時は励 ch 1 / ch 2 選択時は囚回 
び点灯します。 



フ□ントパネルの RETURN ボタンを3秒切上押 
し続けてデュアルモノの設定を変更する。 

ボタンを巧し続けることでじ(下のように切り換 
わります。 



DUAL chi -» DUAL ch2 

- DUAL ch1/ch2 « - 



聞さたいチヤンネルび表示されているとさに指 
を離してください。 


メモ 

• 工場出荷時の設定は DUAL chi に設定されています。 


へツドホンを使う 


〇| 

〇 

口 

r ■*» CONTWLq 9GNAL HWIT SSCH 

1 〇 ol 〇 〇 〇 〇 〇 

〇 〇 〇 〇 6 # 

一 tz 



ヘッドホン端テ 
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1 へッドホンのプラグをへッドホン端子に差し込む。 

メモ 

. へッ ドホンを差し込むとスピーカーから音は出なくなりま 
す。ただし 、 MULTI CH IN モードのとさはサブウー 
ファーからのみ音び出ます。 

• 各 IJ スニングモードの効果は 2 ch にダウンミックスされま 
すび、 2 ch ソースに対してマト IJ クスデコードによるサラ 
ウンド処理は行いません。 

• MULTI CH IN モードのときは 、 MULTI CH IN 端テの 
FRONT 0. 回の音声をヘッドホンから出力します。 

• へッドホンを差し込んでいるときは SYSTEM SETUP を 
行うことはできません。 














































応用操作 


ンの映像を見る（ビデオ七レクト） 


ビデオセレクト機能は、お好みの音楽ソースを聞をなびら別の機器のビデオ映像などを同時に見ることびでさ 
る機能です。 

1 音楽 ソースを 再生する。 

(「基本再生」一固到） 



2 


口 


[〇 〇10 0 0為〇〇 0-6 〇 
0 0 0 0 0 0 


圓 


m m)) 


3 


2 j == リモコンをアンプ操作モードにする。 


3 


VIDEO SEL 


リモコンびアンプ操作モードに切り換わります。 

映像のみを再生したいビデオ入力を選択す 
る。 

ボタンを押すたびにじ(下のよラに切り換わりま 
す。 

一 DVD/LD ——» TV/SAT -» VIDEO — | 


OFF 


■VCR 2 


■VCR 1/DVR 


4 手順 3 で選択したビデオ入力機器を再生する。 

(「基本再生」一固直 J ) 

^しメモ 

. ビデオセレクト機能は、本機の電源を切ったり、入カファンク 
シヨンを切り換える（または他機器操作ボタンを押す）とキャン 
セルされます。 


ディスプレイの明るをを調整する 


IJ モコンの DIMMER ボタンを使って、フ□ントパネルディスプレイの明るさを調整できます。 


2 


© @ © © 


|DVD/LJj ITV/SAT , じ胡いの叫 
_ MULTI CONTROL f 

fv^ (B3 

(T^ (ffu^ fAMpS- 


DIMMER LOUDNESS TONE EFFECT/CHSEL 

'^p '^p 

SIGNAL SEL 口 NR B/^REBL£r+T^ 

VIDEOSEL 邮 T _+1Q DI SC 

< g > 

0 mT 占扣战 SEARCH MODE 





II AMP [ 
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DIMMER 


リモコンをアンプ操作モードにする。 

U モコンびアンプ操作モードに切り換わります。 

好みの明るさに調整する。 

ボタンを押すたびにディスプレイの明るさを4 
段階に調整でさます。 

一巡すると、普通の明るさに戻ります。 


メモ 

• 調整値に関わらず、操作時は一時的に明るく表示します。 


応用操作 
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応用操作 


本機を巧った録音/録画 


オーディオ機器からの音声やビデオ機器からの映像、音声を本機を使って録音/録画する方法について説明しま 
す。ソース機器と録音•録画機器の接続は「接続」（■►固固固 m 固置!）をご覧ください。 



2 


3 


1 _ 録音または録画したいソースを選ぶ。 

ボタンを押すたびに(本体の場合は 、 INPUT 
SELECT 日 R をちに回すと）入力び順次に切り 
換わります。 

2 [ampI j リモコンをアンプ操作モードにする。 

3 入力信号を選択する。 

デジタル録音するときは、 DIGITAL を選択しま 
す。言羊し<は 「 ANALOG / DIGITAL イ言号の切0 
換え」（一因固 ） をご覧ください。 

4 録音機器の録音またはビデオデッキ ( D V D レコーダー） 
の録画を開始する。 

5 録音または録画するソースを再生する。 


メモ 

• 音声はアナ□グーデジタル変換していませんので、接続する信号の種類を合わせてください。 

• 映像はコンポジットまたは S ビデオで接続し、ソース機器と録画機器のコードの種類を合わせてください。 

• 「オートセットアップ(一回！！ ） を行っているときには録音-録画を行わないでください。 

• 各録音信号に、本機の音量、チャンネルレベル、「便利な音声再生用機能」（■►固到）、 IJ スニングモードの設 
定は、反映されません。ただし、 PHON 日入力を録音するとさは「便利な音声再生用機能」、 IJ スニングモー 
ドの設定は反映されます。しかし、この場合操作するたび音びとぎれることびありますので D 旧 ECT モード 
にして録音することをおすすめします。 

• デジタル出力については、再生はでをてち信号の種類やコピーガード、録音機器の仕様などにより録音でさ 
ないものびあります。この場合はアナ□グ接続で録音してください(一固遺）。 

.MULTI CH INPUT に入力された音声は、録音することびでさません。 

.DVD などのビデオソフトの中にはコピーガードび設定されていて録画できないものびあります。 
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リモコンによる他機器の操作 


他機器を操作ずるための U モコン設定 


付属の IJ モコンを使って、本機• l ^(外のパイオニア製品（ DVD プレーヤーなど)や他社の機器（ビデオデツキ、テ 
レビなど)を操作することびでさます。お手持ちの機器のプ IJ セツトコードび IJ モコンに登録されている場合 
は、 i 亥当するコードを呼び出して簡単に本機の IJ モコンで操作できるようになります （Preset Recall )。 プ U 
セツトコードび登録されていない場合、または本機の IJ モコンで操作でさる機能を追加したい場合は、その操 
作の IJ モコンコードを直接登録(学習)することびできます （ Learning )。 


メモ 


■[►►HI 


ケーブル TV チューナーとモニター TV などを登録したいとき■は、モニター TV を TV CONT 、 ケー 
ブル TV チューナ ー( ソース機器)を TV / SAT に登録すると便利です。 

IJ モコンび他機器の操作モードになっていても、 

TV CONT に登録された機器は TV CONTROLTtt ' 下\/ onixiTRni 0 ® 

タンでいつでも操作することびできます。 TV 


TV CONTROL 
ボタン 


リモコン設定操作ガイド 


曰 


… NIG 叫)， 


llpovil 


口 

i / ius 可 ||「 F ^ 司 I 


夏 叫 " H 

く MENU > 


各種 IJ モコン設定中(一〜直固）、 IJ モコンディスプレイの 
左上部に左記のマークび表示されたとさはそのボタンを使用して 
設定作業を行うことを意味しています。 


Preset Recall セットアップモード(プリセットコードの呼び出し） 


ここでは、本機の IJ モコンの他機器操作ボタンに、操作したい他機器のプ IJ セットコードを登録します。 


メモ 


] 分間放置すると IJ モコンのディスプレイは自動的に消えますび、いずれかのボタンを巧すとその 
続さから設定び再開されます。 

IJ モートセットアップモードを解除したいときは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 
IJ モートセットアップモードを解除しないと、 IJ モコンで本機や他機器を操作することびでさま 
せん。 



REMOTE 

SETUP 



3 


リモートセ ツ ト アツ プモードにする。 

IJ モコンのディスプレイにに ETUP 」 インジ 
^—バ^ケーターと Remote Setup メニユーび表示さ 
3秒間れます。 

押し続ける 


「 Preset 」 を選んでミ夫定ずる。 

IJ モコンのディスプレイにに elect Function 」 
び点滅します。 


プリセツトコードの登録をしたい他 
機器操作ボタンを選択する。 

< ITEM > び表示されます。操作する機 
器と他機器操作ボタンとの名称を一致さ 
せておくことをおすすめしますび、異な 
る名称の機器を登録することち可能です 
( TV ボタンに LD プレーヤーのプ IJ セツ 
トコードを登録するなど）。異なる名称 
の端テ(入カファンクシヨン）に機器を接 
続しているとさは、その端テに対応する 
他機器操作ボタンを選択してください。 


[dvd/ldI f|TV/SA 团 [Jvg な J1 Jn/C0I\IT)| 

MULTI CONTROL 
(vCRaJ jviDE^] II CD l| 

I TAPE< I [( tape 4l)[|TUNER|] 


応用操作 リモコン 
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リモコンによる他機器の操作 


SIGNAL SEL ONR BASS/JREBLE r + 

VIDEO SEL HI-BIT +10'■；^ 占旧 C 

"Ti-XxiiiiLSS SEARCH MODE 
-—— G 


に辟 

m 画 I 


▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
し、 ENTER ボタン 
でミ夫定します。 . 

が 


4〜8 


〇 


登録したい機器の種類を選んで決定する。 

IJ モコンのディスプレイにメーカー名び表示さ 
れます。 


5 登録したい機器のメーカーを選ぶ(「プリセツトコードメー 
力—覧」^臣國I )。 



同じメーカー内にプ IJ セツトコードび複数ある場合は一 
1、一2と続いて表示されます。 


6 選択した機器にリモコンを向けて ENTER ボタンを巧す。 

IJ モコンからその機器の電源日 N / OFF 信号び送られた後 
に、 IJ モコンのディスプレイに<日 K ?> び表示されます。 


機器の電源び ON/OFF した場合 

その機器のプ IJ セツトコードび呼び出されました。 「 YES 」 
を選んで、手順7へお進みください。 


機器の電源び ON/OFF されなかった場合 

呼び出されたプ IJ セツトコードびその機器の IJ モコンコー 
ドと一致していない可能性びあります。同ーメーカーで機 
器のプリセツトコードび複数ある場合は「 N 0」を選んでミ央定し 
た後に、別の番号を使って手順己からやり直してください。 


メモ 

- ENTER ボタンは選択した機器に向けて押さないと、機器の電源 
は ON / OFF しません。 

-選択した機器に STANDBY / 日 N モードがない場合は、正しく設 
定でさていてち電源は日 N / 日 FF しません。この場合はそのまま 
手順7へ進み、その後に実際に操作でさるかどラか試してみてく 
ださい。 

-表示されている全ての番号を押してち電源び日 N /日 F F または操 
作できない場合は 「 Leamin 呂セツトアップモード」（一 E 固 ） で登 
録してください。 



プリセツトコードの登録を決定する。 

に日 MPLETE 」 と表示され 、 Remote Setup メ 
ニューの表示画面に戻ります。 

手順2〜6を繰り返し、その他の機器を設定しま 
す。 


8 



「Exit」 を選んでミ夫定ずる。 

IJ モートセットアップモードび終了して、 IJ モ 
コンび通常の状態になります。 
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リモコンによる他機器の操作 


Learning セットアップモード(他機器のリモコンコードを本機のリモコンに營録ずる) 


本機の IJ モコンで操作したい他機器のプ IJ セツトコードび登録でさない場合は、 • lu 下の手順で他機器の IJ モコ 
ンコードを本機の IJ モコンに登録(学習）することびできます。プ IJ セツトコードを設定しただけでは使用でき 
ない操作についてち、■1^(下の手順で本機の11モコンに追加登録(学習)することびでをます。 


メモ 


- ] 分間放置すると IJ モコンのディスプレイは自動的に消えますび、いずれかのボタンを押すとその 
続さから設定び再開されます。 

. IJ モートセットアップモードを解除したいときは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

. IJ モートセットアップモードを解除しないと、 IJ モコンで本機や他機器を操作することびできま 


せん。 



3 

2 


慰©©感 


iDVD/mJ IWSATl Fovr^ 必如呵 | 
MULTI CONTROL L 

PCR21 ([yiDEoH rCDlflOEil 


UIIVIMtH LUUUIMtbb lUIMt EF 托口 ^CHSEL 

SIGNAL SEL 肌 R BASS/TREBL£ r 

VID 扣 SEL HI- 团 T +10 D 旧 C 

Q _""2£gACCESS SEARCH MODE 



DISP MODE 

を UBTITLiJ) 


CHANNEL- 

画 


囚 s ® 國 

TV VOL 正 + J 眶 IONIGH 可 VOLUME 

白日 J 圓画 



REMOTE リモートセットアップモードにする。 

IJ モコンのディスプレイに rS ETU P 」 インジ 
ケ—夕-と Remote 561；11りメ ニ ユ-備示さ 
3秒間 れます。 

押し続ける 



「 Learnin 呂」を選んでミ夫定する。 

IJ モコンのデイスプレイにに elect Function 」 
び点滅します。 


3 

f 肌口/词 (fw/SATll(1 V 駅の 1 iFtfCO 词 I 

MULTI CONTROL I 

|vCR 23 JvIDE 到 J CD〕] 


リモコンコードの登録をしたい他機 
器操作ボタンを選択する。 

操作する機器と他機器操作ボタンとの名 
称を一致させておくことをおすすめしま 
すび、異なる名称の機器を登録すること 
も可能です ( TV ボタンに LD プレーヤー 


のボタンを登録するなど）。異なる名称 
の端テ(入カフアンクシヨン）に機器を接 
続しているとさは、その端テに対応する 
他機器操作ボタンを選択してください。 



d DISP MODE 

(T 参 ll r ■■ l] (Eubtitle!] 


BS7 _ BS 日 _ 

f ィィ n r* ► 4 

CHANNEL- 

^3) m 



登録したい操作ボタンを選択す 

る。 IJ 

選択された他機器操作ボタンと選択 モ 
された操作ボタンを表示後 、 zi 
「 LEARN 」 び点滅表示されます。 

手順3で TV CCDNT を選択した場合 
のみ TV CONTR 日 L ボタンにも登録 
することびでさます。 


TV CONTROL 
ボタン 
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リモコンによる他機器の操作 


5 「 LEARN 」 び点滅している間に他機器のリモコンを下図 
のように本機のリモコンに向け、他機器リモコンの登 
録したい操作ボタンを巧す。 


①本機と他機器の IJ モコンを互いに下のように向けます。 

[ 潤醒旨觸華麵— 5〜 20 cm 一 ( I ' M&i n 

\ ミ田 I □阻固藝を嘶鳥が4因•目图 I い M 师 'Q □□む□□1日5 I 1 


aGNAL SEL DNR BASS 如 BLE 「+ -I 

◎ ® 每 

VIDEOSEL HI-BIT +1 口 L—^giSC 

SEARCH MODE 



(TTI(^1 I 


②登録したい操作のボタンを押します。「日 K 」び表示された 
後、 < C 日 ntinue ?〉 び表示されます。 

-に elect Key 」 び点滅している場合は手順4からやり直してく 
ださい。 


▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
し、 ENTER ボタン 
でミ夫定します。 

6〜8 〇 



登録を続ける場合は、 LU 下の手順を行います。 

同じ他機器操作ボタンに別のリモコンコードを追力瞪録す 
るには 

「 Yes 」 を選んで決定した樹こ、手順4〜已を繰り返します。 


別の他機器操作ボタンにリモコンコードを登録するには 

「 No 」 選んで決定した後に、手順2〜目を繰り返します。 



「 Exit 」 を選んでミ夫定する。 

Remote Setup メニューの表示画面に戻りま 
す。 


8 



「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

IJ モートセットアップモードび終了して、 IJ モ 
コンび通常の状態になります。 


メモ 

-手順己で 「 NG 」 と表示されたり、登録後に実際に操作できない場 
合は下記の方法を試してみてください。 （IJ モコンコードに 
よっては正しく登録でをないものもあります） 

手順己でリモコン同±の距離を変えてみる 

IJ モ コンコー ドび正しく認識される場合びあります。 

-手順己で 「 FULL 」 と表示されたときは、メモリに十分な空き容量 
び無いことを示しているので1^(下のち法を試してみてください。 

必要に応じて別のボタンの設定をクリアしてか5登録し直して 
ください。「リモコンの設定クリア」（■►匹匹!） 
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リモコンによる他機器の操作 


他機器のリモコン操作 


. じ(下の IJ モコン操作を行うには、あらかじめ操作したい機器の IJ モコンコードを登録しておく必要びありま 
す。詳しくは「他機器を操作するためのリモコン設定」（一臣固）をご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを巧して、リモコンをその機器の操作モードに 
してください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

• 機種によっては操作でさないボタンもあります。 


ボタン 

DVD 

テレビ 

BS デジタルチュー 
ナー内蔵テレビ 

CATV 

VTR 

(ビデオ 
デッキなど） 

CD / CD - R / 

MD/TAPE 

TUNER 

DVD 

レコーダー 

BS デジタル 
チューナー 

LD 

0 

電源 

の ON/OFF 

電源 

の ON/OFF 

電源の ON/OFF 

電源 

の ON/OFF 

電源 

の ON/OFF 

電源 

の ON/OFF 

電源 

の ON/OFF 

► 

再生 

BS 9 

緑 


再生 

再生 

BAND 

■ 

停止 


d (データ連動） 


停止 

停止 

CLASS 

II 

一時停止 




一時停止 

一時停止 

RF ATT 

►► 

早送り 

BS 1 1 

黄 

ページを1つ 
上げる 

早送り 

早送り 

TUNING + 


早戻し 

BS 7 

ホ 

ページを1つ 
下げる 

早戻し 

早戻し 

TUNING - 

►►I 

次のチャプター 
(トラック)の 
頭出し 

チヤンネル 
を1つ上げる 

チヤンネルを1つ上げ 
る 

チヤンネル 
を1つ上げる 

チャンネルを！ 

つ上げる 

トラックの 
頭出し 

STATION + 


前のチャプター 
(トラック)の 
頭出し 

チヤンネル 
を1つ下げる 

チヤンネルを1つ下げ 
る 

チヤンネル 
を1つ下げる 

チャンネルを！ 

つ下げる 

トラックの 
頭出し 

STATION- 

参 

に度押し） 

[DVD レコーダー] 
録画 

BS 已 

青 


録画 

に D-R/MD 
/TAPE] 

録音 

MPX 

RETURN / 

EXIT 

[DVD/DVD 

レコーダー] 

設定画面などで1 
つ前に戻る 

戻る 

設定画面などで1つ前に 
戻る 

Exit 




TOP MENU / 
GUIDE 

[DVD/DVD 
レコーダー] 
トツプゾ^ユー 

画面を表示 


ま組表を表示 

ま組表を 
表示 




MENU 

[DVD/DVD 
レコーダー] 
各種 メニュー 
画面を表お 

各種メニュー 
画面を表示 

BS メニュー/番組ナビ 
を表示 

各種メニュー 
画面を表示 




AUDIO 

音声の選択 

音声の選択 

音声の選択 


TV チューナー 
とビデオチュー 
ナーの切り換え 

[TAPE] 

U バース面への 
切り換え 


SUB TITLE / 
DISP MODE 

字幕の選択 

表示コール 

表示コール 



ディスプレイ 
表示の変更 

DISP MODE 

◄ ► ▲ ▼ 

各種 メニュー 
画面を操作 

各種 

メニュー 
画面を操作 

各種 メニュー 
画面を操作 

各種メニュー 
画面を操作 


ダブルテープ 
デッキの操作 

▲ ▼(TUNE+/-) 

◄ ► 

(STATI0N+/-) 

ENTER 

操作をま定 

操作を;央定 

操作をミ央定 

操作をま定 




数字ボタン 
(1 〜 9) 

チャプター 
(トラック)の 
ダイレクト還択 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 

[BS チューナー内歳 TV] 
BS デジタルチヤンネル 
のダイレクト選択 
旧 S デジタルチューナー] 
チヤンネルの 
ダイレクト選択 

チヤンネ j レの 
ダイレクト 
選択 

チャンネ j レの 
ダイレクト 
選択 

トラックの 
ダイレクト選択 

放送局の 
ダイレクト選択 

数字ボタン 

10 

チャプター 
(トラック)の 
ダイレクト選択 

0 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択10 

旧 S チューナー内歳 TV] 

巨 S デジタルチヤンネル 
のダイレクト選択0 
旧 S デジタルチューナー] 
チヤンネルの 
ダイレクト選択0 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択0 

チャンネルの 
ダイレクト 
選択10 

トラックの 
ダイレクト選択 
10 

放送局の 
ダイレクト選択 

0 

数字ボタン 
(11) 

"""チャプター 
(トラック)の 
ダイレクト選択 
+ 10 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択11 
または+10 

チヤンネレの 
ダイレクト選択 - 


チャンネ レの 
ダイレクト 
選択11 
または+10 

に D/CD-R/MD] 
トラックの 
ダイレクト選択 
>10 

DIRECT 

ACCESS 

数字ボタン 
(12) 

[DVD] 

Search 

Mode 

[DVD レコーター] 
ディスク 
ナビゲーター 
画面を表示 
[LD] 

A 面と己面の切 
り替え 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択12 

# 

選択した 
チヤンネ レの 
ミ成 

チャンネルの 
ダイレクト 
選択12 

に □/ 巳 D-R] 
DISC 



* DVD プレーヤーによっては]日_1^上を選ぶとさ +] 日ち式ではなく 、 ENTER 方式で番号を決める機種びあり 61 
ますび、その機種も本機 IJ モコンでは +] 日ボタンで操作することびできます。 




































リモコンの便利な機能 


Direct Function モードを設定する 


ダイレクトフアンクシヨンは他機器操作ボタンを押したときに、本機の入カフアンクシヨンを同時に切り換えるか 
どうかを設定する機能です。日 FF にすると入カフアンクシヨンは切り換わらず、操作ボタンの機能だけび切り換わ 
ります。 

本機に接続されている機器と、本機の入力切換動作び必要ない機器(直接テレビに接続されているなど）と区別 
でさるよラにするためのモードです。工場出荷時はすべて日 N になっています。 


メモ 


- ] 分間放置すると IJ モコンのディスプレイは自動的に消えますび、いずれかのボタンを押すとその 
続さから設定び再開されます。 

. IJ モートセットアップモードを解除したいときは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

. IJ モートセットアップモードを解除しないと、 IJ モコンで本機や他機器を操作することびできま 


せん。 



3 


2.4 

6-7 


1 


REMOTE リモートセットアップモードにする。 

IJ モコンのディスプレイにに ETUP 」 インジ 
ケ-夕-と Remote 361；11りメ ニ ユ-び表示さ 
3秒間 れます。 

押し続ける 



「 DirctFnc 」 を選んでミ夫定する。 

IJ モコンのデイスプレイにに elect Function 」 
び点滅します。 


3 設定したい他機器を選択する。 

mmi P 0 I I 喊 j < Di 「 らが Func 〉 口、表术されます。 

MULTI CONTROL 「 

|VCR21| 政 IDE0| I CD l| 

t TAPErl [( TAPE2 )] [(TUNER)] 



ron 」 か roff 」 か r * Exit * 」を選んで決定ずる。 

ronj :ダイレクトフアンクシヨンを日 N に設定 
します。 

「日 ff 」 ：ダイレクトフアンクシヨンを日 FF に設 
定します。 

「 Exit 」 ：ダイレクトフアンクシヨンの設定を終 
了します。 

Remote Setup メニューの表示画面に戻ります。 


5 続けてその他の機器の設定を行う場 S ホ、手順2〜4を繰り 
返す。 



r * Exit *」 を選んで決定する。 

Remote Setup メニューの表示画面に戻りま 
す。 



「 Exit 」 を選んでミ夫定する。 

IJ モートセットアップモードび終了して、 IJ モ 
コンび通常の状態になります。 










































リモコンの便利な機能 



マルチオペレーションとは、2つのボタン （ MULTI 日 PERATI 日 N と他機器操作ボタン)を押すだけで、あらか 
じめ決められている（プ IJ セット)動作と、複数の操作(コマンド)を一度に実行する便利な機能です。各他機器操 
作ボタンに登録することびでをます。 IJ モコンからは次のようにコマンドび送信されます。 


ミ夫まっている（プリセツト)動作 



-登録する他機器操作ボタンで TV CONTROL を選んだときの「巧まっている 
(プリセット）動作」は「テレビの電源を ON にする」のみとなります。 

-「巧まっている（プリセット）動作」ではパイオニア m 外の機器の電源は ON しません。 


マルチオペレーシヨンをプ□グラムする 


マルチオペレーション機能で実行したい一連の操作をプ□グラムするち法について説明します。 
■^^(下の手順を始める前に、操作したい機器のプ IJ セツトコードまたは IJ モコンコードを本機の IJ モコンに登録 


しておく必要びあります。詳しくは、「他機器を操作するための IJ モコン設定」をご覧ください。（-►區固） 


メモ 


- ] 分間放置すると IJ モコンのディスプレイは自動的に消えますび、いずれかのボタンを巧すとその 
続さから設定び再開されます。 

. IJ モートセットアップモードを解除したいときは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

. IJ モートセットアップモードを解除しないと、 IJ モコンで本機や他機器を操作することびでさま 
せん。 

ここでは DVD / LD ボタンに 「 DVD を再生する」という操作をプロ 



3 


2A 


グラムする手順を例にとって説明します。 

1 REMOTE リモートセットアップモードにする。 

IJ モコンのディスプレイに rs ETU P 」 インジ 
ケ-夕-と Remote 561；119メ ニ ュ-び表示さ 


3秒間 れます。 
押し続ける 



「 Mu 怕 Ope 」 を選んでミ夫定する。 

IJ モコンのデイスプレイにに elect Function 」 
び点滅します。 


3 


|dvd/ld| 『 TV/s 凸 tD If V 駅ミ /1] 

MULTI CONTROL 
(vCRaJ jviDE 到 d CD II 

I TAPE< i fl TAP% |] fiTUNER]] 


マルチオペレーションをプ□グラムし 
たい他機器操作ボタンを選択する。 

く MultiOpe > び表示されます。 

例) DVD / LD ボタンを選択します。 


■J 

モ 

ン 



n stCmmnd 」 を選んでミ夫定する。 

現在の設定内容(工場出荷時は 「 Blank 」） び表示 
された後、「<1 st > Change 」 び表示されます。 
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リモコンの便利な機能 
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团 MMEA LOUDNESS TONE EF 巧打 / CH 犯 

^ p > ^ p ) 

SIGNAL SEL DNR BASS^REBLE r + -] 
VIMjEL HIM 一 +10 L- -]^ ISC 

ciiTb cizb 

J ： - E^^Ci^CESS SEARCH MODE 

SYSTEM SETUP -…一 

か 1EN 巧 / 



BS5 、 -= 一 -^ [)邮 MODE 

f • ]] lib ■■ Ol fguBTITLBl 

的 7 BS9 B311 

f ィィ 11 IP ► «i1 |V» il 

CHANNEL- 1 CHANNEL+ 

画 m 画 

(jwiMG 巧 I VOLUME 

fell 


曰 Q 
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rChan 呂 e 」 か rClear 」 か「 * Exit * 」を選んでミ夫定 
ずる。 

「 Change 」 ： 「 Functi 日 n 」 び点滅して]つめのコ 
マンドの登録懐動になります。手順目へお進 
み < ださい。 

に lear 」 ：現在登録されているコマンドを消去し 
ます。手順8へお進みください。 

「 Exit 」 ：手順4へ戻ります。 


操作したい機器を選択する。 

「 Key 」 び点滅します。 

例） DVD / LD ボタンを選択しま 
す。 


赵 D/LIJ ITV/SAJ じ狀り irVCONT^ 

MULTI CONTROL 

[VCR2| jviDE 却 J CD] 

^^^0 


( Ta !^ 


SOURCE TV 
© © 

DIWIMER LOUDNESS TONE EFFECI_£CH S 吐 
SIGNAL SEL DNR BASS/TREBLE r + T 

CD ◎巧み 

S2 SEL 哪 +10 L DI SC 

< g > 

0 DIRECT ACCESS SEARCH MODE 





r ■ii 


{sUBTITLfll 


TV CONTROL - 
ボタン 

手順目で 「 AMP ボタン」を 
選択したとさのみ 


心 十 1 TV CONTROL 
TV VOL (J_+ ]) 

曰 S 

防の NIG 呵 

fgj] 



-fM] fUT] 


実行したい操作ボタンを選択す 
る。 

例)►再生ボタンを選択します。 
「 Complete 」 と表示された後、コマ 
ンド番号選択画面に戻ります。（手 
順8へお進みください） 

手順目で TV CONT を選択した場合 
のみ TV CONTR 日 L ボタンにも登録 
することびでさます。 

EXTRA MENU 内のコマンドを選択 
したいとさは EXTRA MENU ボタン 
を押した後、▲▼ボタンでコマンド 
を選択し、 ENTER ボタンで決定し 
ます。 



2つめのコマンドを登録したいとさは 
に ndCmmnd 」 を選んでミ夫定した繳こ、手順 
日〜7を繰り返します。 

1つの他機器操作ボタンにおいて最大已つまで 
登録することびでをます。 

3つめのコマンドは rSrdCmmncU を選び、4つ 
めのコマンドは r 4 thCmmricl 」 を選び、已つめ 
のコマンドは「已 thCmmncU を選びます。 
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r * Exit *」 を選んで決定する。 

Remote Setup メニューの表示画面に戻ります。 
別の他機器操作ボタンにを登録するとさは、手順 
2〜9を繰り返してください。 

「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

IJ モートセットアップモードび終了して、 IJ モ 
コンび通常の状態になります。 


6 5 0 
1 
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リモコンの便利な機能 


マルチオペレーシヨンを実行する 


「マルチオペレーションをプ□グラムする」（■►固国 ） で登録した一連の操作(プ IJ セツト動作を含む)を実行する 
方法について説明します。 


2 


© © © © 

i5wL3i ran fv^|[] 

MULTI CONTROL L 'J 

GOiQs^t 

frUNEfil Ik AMP \ 


|ycR 吕 1 fiVIDEOll I 

K ) ( 


Uiivimch LUUUI 化 M lui 化 EFFECT/CH SEL 


マルチオペレーシヨンモードにする。 

[ opKonJ IJ モコンのディスプレイにに elect Function 」 

び点滅します。 



MULTI CONTROL 


『 VCR 己!]阿 DEoj] [fcD l1 



操作したい他機器を選択する。 

プ IJ セット動作と、このボタン 
に登録されているコマンドび実 
行されます。 


システムオフ 


システムオフ ( S 丫 STEM 日 FF ) とは、已つまで自由に登録できる操作（コマンド）と、本機を含めたすべてのパイ 
オニアの機器の電源日 FF を、ワンタッチで実行する便利な機能です。 IJ モコンからは次のようなコマンドび送 


自由に登録できるコマンド(最大曰つ)一^ 決まっている（プリセツト)動作 



システムオフ機能で実行したい一連の操作をプ□グラムするち法について説明します。 

■1^(下の手順を始める前に、操作したい機器のプ IJ セツトコードまたは IJ モコンコードを本機の IJ モコンに登録 
しておく必要びあります。（詳しくは「他機器を操作するための IJ モコン設定」をご覧ください。（■►に固） 


メモ 


- ] 分間放置すると IJ モコンのディスプレイは自動的に消えますび、いずれかのボタンを巧すとその 
続さから設定び再開されます。 

. IJ モートセットアップモードを解除したいときは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

. IJ モートセットアップモードを解除しないと、 IJ モコンで本機や他機器を操作することびできま 


せん。 


2-4 


VIDEO SEL Ht-BIT +1D 一 -" * DISC 

D_ 逆 ACCESS SEARCH MODE 

- / guide 

TRACK 



函 m 


囚 S ® 國 

TV VOL II + Jj IIMIDMG 肝!] VOLUME 

日口 lo 回 



iUR 帕 UND 

REMOTE 

SETUP 


ここでは 「 DVD の再生を停止する」という操作をプ□グラムする手 
順を例にとって説明します。 


REMOTE 

SETUP 

3秒間 
押し続ける 


リモートセツトアツプモードにする。 

IJ モコンのディスプレイにに ETUP 」 インジ 
ケーターと Remote Setup メニューび表示さ 
れます。 



Kys 日 ff 」 を選んでミ夫定ずる。 

IJ モコンのディスプレイに < System 日 ff > び表 
示されます。 


■J 

モ 

ン 



n stCmmnd 」 を選んでミ夫定する。 

現在の設定内容(工場出荷時は 「 Blank 」） び表示 
された後、「く1 st > Change 」 び表示されます。 
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リモコンの便利な機能 
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7-9 



「 Change 」 かに I 朗りか「 * Exit * 」を選んでミ夫定 
ずる。 

|■ Cha ^ l 呂日」： 「 Functi 日 n 」 び点滅して]つめのコ 
マンドの登録懐動になります。手順已へお進 
み < ださい。 

「 Clear 」 ：現在登録されているコマンドを消去し 
ます。手順7へお進みください。 

に xit 」 ：手順3へ戻ります。 
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|DyD/LlJ ITV/SAJ IfrVCONljl 

MULTI CONTROL 
fvCRsJ |VIDE0| I CD]) 




操作したい他機器を選択する。 

「 Key 」 び点滅します。 

例） DVD / LD ボタンを選択しま 
す。 



DIWIMER LOUDNESS TONE EFI 

<〇> 夕 
SIGNAL SEL DNR BA^REBLE r - 

<g> ^p> 

画 SEL mi +10 LDISC 

<?> 

0 DIRECT ACCESS SEARCH MODE 





を UBTITL£l| 


r ■ D 


実行したい操作ボタンを選択す 
る。 


例)■停止ボタンを選択します。 
に01719ぉ6」と表示された後、コマ 
ンド番号選択画面に戻ります。（手 
順7へお進みください） 

手順己で TV CCINT を選択した場合 
のみ TV CONTROL ボタンにも登録 
することびでさます。 


TV CONTROL - 

1 ^^^の心通 
心 十 1 TV CONTROL 
TV VOL II +11 

眼の NIG 呵 

ボタン 

□ q 

(^3 

手順己で 「 AMP ボタン」を 



選択したとさのみ一 

■ fM ] 

fUT ] 



2つめのコマンドを登録したいとさは 
|■2 ndCmmnd 」を選んでミ夫定した繳こ、手順 
4〜目を繰り返します。 

最大己つまで登録することびでさます。 

3つめのコマンドは rSrdCmmncU を選び、4つ 
めのコマンドは r 4 thCmmricl 」 を選び、已つめ 
のコマンドは「已 thCmmncU を選びます。 



r * Exit *」 を選んでミ夫定ずる。 

Remote Setup メニューの表示画面に戻りま 
す。 


9 



忙 xit 」 を選んでミ夫定する。 

IJ モートセットアップモードび終了して、 IJ モ 
コンび通常の状態になります。 
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リモコンの便利な機能 


システムオフを実 >5する 



システムオフを実行する。 

「システムオフをプ□グラムする」（一區固）で 
登録されたコマンドび実行された後、パイオニ 
ア機器の電源び日 FF になります。 



IJ モコンディスプレイに表示される入カフアンクシヨン名を変更することびでさます。例えば DVD / LD の入力 
端テに DVR を接続したとき、 IJ モコンディスプレイ表示は DVD / LD ですび再生しているのは DVR ということ 
になります。このよラなときに、ディスプレイ表示を DVD / LD から DVR に変更できる便利な機能です。各入力 
フアンクシヨン(他機器操作ボタン）ごとに接続された機器やメーカー名などを入力すれば、どこの入カフアン 
クシヨン(他機器操作ボタン）にどんな機器び接続されているのかを簡単に確認することびでさます。 


メモ 


- ] 分間放置すると IJ モコンのディスプレイは自動的に消えますび、いずれかのボタンを押すとその 
続さから設定び再開されます。 

. IJ モートセットアップモードを解除したいときは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

. リモートセットアップモードを解除しないと、 I 」モコンで本機や他機器を操作することびできません。 



3 


2,4-7 


メモ 


ABCDEFG 川 JKLMNOPQRSTUVWX 丫 Z 
abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 
01234日6789(スぺース） 

! "#$〇/〇&'()*+, -./:;<=>?◎[ \ r _、{ l } 〜 

► •(スぺース） 


REMOTE リモートセットアップモードにする。 

SETUP 

IJ モコンのディスプレイにに ETUP 」 インジ 
ケ-夕-と Remote Setup メこユ-び表示さ 
3秒間 れます。 

押し続ける 



「 FuncName 」 を選んでミ夫定する。 

IJ モコンのデイスプレイにに elect Function 」 
び点滅します。 


3 _ 

|DVD/LD| [TV/SAj じ扣四 | 

MULTI CONTROL 

『 VCRsj] llVIDEOll ff CdI 



名前を変更したい入カファンク 
シヨン(他機器操作ボタン）を選 
択する。 

リモコンディスプレイび入カフアン 
クシヨン名の変更画面になります。 



▲▼ボタンで入力するで字を選んで、◄►ボタン 
で カーソルを 左ちに動かす。 

入力でさる文字は左記のメモの通りです。 

最大8文字まで入力することびでさます。 


5 廣^ 入力を終了する。 

忙 ND 」 び点滅します。 


■J 

モ 

ン 


6 もう一度 ENTER ボタンを巧し、入力した名前を確 

認する。 

「 Complete 」 と表示され Remote Setup メ 
ニューの表示画面に戻ります。別の入カフアン 
クシヨン名も変更するときは手順2〜目を繰り 67 

返してください。 




























































リモコンの便利な機能 



「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

IJ モートセットアップモードび終了して、 IJ モ 
コンび通常の状態になります。 


キー ラベル 


キーラベルとは各ボタンを押したとさに、 IJ モコンディスプレイに表示される文字やマークを]文字〜8文字の 
範囲内でお好みのラベル(ボタンマーク）に付け換えられる機能です。例えばあるボタンにプ IJ セツトと異なる 
コマンドを学習させた場合(一回 U )、そのボタンのラベル（ボタンマーク）を付け換えたり変更することによ 
り、そのコマンドびどこのボタンに学習されたのかを簡単に確認することびでさます。 


メモ 


- ] 分間放置すると IJ モコンのディスプレイは自動的に消えますび、いずれかのボタンを押すとその 
続さから設定び再開されます。 

. IJ モートセットアップモードを解除したいときは 、 REMOTE SETUP ボタンを押してください。 


. IJ モートセットアップモードを解除しないと、 IJ モコンで本機や他機器を操作することびできません。 
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⑩ ◎ © © 

FETTBi 

MULTI CONTROL \ J 

|VCRg| IjviD^ ■ CD ll^OSH 

jTg 


SIGNAL SEL DNR - 

VIDEOSEL HJjIT _+10 一 - 1 DI SC 

< TI > 

0 __ni2SCT ACCESS SEARCH MODE 



II II jj 

BS7 BS 日 

n ィィ 1 

画調®圆 

… VDL m 

曰 a 



園圓 


lUR 帕 UND 

REMOTE 

SETUP 

S ) - 

11 


1 


2 

3 

4 


TV CONTROL 
ボタン 


REMOTE リモートセットアップモードにする。 

IJ モコンのディスプレイにに ETUP 」 インジ 
ケ-夕-と Remote 561：11りメ ニ ユ-び表示さ 
3秒間 れます。 

押し続ける 



「 KeyLabeU を選んでミ夫定する。 

IJ モコンのディスプレイにに elect Function 」 
び点滅します。 


■ ド …/ - 一 " ||. »/ 一 … J I II UVH JI 

MULTI CONTROL 
([vCR 吕 j) (giDEOj)11 CDJJ 



ラベルを変更したいボタンの 
ある他機器操作ボタンを選択 
する。 

["Select Key 」 び点滅します。 


ラベルを変更したい操作ボタンを 

SOURCE TV 

© © 巧す。 

IJ モコンディスプレイび名前変更の 
画面になります。 



手順3で TV CCDNT を選択した場合 
のみ TV CONTR 日 L ボタンにも登録 
することびでをます。 
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リモコンの便利な機能 


5-8 


SIGNAL SEL DNR BASS/TREBLE p + H 

VIDEO SEL 哪 _+10 L ■■ 了 D ISC 

0 _niD^ ACCESS SEARCH MODE 

SYSTEM SETUP 

df^EN 却 / 



的巳 - - -/ DISP MODE 

I し • J に ■■ 3 脚 btit! 

BS7 BS9 BS11 

面菌 

CHANNEL- CHANNEL+ 

画 m EEES 



入力する文字や記号を ▲ ▼ボタンで選び、 ◄ ► 
ボタンで カーソルを 左ちに動かす。 

入力でさる文字は左記のメモの通りです。 

最大8文字まで入力することびでさます。 


6 感入力を終了する。 

「 END 」 び点滅します。 


メモ 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 
0123456789(スぺース） 

! "#$〇/〇&'()*+, -./:;<=>?◎[ \ r _、{ l } 〜 

•(スぺース） 



もう一度 ENTER ボタンを巧し、入力した名前を確 
定する。 


に omplete 」 と表 7 j \ され Remote Setup メ 
ニューの表示画面に戻ります。別のボタンのラ 
ベ J レわ変更するときは手順2〜7を繰り返して 
ください。 



「 Exit 」 を選んでミ夫定する。 

IJ モートセットアップモードび終了して、 IJ モ 
コンび通常の状態になります。 


リモコンの明るを調整（リモコンライト) 


IJ モコンライトの明るさを3段階で調整することびできます。 



2-4 


REMOTE リモートセットアップモードにする。 

SETUP 

IJ モコンのディスプレイにに ETUP 」 インジ 
ケ-夕-と Remote Setup メこユ-び表示さ 
3秒間 れます。 

押し続ける 



ru 呂 ht 」 を選んでミ夫定する。 

IJ モコンのディスプレイにく UGHT > high び表 
示されます。 



「 High 」、「 Low 」、「 OFF 」 または r * Exit *」 を選 
んで決定する。 

「 High 」 ： IJ モコンライトをより明るくします。 
「 Low 」 ：リモコンライトを通常の明るさにします。 
「日 ff 」 ：ボタンを押したときのバックライトも含め 
U モコンライトは一切光りません。 

「 Exit 」 ： IJ モコンの明るさ調整を終了します。 


Remote Setup メニューの表示画面に戻ります。 


■J 

モ 

ン 



「 Exit 」 を選んで決定する。 

IJ モートセットアップモードび終了して、 IJ モ 
コンび通常の状態になります。 


本 •工場出荷時の設定は 「 Low 」 です。 

-調整は部屋を暗くした状態で行ってください。 
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リモコンの便利な機能 


リモコンの設定ク U ア 


本機の IJ モコンのプ IJ セット、マルチオペレーション設定などをク IJ アする方法について説明します。 


メモ 


- ] 分間放置すると IJ モコンのディスプレイは自動的に消えますび、いずれかのボタンを押すとその 
続さから設定び再開されます。 

. IJ モートセットアップモードを解除したいときは 、 REMOTE SETUP ボタンを押してください。 

. IJ モートセットアップモードを解除しないと、 I 」モコンで本機や他機器を操作することびできません。 



2.3 


REMOTE 

SETUP 


參 


リモートセットアップモードにする。 

IJ モコンのディスプレイにに ETUP 」 インジ 
ケーターと Remote Setup メニューび表示さ 


3秒間 れます。 


押し続ける 



に1巨3「」を選んで決定する。 


IJ モコンのディスプレイに < CLEAR > び表示さ 
れます。 



リモコンの設定を解除したい項目を選ぶ 

「Learning Clear 」 ： 「 Leamin 呂セットアップ 
モード」（一 EH ) で登録した IJ モコンコード 
の設定をク IJ アします（ボタン]つ）。 


「KeyLabel Clear 」 ：「キーラベル」（一因励）に 


よって変更されたラベル（ボタンマーク）をク IJ 


アします（ボタン]つ）。 

「All Clear 」： 區固〜固 m で行った IJ モコンに 
関する全ての設定をク IJ アし、工場出荷時のメ 


モ IJ 内容に戻します。 


「Learning Clear 」 を選んでミ夫定する。 

「Select Function 」 ぴ点滅します。 

次ページの手順4へお進みください。 


「KeyLabel Clear 」 を選んで決定ずる。 

[Select Function 」 び点滅します。 

手順4へお進みください。 


「All Clear 」 を選んでミ夫定する。 

「 < CLEAR ?> YESJ び表示されます。 

手順6へお進みください。 

r * Exit *」 を選んでミ夫定する。 

IJ モコンの設定ク IJ アを終了します。 

Remote Setup メニューの表示画面に戻ります。 
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リモコンの便利な機能 
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6-7 


4 


『肌 D/Sj] 『撃可 ffv 目な /1 trvcoNil 

MULTI CONTROL I 
『VC の !] PlDEOl) II CD~1 



設定をクリアしたいボタンの 
ある他機器操作ボタンを選択 
する。 

["Select Key 」 び点滅します。 


SOURCE TV 

曇)© 


DIIVIMER LOUDNESS TONE EFFEC 

SIGNAL SEL DMA BASS/TR 比 LE 「 + 

VIDEO SEL HI-BIT +10 

風⑩⑩ < 

0 DIRECT ACCESS SEAP 

SYSTEM SETUF 


的己 

国 

BS7 

国 



! EXIT 


|SUB title|] 

BS11 

画 

CHANNEL+ 

□ 函 


設定をクリアしたい操作ボタンを 
巧す。 

レ : CLEAR ? > 丫 es 」 び表示されま 
す。 


手順4で TV CONT を選択した場合 
のみ TV CONTROL ボタンの設定を 
ク IJ アすることびでさます。 


TV CONTROL — 
ボタン 


0™^ 

tvvol I +〕] 

TVCH 

[ Ljo . 


6 



「 Yes 」 か 「 No 」 か r * Exit *」 を選んで決定する。 

「 Yes 」 ：設定をク IJ アし、 IJ モコンの設定ク IJ 
アを終了します。 

「 No 」： 設定のク IJ アを中止し、 IJ モコンの設 
定ク IJ アを終了します。 

「* Exit *」 ：設定のク IJ アを中止し、 IJ モコン 
の設定ク IJ アを終了します 。 Remote Setup 
メニューの表示画面に戻ります。 



「 Exit 」 を選んでミ夫定する。 

IJ モートセットアップモードび終了して、 IJ モ 
コンび通常の状態になります。 


■J 

モ 

ン 
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System Setup の使いこなし 


システムセットアップの設定頃目一覧 


システムセツトアップにするためにはまず IJ モコンをじ(下の順番で押してからじ(下の表をご覧ください。 


, 

[AMP 1 



② 


SYSTEM SETUP 




を巧ずと、ずべての設定 
状態を解除し通常状態に戻りまず。 


r 

System Setup -^ 1 .Surround Setup - - Suit 日 ack System (一 L £ J 2 i |) 


(システムセツトアップ） （サラウンドセツトアップ） （サラウンドバックシステムの設定) 



— Auto Setting Eijy ) 

(オートサラウンドセットアップ） 

— Quick (一因 H ) 

— 2 .THX CINEMA Setup (簡単設定） 

(■►卿） 

— Normal (一 1211 ) 

(サラウンドの設定） 

— Speaker Setting (一 l £ El ) 
(スピーカーシステムの設定） 



1.Surround Setup 


[Auto Setting 
[Quick 
[Normal 
[Expert 
[Exit 


— 3 .Input Assign 
(入力に関する設定) 


3.Input Assign 


[Component-In Select ] 
[Exit] 


一 Digital-In Select 

(- ►EU) 

(デジタル入力の設定） 
— Component-In Select 

(- ►EH) 

(コンポーネントビデオ 
入力の設定） 


— Channel Level EM | ) 
(スピーカー出カレべレの設定) 

— Channel Delay (一 ) 
(スピーカーまでの距離の設定) 

Expert Setup (一 幽） 

(エキスパートサラウンド設定） 


— Crossover Network 03 ) 
(ク□スオーノ く一周波数の設定） 

— Fine Channel Level (一 ESI ) 
(スピーカー出カレベルの 
細やかな設定） 


4 .Function Rename (一 EIZi |) 
(入カファンクシヨン表示の設定） 


DVD/LD 

[DVD/LD ] 

TV/SAT 

[TV/SAT ] 

► VCR1/DVR 

[|VCR1/DVR I 

VCR2 

[VCR2 ] 

VIDEO 

[VIDEO ] 

PHONO/LINE 

[PHONO ] 

CD 

[ CD ] 

CD-R/TAPE1 

[CDR/TAPE1] 

MD/TAPE2 

[MD/TAPE2 ] 

USB 

[ USB ] 

[Exit ] 



己. PHONO/UNE Setup (一 回3 ) 
( PH 日 N 日/ LINE 端テの切り換え設定) 


— Fine Channel Delay I 一 SSI ) 
(スピーカーまでの距離の 
細やかな設定） 

— Acoustic Cal EQ (一 卿） 
(視聴環境の周波数特性の補正） 

— Bass Peak Level (一 Em ) 

(超低域音声のピークレベル設定) 

一 D-Range Control EE 1) 




5.PHONO/LINE Setup 



[Exit ] 


(ダイナミックレンジコント□一 
) レの設定） 






















































System Setup の使いこなし 


THX CINEMA Setup 


ここでは 2 ch ソースを THX CINEMA モードで再生したとさのマト ij クス-サラウンド-デコードち法を選択し 
ます。選択できるデコードち法は 「[ XlPR 日 LOGIC II MOVIE」、「□□PRO LOGIC J .「 Neo : 目 CINEMA 」 の 3 つ 
です。それぞれのモードの詳しい説明は rU スニングモードの種類と効果」の MOVIE モード(■►固固 ） をご覧く 
ださい。 2 ch ソースを THX CINEMA モードで再生すると、ここで選んだマト U クス•サラウンド•デコードび 
された後 、 THX CINEMA 処理を行います。 


SIGNAL SEL DNR BASS/TREBl£ r ■ 

◎ ® 夕 
VIDEO SEL MI-BIT +10 し — 」〇旧 C 

SEARCH MODE 

SYSTEM SETl'^ 



cp 
にし b 

画 m 函 j 

1 〜 3 


▲ ▼ボタンで項目 
の還択、変更を行 
い ENTER ボタン 
でミ夫定します。 



似下は OSD 画面(テレビ画面)です 


System Setup 
[1.Surround Setup 


[3. Input Assian 
[4. Function Rename 
[5. PHONO/LINE Setup 
[Exit 


2 


.THX CINEMA Setup 


[PRO LOGIC ] 

[Neo:6 CINEMA ] 

[Exit ] 


3 


2. THX CINEMA Setup 


[PRO LOGIC ] 

[Neo:6 CINEMA ] 

► [ Exit ] 


IJ モコンのボタンを下の順番で巧してか5手順1へお進 
み < ださい。 


① 


[amS] 


(2) SYSTEM SETUP 
(^ EN ^ 


1[2 .THX CINEMA Setup ] を選んでミ夫定する。 

THX CINEMA Setup の設定画面になります。 

2 2 ch ソース再生時に THX CINEMA モードにしたときの 
デコード方法を選んで決定する。 

選択でさるモードについては上記をご覧ください。 
設定されたシステムび反転したまま [ Exit ] び自動で選択さ 
れます。 

3 [ Exit ] を決定する。 

THX CINEMA Setup を終了します。 

次ぺージの 「Input Assi 呂 n 」 に進みます。この場合、74 
ページ手順2へ進みます。 

System Setup を終了するときは、を押します。 


使いこなし 
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System Setup の使いこなし 


Input Assign (入力に関する設定) 

Digital-In Select (デジタル入力の設定） 


デジタル入力端子 (DIGITAL の〜のと □□ RF IN ) に接続したデジタル機器 
び、工場出荷時の設定(ち表)と異なるとさに設定します。 □□ RFIN 入力は 
LD プレーヤーや DVD / LD プレーヤーの □□ RF 端テに対応します。 

• Di 呂 ital -1 〜4には [ TUNER ]、[ PHONO / LINE ]. [ VIDE 日]、 [ USB ] を選ぶ 
ことびでさません。 

• UURf IN には [ TUNER ]、[ PHONO / LINE ]、[ VIDE 日]、 [ CD ]、[ CD - R ]、 
[ MD ]、[ USB ] を選ぶことびできません。 

乂モエ場出荷時の各入力端テの設定はちの図の通りです。 


IN の 

TV/SAT 

IN 回 

CD-R 

IN 团 

DVD/LD 

IN 团 

CD 

□□RF 

IN 

DVD/LD 


74 


▲ ▼ボタンで項目 
の還択、変更を行 
し、 ENTER ボタン 
でミ夫定します。 

1 〜 6 。立 

1〜6 



SIGNAL SEL DNR BASS/TREBLE r + -j 

◎ ◎み 

VIDEO SEL HI-BIT +10 し了〇にじ 

CD 

SEARCH MODE 

SYSTEM 刷グ尸 、…… 



画 I 


似下は OSD 画面(テレビ画面)です 



2 



リモコンのボタンを下の順番で巧してか 5 手順 1 へお進 
み < ださい。 


① 


AMP 


(2) SYSTEM SETUP 


1 [ S.Input Assi 呂 n ] を選択してミ夫定する。 

入力に関する設定のメニュー画面になります。 


2 [1. Digital-In Select ] を選択してミ夫定する。 

デジタル入力の設定になります。 

3 変更したい入力を選択してミ夫定する。 

例えば Digital -2 をに D - R / TAPE 1] から [ DVD / LD ] に変更 
したいときは Digital -2 を選びます。 

4 手順 3 で選んだ入力を変更してミ夫定する。 

例えば Digital -2 をに D - R / TAPE 1] から [ DVD / LD ] に変更 
したいときは [ DVD / LD ] を選びます。 

5 他にも工場出荷時の設定ではない接続を行い、入力の変更 
が必要な場合は、手順 3 と 4 を繰り返します。 

6 [ Exit ] を選択して決定する。 

デジタル入力の設定を終了します。 

次ぺージのに omponent-ln Select 」 に進みます。この場 
合、75ぺージ手順2へ進みます。 

System Setup を終了するときは、を押します。 



ご^メモ Di 呂 ital -1 〜4で、同じ入力を選択することはできませ 
ん。同じ入力を選択した場合は、元に設定されていた 
入力び日 FF に切り換わります。 

































































System Setup の使いこなし 




■]n1«I«]iT=Tiig[i>*ra[=Tiil 


ンポーネントビデオ入力の設定） 


COMPONENT VIDEO 入力端テ(コンポーネントまたは D 端子)に接続した映像機器び工場出荷時の設定と異な 
るときにこの設定を行います。 

•選択できる入力は [ DVD / LD ]、[ TV / SAT ]、[ VCR ]]、 

[ VCR 2]、 [日 R =] (映像信号を出力しません)です。 


メモ 工場出荷時の各入力端テの設定はちの図の通りです。 


IN の 

DVD/LD 

IN 回 

TV/SAT 


SIGNAL SEL DNR BASS/TREBl£ r + -j 

VIDEO SEL HI-BIT +10 DISC 

<^p) 

T ：.— 巧 SEARCH MODE 
SYSTEM — r … 

に白 . 

函 1^0 函 j 

1 


▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
し、 ENTER ボタン 
でミ夫定します。 


〇 



1 U 下は OSD 画面（テレビ画面)です 



2 


3 


3.Input Assian 


[Digital-In Select 




Component-In Select 

►Component-1 r i>i,"7 …】 1 
Component-2 [ TV/SAT ] 


ij モコンのボタンを下の順番で巧してか5手順1へお進 
み < ださい。 


① 


[amp ) 


(2) SYSTEM SETUP 



1 [ S.Input Assi 呂 n ] を選択してミ夫定ずる。 

入力に関する設定のメニュー画面になります。 

2 に omponent-ln Select ] を選択してミ夫定する。 

コンポーネントビデオ入力の設定になります。 

3 変更したい入力を選択してミ夫定する。 

例えば Component -1 を [ DVD / LD ] から [ VCR 1] に変更し 
たいときは Component -1 を選びます。 

4 手順 3 で選んだ入力を変更してミ夫定する。 

例えば Component - l を [ DVD / LD ] から [ VCR 1] に変更し 
たいときは [VCR ]] を選びます。 

5 他にも入力の変更を行う場合は、手順 3 と 4 を繰り返しま 
す。 

6 [ Exi 口を選択してミ夫定する。 

コンポーネントビデオ入力の設定を終了します。 

7 もう一度 [ Exit ] を選択してミ夫定ずる。 

入力に関する設定を終了します。 

次ぺージの 「Function Rename 」 に進みます。この場合、 

7目ぺージ手順2へ進みます。 

System Setup を終了するときは、を押します。 

メモ 

• Component -] 〜2で、同じ入力を選択することはできませ 
ん。同じ入力を選んだとさは、先に設定されていた入力び日 FF 
に切り換わります。 

-コンポーネントや D 端テから入力された信号は S ビデオ出力端 
テ、コンポジット出力端子には出力されません。 


使いこなし 
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System Setup の使いこなし 


Function Rename ( 入カフアンクシヨン表巧の設定 ) 


フ□ントパネルディスプレイに表示される入カファンクシヨン名を変更することびできます。例えば VCR ] / 
DVR の入力端テに DVR を接続したとさ、ディスプレイ表示を接続した機種の型番などに変更でさる便利な機能 
です。各入カファンクシヨンごとに接続された機器の名称やメーカー名などを入力すれば、どこの入カファンク 
シヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単に確認することびでさます。設定は IJ モコン、本体のどちらで 
ちでさますび、この操作は本体のマルチジョグを使用したちび容易なため、下記の手順は本体での操作を中むに 
説明します。 



3 入力する文字を選んでミ夫定する。 



入力でさる文字は_1^(下の通りです。 


ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 

0123456789 

! "#$〇/〇&'()*+,-./:;く=>?@[ \ r _{ l }( スぺ-ス） 


VIDEOSEL HI-BIT +10 レ —"* DISC 

SEARCH MODE 



的 7 l|s BS11 

画 ElO 画 

CHANNEL- 、 

•… 1 の ■ で ) It ►►Til 



4 手順 3 を繰り返して入カフアンクシヨン名を入 
力する。 



本体の SET UP ボタンを巧してか！5手順1へお 
進みください。 

SET UP 



5 ENTER ボタンを最後まで巧して入カフアン 
クシヨン名を決定する。 



1 「 FunctionRename 」 を選んで決定する。 



入カフアンクシヨン表示の設定画面になりま 
す。 

2 名前を変更したいファンクシヨンを選択して 
ミ夫定ずる。 



文字入力画面になります。アンダーバーび点滅 
します。（文字入力位置びスペースのとさはア 
ンダーバーび、文字のとさは文字び点滅しま 
す。） 


6 他にも名前を変更したい入カフアンクシヨン 
びある場合は、手順2〜己を繰り返します。 

7 Exit を選択して決定ずる。 

入カフアンクシヨン表示の設定を終了しま 
す。 

次ぺージの! " PH 日 N 日 / LINE Setup 」 に進みま 
す。この場合、77ページ手順2へ進みます。 

System Setup を終了するときは、^ 
押します。 

メモ 

• RETURN ボタンを押すと、文字入力位置を]つ前 
に戻すことびでさます。 
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System Setup の使いこなし 


PHONO/LINE Set 叩 （ PHONO/UNE 端子の切り換え設定 ) 


本機 iJ アパネルの PHON 日/ LINE IN 端テを PH 日 N 日端テとして使うか、 LINE 端テとして使うかを選択すること 
びできます。じ(下の設定で PHON 日に設定したときは PHONO/UNE IN 端テにはフオノイコライヴーを内蔵し 
ていないレコードプレーヤーを接続し、 LINE に設定したときはフオノイコライヴー内蔵のレコードプレーヤー 
またはその他のオーディオ機器を接続してください。 


SIGNAL SEL DNR BASS/TREBl£ r + -I 

VIDEO SEL HI-BIT +10 し旧 C 

search mode 

嘗 

(^5) L lJ 

的 7 Is 肪 11 

画にり画 

CH 凸 NNEl_- 


▲ ▼ボタンで項目 
の還択、変更を行 
し、 ENTER ボタン 
でミ夫定します。 



1〜4 


〇 



下は OSD 画面(テレビ画面)です 




3 


5.PH0N0/LINE Setup 


[LINE 
► [Exit 


リモコンのボタンを下の順番で巧してか5手順1へお進 
み < ださい。 


① 


AMP || 


(2) SYSTEM SETUP 
(^EN^ 


1[日. PHONO/UNE Setup ] を選んで決定する。 

THX CINEMA Setup の設定画面になります。 

2 [ PHONO ] または [ LINE ] のどち！5かを選んで決定す 
る。 

それぞれの説明は上記をご覧ください。 

選択された設定び反転したまま [ Exit ] び自動で選択されま 
す。 

3 [ Exit ] を決定する。 

PHON 日/ LINE 端テの切り換え設定を終了します。 

4 もう一度 [ Exit ] を選んで決定する。 

System Setup を終了します。 

為^ 乂モ 

-工場出荷時は PHON 日に設定されています。 


使いこなし 
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System Setup の使いこなし 


ExpertSetup ( エキスパートサラウンド設定 ) 


エキスパートサラウンド設定はより深くサラウンドを楽しみたいちのための設定です。必ず行わなければなら 
ない設定ではありませんび、「才ートセットアッスや 「 Normal (サラウンドの基本設定)」で設定された値をより 
お好みに合わせるのに便利な設定です。ここでの設定を行う前にオートセットアップによる設定を行うことお 
すすめします(■►「ホームシアター入門 step 2」 固四〜固回）。 


■操作を行う前には必ず本機の主電源ボタンを ON (—) にしてくださし、。 


設定頃目の選択 



2 


3 


4-5 

RETURN 

ボタン 


1 AMP 本機の電源を入れ、テレビの電源ら入れる。 

© テレビは本機の出力映像び表示されるようにし 
ておさます。 

2 IJ モコンをアンプ操作モードにする。 

3 システムセットアップにする。 

テレビ画面にセジトアジプメこ^-び表示され 
ます。 


4-5 づ RETURN ボタン 






ををが 




圖 S 

□ a lb 


T □ 


1 

」 ( 



0 

曇で 

■ 

〇 "〇" 6 〇 〇 

〇 〇 〇 6 • 


[ 1 I 


1 U 下は OSD 画面(テレビ画面)です 




Expert 


[Fine Channel Level ] 
[Fine Channel Delay ] 
[Acoustic Cal EQ ] 
[Bass Peak Level ] 
[D-Range Control ] 



o 


O 



[1. SurroundSetup ] を選んで ENTER ボタン 
でミ夫定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 



[ Expert ] を選んで ENTER ボタンで決定する。 

エキスパートサラウンド設定のメニュー画面に 
なります。 


に rossoverNetworkK 一回国）： 

オートセットアップでノ」 v ( SMALL ) に設定されたスピー 
カーびあるとさ、何り？_1^(下の低音域を他のスピーカーで 
再生するのかを設定します。 

[Fine Channel Level ] (一 幽 ） ： 

オートセットアップで設定されたチヤンネルレベルをよ 
り細やかに調整します。 

[Fine Channel Delay ] (一 回 SI ) : 

オートセットアップで設定されたチヤンネルディレイを 
より細やかに調整します。 

[Acoustic Cal EQ ] (一 EMI ) : 

オートセットアップで設定された視聴環境の周波数特性 
の補正をより細やかに調整したり、調整した値を保存し 
たりします。 

[Bass Peak Level ] (一 ) : 

LFE チヤンネルのピークレベルを設定します。 

[ D-Range Control ] EEJ ) : 

ダイナミックレンジをどの程度圧縮するかを設定しま 


6 7 9ぺージ〜8 7ページに記載されている各項目の手順に 

従って設定を行う。 

この場合、各項目の手順2へお進みください。 









































































System Setup の使いこなし 


Crossover Network ( クロスオーパー周液数の設定） 


「スピーカーシステムの設定」でル ( SMALL ) に設定されたスピーカーびあるとき、何り？_1^(下の低音域を他のス 
ピーカーで再生するのかを設定します。 


SIGNAL SEL DNR BASS JREBlf r + -l 

◎ ® 

VIDEO SEL HI-BIT +10^~^^ISC 

<^P) €1T> 

SEARCH MODE 

SYSTEM SETl'^ — GUIDE 

/ パ \ \\CK 



▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
い ENTER ボタン 
でミ夫定しまず。 


1〜5 


〇 



似下は OSD 画面（テレビ画面)です 



4 


Crossover Network 


[ 80Hz] 
[100Hz] 
[150Hz] 
[200Hz] 
[Exit ] 
(THX Speaker = 80Hz) 


ここか 5 読む場合は、リモコンのボタンを liTF の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 

① 


〔AMP 


(2) SYSTEM SETUP 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Expe け]を選択してミ夫定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 に rossover Network ] を選択してミ夫定ずる。 

ク□スオーバー周波数の設定になります。 


4 


他のスピーカーで再生する低音域を何 Hzm 下にするか 
を選択してミ夫定する。 

例えば、[已日 Hz ] を選択すると、已日り？_1^(下の低音域び他 
のスピーカーで再生されます。 

選択された設定び反転したまま [ Exit ] び自動で選択されま 
す。 


5 [ Exit ] を決定する。 

ク□スオーバー周波数の設定を終了します。 

次ぺージの 「Fine Channel Level 」 に進みます。 
この場合、8日ぺージ手順3へ進みます。 


メモ 


5 


Crossover Network 


[ 80Hz] 
[100Hz] 
[150Hz] 
[200Hz] 
► [Exit ] 
(THX Speaker = 80Hz) 


工場出荷時は 8 日 Hz に設定されています。 

それぞれのスピーカーの性能によりますび、全て小さいスピー 
カーを使用している場合は2日日 Hz に設定することをお勧めし 
ます。 


使いこなし 
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Expert 


[Crossover Network 


[Fine Channel Delay 


[Acoustic Cal EQ 


[Bass Peak Level 


[D-Range Control 


[Exit 




「才ートセットアッスや 「Normal (サラウンドの基本設定)」で設定されたスピーカー出カレベルをより厳密に 
合わせたいとさにこの設定を行います。ここでの設定では、フ□ント左スピーカーを基準としてその他のチヤ 
ンネルレベルを調整します。選択したチヤンネルとそのチヤンネルに対して最も最適と思われるもラ] つの 
チヤンネルからテスト I -ーンび再生されますので、そのテスト I -ーンどうしび同じ大ささに聞こえるように調 
整します。フ□ント左スピーカーは調整の基準となるスピーカーのため調整することはでさません。 


SIGNAL SEL 0NR B 凸 SS/JREBLE r + -1 — 
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SEARCH MODE 
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▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
い ENTER ボタン 
でミ夫定します。 / 

が 


1 


〇 


ここか5読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 

① 


([amp I 


(2) SYSTEM SETUP 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Expert ] を選択して決定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 [FineChannel Level ] を選択して決定する。 

スピーカー出カレベルの細やかな設定になります。 


4 調整したいスピーカーのチヤンネルを選択して決定する。 

選択したチヤンネルとそのチヤンネルに対して最ち最適と 
思われるちう]つのチヤンネルからテスト!-ーンび再生さ 
れます。 

〜ご注意〜 

テストトーンは大きな音で再生されまず。 MASTER VOLUME 
は自動的に OdB になり、数秒後にテストトーンが再生されまず。 


5 チヤンネルレベルを調整して決定する。 

-1 日 d 巨から+ ] 日 d 巨の範囲内において0.已 dB 間隔で調整 
することびでさます。 

調整ち法については上記の説明をご覧ください。 

決定すると自動的に次のチヤンネレび選ばれ、そのチヤン 
ネルからテスト I -ーンび出力されます。 

0 それぞれのチャンネルに手順4〜己を繰り返し、全ての 
チャンネルレベルを調整した！5 [ Exit ] を選びます。 


7 [Exi 口をミ夫定する。 

スピーカー出カレベルの細やかな設定を終了します。 

次ぺージの 「Fine Channel Delay 」 に進みます。この場 
合、81ぺージ手順3へ進みます。 


System Setup の使いこなし 


Fine Channel Level ( スピーカー出カレベルの細やかな設定 ) 


下は OSD 画面(テレビ画面)です 
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System Setup の使いこなし 


ます。 

7 それぞれのチヤンネルに手順日〜目を繰り返し、全ての 
チヤンネルレベルを調整した！5 [ Exit ] を選びます。 

8 [ Exit ] を決定する。 

スピーカーまでの距離の細やかな設定を終了します。 

次ぺージの 「Acoustic Cal EQ 」 に進みます。この場合、 
82ぺージ手順3へ進みます。 


5 


けートセツトアツスや 「 Normal (サラウンドの基本設定)」で設定されたス 
ピーカーまでの距離をより厳密に合わせたいとさにこの設定を行います。ここ 
での設定では、選択したチヤンネルとそのチヤンネルに対して最ち最適と思わ 
れるちラ]つのチヤンネルからテスト I ンび再生されます。その2つのス 
ピーカーに対してち図のように立ち、2つのテストトーンの聞こえるポイント 
び真ん中になるように調整します。なお、 サブ ウーファーは、この方法でディ 
レイ値を合わせるのび困難です。この場合は、テスト信号を出しなびら距離の値を動かし、視聴ポイントでテ 
スト信号の音量び最ち大さくなるように調整してください。 


W 


SIGNAL SEL DNR BASS/TREBl£ r + -j 

VIDEO SEL HI-BIT +10 DISC 

SEARCH MODE 

SYSTEM SETl'^ 
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▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
い ENTER ボタン 
でミ夫定します。 


ここか！5読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 

(1) (2) SYSTEM SETUP 


1〜8 





□ 



r 岩：ご苦 s] 置 s 进 — , 

) I 〇 〇| 0 0 0 0 0 
# o ' 6 "〇" 〇 6 • 
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4 


-ine Channel Delay 
Front 0 fMliOl 


AMP l| 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Expert ] を選択して決定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 [FineChannel Delay ] を選択してミ夫定する。 

スピーカーまでの 距離の細やかな設定になります。 

4 Front L チヤンネルのスピーカーまでの距離を調整してミ夫 
定する。 

iU 前に設定された値び表示されます。 

5 調整したいスピーカーのチヤンネルを選択して決定する。 

選択したチヤンネルのスピーカーとちラ]つのスピーカー 
からテス h I -ーンび出力されます。 

6 スピーカーまでの距離を調整して決定する。 

0.1 m から 9 m の範囲内において 0. ] m 間隔で設定でさます。 
調整ち法については上記の説明をご覧ください。 

決定すると自動的に次のチヤンネ>1レび選ばれ、そのチヤン 
ネルとちう]つのチヤンネルからテスト I -ーンび出力され 



杉下は 0SD 画面(テレビ画面)です 


Fine Channel Delay ( スピーカーまでの距離の細やかな設定 ) 
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System Setup の使いこなし 


Acoustic Cal EQ ( 視聴環境の周液数特化の補正 ) 


視聴環境の I -ータルな周波数特性を補正(均一化）します。補正カーブには [ALL CH ADJUST ] と [FRONT 
ALIGN ] の2種類びあり、マイクを用いたオートサラウンドセットアップ(■►回！！）により、補正カーブをすべ 
て自動で調整します。それぞれの内容については「アコースティックキヤ IJ ブレーシヨン EQ の日 N / OFF 」 

(-►區固）をご覧ください。 

ここでは [DATA COPY ] 機能を使うことで、オートサラウンドセットアップ (一 固匹！）により自動調整された2 
種類の補正カーブをに UST 日 Ml ]、 に UST 日 M 2] として保をすることびでさ、お好みで調整することびでさま 
す。調整し直したいとさは • lU 下の「自動調整された補正カーブを手動で調整する」をご覧ください。 


自動調整をれた補正カーブを手動で調整する 

あらかじめ、オートサラウンドセットアップ(■►固四）を行い、補正カーブを自動で調整しておいてください。 
ここではすでに調整されている [ALL CH ADJUST ] または [FRONT ALIGN ] の補正力ーブをに UST 日 M ]] また 
はに UST 日 M 2] に保をした後その補正カーブを手動で調整するち法を説明します。 


SIGNAL SEL DNR BASS/TREBLE p + -1 
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▲ ▼ボタンで項目 
の還択、変更を行 
い ENTER ボタン 
でミ夫定します。 / 

か 


1〜18 



下は OSD 画面(テレビ画面)です 


ここか5読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 


① 


[am 。 


(2) SYSTEM SETUP 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 [ Expert ] を選択してミ夫定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 [Acoustic Cal EQ ] を選択してミ夫定する。 

視聴環境の周波数特性の補正になります。 

4 [DATA COPY ] を選んでミ夫定する。 

rcUST 日 M 1」またはに UST 0 M 2」 のどちらに保存するか 
を選択する画面になります。 


Expert 


[Crossover Network 


[Fine Channel Level 


[Fine Channel Delay 




[Bass Peak Level 


[D-Range Control 
[Exit 




4 


Acoustic Cal EQ 

[CUST0M1 ADJUST ] 
[CUST0M2 ADJUST ] 
► 絹,み】ぶ J ] 

[DATA CHECK ] 
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System Setup の使いこなし 


5 



8 


Acoustic Cal EQ 


► r wM け】加歴 

[CUST0M2 ADJUST 
[DATA COPY 
[DATA CHECK 
[Exit 


9 



10 


抓は [ALL CH ADJUST ] 
を選択したとさの日 SD です 

ALL CH ADJUST 
[Front 0^EQ] 


Front 0 EQ] 
Surround Q EQ] 
SurrBack 0 EQ] 
SurrBack Q EQ] 
Surround 〇 EQ] 
Exit ] 


11 


12 


5 「 CUSTOMl 」 または rCUST 0 M 2」 のどち 5 かを選ん 
でミ夫定する。 


6 


[ALL CH ADJUST ] または [FRONT ALIGN ] を選択し 
て決定する。 

手順己で選んだに UST 日 M ] に手順目で選んだ補正力ーブび 
保をされます。 [ N 日 T DATA COP 丫]を選択して決定する 
と [DATA COP 丫]モードを終了します。 


/ [ Exit ] を選んでミ夫定する。 

[DATA COPY ] モードび終了します。 

8 [CUSTOM 1 ADJUST ] またはに UST 0 M 2 
ADJUST ] を選んでミ夫定する。 

この場合、手順已で選んだに UST 日 M ] を選んでください。 


9 


[ALL CH ADJUST ] または [FRONT ALIGN ] を選択し 
てミ夫定する。 

テスト I -ーンび出力されます。 

〜ごミ主意〜 

テストトーンは大きな音で再生されまず 。 MASTER VOLUME 
は自動的に0犯になり、数秒後にテストトーンが再生されまず。 

[ALL CH ADJUST ] :サブウーファーを除いたすべての 
スピーカーの 補正 

[FRONT ALIGN ] :フ□ントスピーカーの特性に合わせた 
補正 


10 調整したいチヤンネルを選択して決定する。 

手順9で [FRONT ALIGN ] を選択したとさは FRONT 因回 
を選択することはでさません。 


11手順10で選んだチャンネルの調整したい帯域を選択して 
ミ夫定する。 

「スピーカーシステムの設定」で SMALL (ル）に設定された 
チャンネルは目 3 Hz を選択することはでさません。 

12 帯域を調整して決定する。 

-目服から+目服の範囲内において0.已服間隔で調整する 
ことびでをます。 

調整中に 「 OVER 」 びディスプレイに表示されたときは、そ 
の帯域または他の帯域のレベルび高すざるので、 「 OVER 」 
表示び消えるまで、さまざまな帯域のレベルを下げて<だ 
さい。 

決定すると自動的に次の帯域び選ばれます。 


Center EQ 

► 63Hz 
125Hz 
250Hz 
4 kHz 
11.3 kHz 
TRIM 
[Exit] 


EQ DATA COPY 


► CUST0M1 

[NOT DATA COPY ] 
CUST0M2 

[ALL CH ADJUST] 

[Exit] 


似下は OSD 画面（テレビ画面)でず 


Center EQ 



► 63Hz 

[四 

圏 

125Hz 

[+2. 

5dB] 

250Hz 

[-4. 

OdB] 

4 kHz 

[-5. 

5dB] 

11,3 kHz 

[+0. 

5dB] 

TRIM 

[Exit] 

[+0. 

OdB] 


使いこなし 


5 5 0 5 5 0 
19-4500 
+ +--+ + 
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System Setup の使いこなし 


似下は OSD 画面(テレビ画面)でず] 

14 


15 


18 


ALL CH ADJUST 

[Front 0 EQ] 
[Center EQ] 
[Front 0 EQ] 
[Surround G EQ] 
[SurrBack G EQ] 
[SurrBack Q EQ] 
[Surround 〇 EQ] 


Center EQ 


63Hz 

[+2. OdB] 

125Hz 

[+2. 5dB] 

250Hz 

[-4. OdB] 

4 kHz 

[-5. 5dB] 

11.3 kHz 

[+0. 5dB] 

TRIM 

► [asi] 

[+0. OdB] 


Center EQ 



63Hz [ 

+2- 

OdB] 

125Hz [ 

+2. 

5dB] 

250Hz [ 

:-4. 

OdB] 

4 kHz [ 

: -5. 

5dB] 

11.3 kHz [ 

: +0. 

5dB] 

► TRIM [ 

[Exit] 

田 

liTHlI 


13 それぞれの帯域に手順 11 〜 12 を繰り返し、全ての帯域を 
調整します。 

14 「 TRIM 」 を選択してミ夫定する。 

TRIM ではそれぞれの帯域を調整することで、変わってし 
まつたそのチヤンネルレべ;!レの全体的なバランスを調整し 
ます。 


15 「 TRIM 」 を調整して決定する。 

-目服から+目服の範囲内において0.已服間隔で調整する 
ことびでさます。 

決定すると自動的に [Exi 口び選ばれます。 


16 [ Exit ] をミ夫定ずる。 

決定すると自動的に次のチャンネルび選ばれます。 

17 それぞれのチャンネルに手順10〜1目を繰り返し、全ての 
チャンネルを調整します。 

18 [ Exit ] を選んでミ夫定する。 

[CUSTOM ADJUST ] モードを終了します。 

続けて [DATA CHECK ] を行うときは、次ページの「自動 
調整された補正カーブを確認する」に進みます。この場 
合、手順4へ進みます。 

視聴環境の周波数特性の補正を終了したいとさは、ち5— 
度 [ Exit ] を選んでミ夫定します。次ぺージの 「Bass Peak 
Level 」 に進みます。この場合、8目ぺージ手順3へ進みま 
す。 
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自動調整された補正カーブを確認する 


System Setup の使いこなし 


才ートサラウンドセットアップ(一固匹！ ） にて設定された 、 [ALL CH AD 」 UST ] または [FRONT ALIGN ] の補 
正カーブを確認することびでさます。 
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▲ ▼ボタンで項目' 
の選択、変更を行 
い ENTER ボタン 
でミ夫定します。 , 
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ここか5読む場合は、リモコンのボタンを JiTF の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 


①パ 


1〜10 



杉下は OSD 画面（テレビ画面)です 


4 


Acoustic Cal EQ 

[CUSTOM1ADJUST] 
[CUSTOM2 ADJUST ] 
[DATA COPY _ ] 

] 




[AMP H 


② SYSTEM 5 口 UP 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Expe け]を選択して決定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 [Acoustic Cal EQ ] を選択して決定する。 

視聴環境の周波数特性の補正になります。 


4 [DATA CHECK ] を選んでミ夫定する。 

[ALL CH AD 」 UST ] または [FRONT ALIGN ] のどちらを 
確認するか選択する画面になります。 

5 [ALL CH ADJUST ] または [FRONT ALIGN ] を選択し 
てミ夫定する。 

6 確認したいチャンネルを選択して決定する。 

そのチャンネルの周波数帯域の設定値び表示されますの 
で、確認します。 

手順己で [FRONT ALIGN ] を選択したとさは FRONT 因回 
を確認することはでさません。 

7 確認が終了 したら [ Exit ] を選んでミ夫定する。 

決定すると自動的に次のチャンネルび選ばれます。 

8 それぞれのチャンネルに手順目〜7を繰り返し、全ての 
チャンネルを確認します。 

9 全てのチャンネルの確認び終了 したら [ Exit ] を選んでミ夫定 
する。 

[DATA CHECK ] モードを終了します。 

10 [ Exit ] を選んで決定する。 

視聴環境の周波数特性の補正モードを終了します。 

次ぺージの 「Bass Peak LeveU に進みます。この場合、 

8目ぺージ手順3へ進みます。 
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System Setup の使いこなし 


Bass Peak Level ( 超低域音声のピークレベル設定 ) 


ドルビーデジタルおよび DTS 対応のソフトは超低域信号成分 ( LFE チャンネル)を多く含んでいます。この超低域周 
波数信号びスピーカーの再生能力を超えると、再生音声に歪みび生じることびあります。ここでは、 LFE チャンネ 
ルのピークレベルを設定するち法について説明します。ピークレベルを設定することにより歪みを防止します。 



( n ° i 画 I 


▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
し、 ENTER ボタン 
でミ夫定します。 / 

グ 


1 



ここか 5 読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか 5 手順 1 へお進みください。 


① 


II AMP I 


(2) SYSTEM SETUP 


1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Expert ] を選択して決定ずる。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 [Bass Peak Level ] を選択してミ夫定する。 

超低域音声のピークレベル設定になります。 

4 [Setting Start ] か getting Cancel ] を選んでミ夫定す 
る。 


切下は OSD 画面（テレビ画面)です 


Expert 


[Crossover Network 


[Fine Channel Level 


[Fine Channel Delay 


[Acoustic Cal EQ 


、。ホたたホ ■: ■■ が'ゴ画 


[D-Range Control 
[Exit 






最初 、 Bass Peak Level は [ - ] 

と表示されますび調整した値を決定 
しない限り、前に設定されていた値 
は有効です。 


getting Start ] :テスト!ンを再生し、設定を行いま 

す。自動的に MASTER VOLUME び最小 （ - ） になり 

ます。手順已へお進みください。 

[ SettingCancel ] : LFE チヤンネルのピークレベルを設定 
しません。手順7へお進みください。 

5 テスト I ンを ▲ ▼ボタンで調整していき、スピーカー 
か！ 5 の音に歪みび生じる手前まで調整する。 

サブウーファーで有りまたは PLUS び選択されている場合 
は、サブウーファーからのみテスト!-ーンび再生されま 
す。 

サブウーファーび無しの場合は、サブウーファー外の大 
( LARGE ) に設定されているスピーカーからテスト I ン 
び再生されます。 

6 手順日で調整した値をミ夫定する。 

MASTER VOLUME び元の位置に戻ります。 

7 [ Exit ] を選んで決定ずる。 

超低域音声のピークレべ j レ設定を終了します。 

次ぺージの 「 D-Range C 日 ntroU に進みます。この場合、 
87ページ手順3へ進みます。 


メモ 

- MULTI CH IN モードでは、この設定は無効になります。 
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System Setup の使いこなし 


□-Range Control ( ダイナミツクレンジコント □— ルの設定） 


ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらい小さい音から大さい音までを正しく（ルさな音はノ 
イズに埋ちれずに、大さな音は歪まずに)再生でをるかを数値 ( dB ) で表したちのです。ダイナミックレンジコ 
ント□ールとは、このダイナミックレンジを圧縮する機能です。音量を下げて映画などを楽しむ場合でも、ダ 
イナミックレンジコント□ールを設定することで微小な音も聞き取りやすくなります。ダイナミックレンジコ 
ント□ールの効果び得られるのは、ダイナミックレンジコント□ール対応のドルビーデジタルまたは DTS ソフ 
卜だけですび、ほかのソフトでちミッドナイト IJ ス ニン グモードで同様の効果び得られます。 


SIGNAL SEL DNR BASS/TREBl£ r + -J 
VIDEO SEL HI-BIT + 1 oL— つ广□旧 C 

巧 SEARCH MODE 

SYSTEMS 打 11 ：^ —〜 GUIDE 

グ具^ ゾ\ \5广 



▲ ▼ボタンで項目 
の選択、変更を行 
し、 ENTER ボタン 
でミ夫定します。 / 

が 


リモコンのボタンを LU 下の順番で巧してか5手順1へお進 
み < ださい。 

② SYSTEM SETUP 


① 


[AM 。 


1〜8 


〇 



1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

Z [ Expe け]を選択してミ夫定ずる。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 口- Ran 呂目 Control ] を選択して決定する。 

ダイナミックレンジコント□ールの設定になります。 


4 


杉下は OSD 画面（テレビ画面)です 


3 


Expert 


[Crossover Network 


[Fine Channel Level 


[Fine Channel Delay 


[Acoustic Cal EQ 


[Bass Peak Level 


、 rlpSi^TiT7^V9*TiTT7*n 


[Exit 



5 

6 


4 


Dynamic Range Control 
Select Mode 


►[画] 

[MID] 

[MAX] 

[Exit] 



[ OFF ]、[ MID ]、[ MAX ] のいずれかを選択してミ夫定する。 

[ OFF ] :ダイナミックレンジを圧縮しません。 

[ MID ] :ダイナミックレンジを多少圧縮します。 

[ MAX ] :ダイナミックレンジを最大に圧縮します。 

決定すると自動的に [ Exi りび選ばれます。 

[ Exit ] を決定する。 

ダイナミックレンジコント□ールの設定を終了します。 

[ Exit ] を選択して決定する。 

Expert Setup (エキスパートサラウンド設定)を終了しま 
す。 

[ Exit ] を選択して決定する。 

Surround Setup (サラウンドの設定)を終了します。 


8 [ Exit ] を選択してミ夫定ずる。 

System Setup を終了します。 


メモ 

-工場出荷時は 「 OFF 」 に設定されています。 

-大きい音量で楽しむときは 、 Dynamic Range Control を日ドドに 
することをおすすめします。 

-さまざまなダイナミックレンジコント□ール対応のドルビーデ 
ジタルまたは DTS ソフトをル音量でお試しください。 


使いこなし 
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応用システムの巧いこなし 


スピーカーシステム A / B の巧いこなし 


サラウンドバックシステムの設定(■►回到）をに ecmdZone 」 または「杆 mtBi - AMP 」 に設定することで、さま 
ざまスピーカーシステムを組むことびでさます。スピーカーは公称インピーダンスび 8 Q 〜 16 Q のスピーカーを 
ご使用ください。6〇似上 8 Q 未満のスピーカーをご使用の場合は r スピーカーインピーダンスの切り換え」 

(■►回 H ) をご覧ください。それぞれの接続、設定については ■ lU 下の説明をご覧ください。 


別エリアでのステレオ再生 


寝室やキッチンなど、メインの IJ スニングルームとは別の場所のステレオ再生び可能です。 


•接続 



-サラウンドバックシステムの設定 (一区四） 

「Second Zone 」 を選択してください。 


-スピーカーシステム A / B の切り換え (一强 ) 

次ページ「スピーカーシステム A / B の切り換え」 
で B または A + 巨を選択してください。 


フ□ントスピーカーの Bi - Amp 接続 


フ□ント ch 用スピーカーびバイワイヤ U ング対応であれば、さらに高品位な巨 i - Amp 再生び可能です。ただし、こ 
の場合は設定(下記参照)び必要でスピーカーシステムも最大己.1かまでとなります。 


接続 


SPEAKERS 1 

ご使巧前に取扱説明書を 
お読みください。 

1 用途設定変更可能 1 

囚 R FR 

® 喊 

e 贼 

ONT L 

M 

b 

CENTER 

喊 

喊 

n SURROUND L 

邊 H 繫 

墙 H 挪 

SURROUNE 

喊 

)BACK/ 间 

to® 


^- 




- 


[Front Bi - Amp 」 を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に「無し」に固定さ 
れ、最大己.1 ch のシステムになります。 

-スピーカーシステム A / B の切り換え (一巧顶1| ) 


A 

;王'百： 


A+B ( SP ^ AB ) び通常再生状態となります。 
このシステムではサラウンドバック ch 用の回路 


バイワイヤリング対応 
フ□ントスピーカー 
裏面 （ L ) 


© © 

魏嚇 Hi 


傲爆 L 。 


スピーカー端テ因の 
フ□ントとスピー 
カー端テ回からは同 
じ音び出力されます 
ので、 Hi / Lo は A/B 
のどちらとでち接続 
でさます。 


フ□ントスピーカーの Bi - Amp 接続をすると 
をはアンプへの悪影響を防ぐため、スピー 
カーに付属されている H i - L 0のショート金具 
は必ずはずしてください。詳しくはスピー 
カーの取扱説明書ちご覧ください。 


をスピーカー端テ回に使用しますので、サラウン 
ドバック ch のプリアウト端テは端テ回と同じ出力 
になります。 

メモ 

ネットワークび着脱できるス 
ピーカーの 場合、ネットワーク 
び外れたままだと効果び得られ 
ませんのでごを意ください。 


Bi-wire ( バイワイヤ接続の場合） 


「Normal System 」 または 
「Second Zone 」 でシステムを組 
む場合は、 Bi - Amp ではなく巨 i - 
wire 接続にします。スピーカー端 
テ因に、バイワイヤ IJ ング対応ス 
ピーカーの Hi と Lo の2本を並列に 
接続してください。 


V 



1本はバナナプラグ 
を用いると便利です 






























































































































































































応用システムの巧いこなし 


スピーカーシステム A/B の切り換え 


スピーカーシステム A / B を切り換えると、再生されるスピーカーび変わります。必要に応じて使用するスピー 
カーシステムを選択してください。 



◎ 


1 


^ム〇<モ 


へッドホンをへッドホンジャックに差し 
込んでいる間は自動的に日 F F に切り換わ 
ります。 


スピーカーシステムを切り換える。 

サラウンドバックシステムの設定によって 
選択でさるモードび換わります。 

ボタンを押すたびに、 • lU 下のように切り換 
わります。 

「Normal System 」 を選択している場合 

I ~~ ► A — ► OFF 


J 


「Second Zone 」 を選択している場合 


A + B 


OFF 


[Front Bi - Amp 」 を選択している場合 

I —— ► A + B — ► OFF 


J 


スピーカーシステム A 、 B 、 A+B について 


スピーカー端テからの出力音声はスピーカーシステムの切り換えに応じて次のように変わります。 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端テ回のスピーカー(とサブウーファー)から音び出ます。 

「Normal System 」 のときは接続しているすべてのスピーカーから音び出ます。 

「Second Zone 」 のときはサラウンドバックスピーカー外、接続しているすべてのスピー 
力一から音び出ます。 

「 Front 巨 i - Amp 」 のときは SP ^ A を選択することはできません。 

巨 （ SP ►巨） :サラウンドバックシステムをに econdZone 」 に設定したときのみ選択することびできま 

す。スピーカー端テ回 ( SURR 日 UND BACK ) のスピーカーからのみ音び出ます。全ての 
音声成分は 2 ch にダウンミックスされます 。 (MULTI CH IN モードのときは音は出ませ 
ん） 

A + B ( SP ^ AB ) :出力される音声は設定により異なります。 

「Normal System 」 のときは SP ^ A 巨を選択することはできません。 

[Second Zone 」 のときはスピーカー端テ因とスピーカー端テ回のスピーカーから音び出ま 
す。スピーカー端テ回から出る全ての音声成分は 2 ch にダウンミックスされます 。 (MULTI 
CH IN モードのとさは音は出ません） 

「Front Bi - Amp 」 のときはスピーカー端テ囚とスピーカー端テ回のスピーカーから音び出ま 
す。スピーカー端テ回から出る音はスピーカー端テ回のフ□ントと同じ音び出力されます。 
OFF ( SP ^ ) :スピーカーからは音び出ません。ただし、プ IJ アウトからは出力されていますので、入力 
信号の種類やスピーカーシステムの設定によってはサブウーファーから音び出ることがあ 
ります。 


巧いこなし 
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3 

USB ケーブル 

メモ 

• USB 八ブおよび USB 延長ケーブル経由 
で接続した場合の動作は保証しません。 

• USB ドライバーのインス!-ールをして 
いるとさは、 USB ケーブルを抜かない 
でください。 



本機の rUSB AUDIO 」 端子とパソコン USB 端子を接続 
する。 

市販の US 目ケーブルをご使用ください。 

パソコンの電源を入れる。 

パソコンの日 S び起動した後、本機の US 日ポートを自動検 
出します。このとさ本機の電源はを電源び日 FF でち 
STANDB 丫状態でち構いません。 

OS の指示に従ってドライバーをインス I -ールしていき 
ます。 

例えば、 「 Windows ® XP 」 をお使いの場合は、特に指示は 
なくすベて自動でインス!-ールび行われますび、その他の 
日 S をお使いの場合は、インス!-ールの途中でダイア□グ 
ボックスび表示されますので、その指示に従って操作して 
いさます。ドライバーのインス I -ールには数分かかりま 
す。 

お使いの日 S によっては、日 S の CD - R 日 M び必要な場合び 
あります。その場合は指示に従って CD - R 日 M を入れてく 
ださい。 


応用システムの巧いこなし 


USB オーデイオ再生（パソコンと組み合わせて巧う) 


USB AUDI 日端テとパソコンを接続することで、パソコンに記録されている音楽データを本機を通して再生す 
ることびできます。 USB 接続できるパソコンの日 S は 「 Windows® XP 」、「 Windows® 2000 」、 「 Windows® 
Millennium Editionjs 「 Windows® 98 Secound Ed け ion 」、「 Windows® 98 」 のいずれかです。これ从外の 
動作は保証しません。 US 巨オーディオ再生するにはまず「ドライバーのインス!-ール」を行います。ドライバー 
のインス!-ールび完了したことを確認した後、 「 USB オーディオ再生する」をご覧ください。 

メモ 

. パソコンによっては上記の日 S びインス!-ールされていても、動作び保証でさない場合びあります。 


Micros 日 ft および Wind 日 WS は米国 Microsoft 
corporation の米国およびその他の国における 
登録商標です。 


ドライパーのインストール 


本機の USB AUDI 日端テを使ってパソコンの音楽を再生するためには、ドライバーをインス!-ールする必要び 
あります。ドライバーは日 S に標準添付されているものを使い、インス I ルの手順はパソコンの指示に従って 
行います。一度ドライバーをインス!-ールすれば次回からインス!-ールする必要はありません。日 S によっては 
日 S の CD - R 日 M び必要になる場合びありますので、お手元にご用意ください。 
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応用システムの巧いこなし 


ドライバーのインストールの確認 


ドライバーのインス I -ールび完了した後、ドライバーび認識されているかどうかを確認します。 


4-6 画面は Windows XP のものです。 



白み USB (Universal Serial Bus) 〕ント日ーラ 

► IntelW 82371 AB/EB PCI to USB Universal Host Controller 

► USB ルートハブ 
」► US 目巧合デバイス 

丰ーボート 

- pj ド1一々 



ドぶ 


サウシド、ピデオ、わよ U ヴームコシト□ーラ 
0 US 巳才—デイオデバイス 


巧' 卜み才。。化。 

巧 だ才 CODEC 
0ザィア]ントロールデバイス 
巧 レガシオーディオドライバ 
巧 レガシピデオキャブチャデバイス 
田; ^ システムデバイス 
田ーディスクドライブ 
吊 巧 デイスブレイア巧ブ々 


fa 曲ヒュ-マンインタ-フ J イスデバイス 

曲 HID を赃〕ンシュ-マ制御デバイス 
曲 USB ヒューマン イシターフェイス デ"イス 
•:«|〇[]它ッヴ 




1 「スタート」メニューか!5「設赴一 r コント□-ル 
パネル」を選びクリックする。 

コント□ールパネルの画面び表示されます。 

2 「システム」のアイコンをダブルクリックする。 

3 「デバイスマネージャ」のタブをクリックする。 

「種類別に表示」び選択されていることを確認します。 

4 「サウンド、ビデオ、およびゲームのコント □— 
ラ」の項目の中に rusB オーディオデバイス」び認 
識されていることを確認します。 

5 「ヒューマンインターフェイスデバイス」の項目 
の中に 「 HID 準拠コンシューマ制御デバイス」お 
よび ru S B ヒューマンインターフェイスデバイ 
ス」び認識されていることを確認します。 

D 「USB (Universal Serial Bus ) コント□—ラ」の 
項目の中に ru S B 複合デバイス」び認識されてい 
ることを確認します。 


メモ 


上記のデバイスび認識されていない場合は、 USB ケーブ 
ルを抜さ差しして再度、デバイスドライバーびインス 
I -ールされるか試してみてください。それでも認識され 
ない場合は、パソコンを再起動してみてください。 

日 S によつて言葉び異なる場合びあります。 


使いこなし 
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応用システムの巧いこなし 


USB オーディオ再生する 


©©©蚊 ■ 


2 2 


ipVD / 四 ITV/SATJ BVCONjI 
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3 


パソコンの電源を入れる。 

正常に起動するまでお待ちください。 


AMP 

© 


本機の電源を入れる。 


入力を USB にする。 

ボタンを巧すたびに(本体の場合は 、 MULTI JOG を 
もに回すと)入力び順次切り換わります。 

入力信号設定は DIGITAU こ固定されます。 


4 パソコン側で再生操作をする。 

本機に接続しているスピーカーからパソコンで再生してい 
る音楽の音び出ます。 

5 本機で音量を調節する。 

本機に接続しているスピーカーからパソコンで再生してい 
る音楽の音び出ます。 

パソコンでの音量調節ち必要です。 


メモ 


9 皿 OFF-ON ボタン 
ム ( ま電源） 



CZ 口 


3 5 


パソコンから本機をコント□ールしたり、本機からパソコンを 
コント□ールすることはできません。 

USB オーディオ再生しているとさは、本機の電源を切った 
り、入力を切り換えたりしないでください。パソコンの誤動作 
の原因になることびあります。 

USB オーディオ再生中は、 USB ケーブルを抜かないでくださ 
い。 USB ケーブルを抜くとさはパソコンで再生中の音楽ソフ 
卜を閉じてから抜いてください。 

パソコンのビープ音は U S B オーディオ再生していると本機の 
スピーカーからち出力されます。ビープ音を出したくないとさ 
はパソコン側で設定を行ってください。 

パソコンの使用環境によっては、音び途切れたり、ノイズび発 
生することびあります。 


• USB オーディオ再生は 2 ch ステレオ再生のみのヴポートです。 


マルチチヤンネ>1レヴラウンド再生を行うことはできません。 

. 本機 IJ アパネルの USB AUDI 日端テに入力された音声信号は 
DIGITAL 日 UT 1、 2からは出力されません。 

• 再生中は他のソフトを使用しないでください。ノイズび入るこ 
とびあ0ます。 

• 本機の USB 部分は、 USB バスパスワード動作しています。 
よって、本機の電源び日 FF 状態でわ、パソコンの電源び日 N の 
場合、パソコンは、本機を認識しています。 

本機 ■ lU 外の音源を使用したい場合は、必要に応じてパソコンの 
音源の設定を変更してください。 

• 本機から U S B 経由でパソコンへ音を転送することはできませ 


ん。 







































































応用システムの巧いこなし 


他のアンプをパワーアンプとして本機と組み合わせることびでさます。各プ IJ アウト端テから出力される音は 
スピーカーシステム によって変わります。詳しくは「ス ピーカーシステム A / B の切り換え」（一 に 固 ） をご覧く 
ださい。 

パッシブウーフア¬ 



ウーファー用 

アンプ 


围 








◎ 


◎ 


◎ 


テレビ 

@ 


@ 


@ 


(センタースピー 
カーとして使用 
ずる場合） 


フ□ントスピーカー用 
アンプ 


センタースピー カー 用 
アンプ 


^T^uoiof 


^'^ UDIO 厂 


L-AUDIO 

(モノラル) 






(または） 



◎ 


◎ 

@ 

1 


@ 

1 

サラウンドパック 

スピーカー 用アンプ 


メモ 


この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボ IJ ューム位置などにより音場補正を正確に行5ことびでさな 
い場合びあります。 



他のパワーアンプの接続 


使いこなし 
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ホ—ムシアタ • 
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応用システムの巧いこなし 


コントロール入力/出カコードの接続 


コント□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア製品を、本機の IJ モコン受光部を使って集中コント□一 
ルすることびでさます。 IJ モコン受光部を持たない機器や、受光部び信号を受けられないところに設置した機 
器ち IJ モコン操作び可能となります。 



. 本機の CONTR 日 L IN 端テにコント□ールコードを接続すると、 IJ モコンを本機に向けて直接操作すること 
はできません （ IJ モコン信号受光部び機能しなくなります）。 

• 接続には市販のモノラルミニプラグ付さコード(抵抗なし）をお使いください。 

• コント□ール端テの接続をする場合は、必ず音声ケーブルまたは映像ケーブルの接続ちしてください。光デ 
ジタル接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 
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ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチヤンネル音 
声システムのディスク U —卜-デジタルサラウンドち 
式の名称です。アナ□グ音声を記録した従来の映画 
フィルム上にデジタル音声ち記録でさる、映画業界に 
とって互換性の高いち式です。 

己.1チヤンネル 4チヤンネルアナ□グ 

デジタルサウンド サウンドトラック 
トラック （マトリクス） 


しかし、 CD 等で用いられる U ニア PCM 音声ち式のマ 
ルチチャンネル化では記録信号のデータ量び膨大に 
なってしまうため、人間の聴覚特性に基づいたマスキ 
ング技術と適用型トランスフ ォーム コーディングによ 
り聴覚上の音質低下を招かないドルビーデジタル技術 
び開発されました。 

ドルビーデジタルは D V D ビデオの標準音声ち式として 
も採用され、米国では HDTV でも採用されるなど、 
デジタル時代の標準フォーマットとなっています。 
その他の特長としては下のよラな機能びあり、ドル 
ビーデジタルは柔軟性の高いコーディングシステムで 
す。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および 
已 . 1 ch 音声の再生に最適なダウンミキシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシ ヨン 機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的 
音量レベルび異なるさまざまなソフトでも、一定 
の音量で再生されるよラに自動調整する機能で 
す。 「 Dial . Norm 」 と表現されることもあります。 


ドルビーラボラト IJ ーズからの実施権に基づを 
製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic、Surround EX . ダブル D 記号及び AAC 
□ゴは、ドルビーラボラト IJ ーズの商標です。 


本機にはプ□□ジック II の機能として Movie モード(映 
画再生向き）/ Music モード(音楽再生向き ）/ Pro Logic 
モードを用意しており、お好みに合わせて切り替えるこ 
とび巧能です。 

プ□□ジック II 製品は、プ□□ジック II の持つ 
様々な機能を、選択して搭載することび可能で 
す。プ□□ジック II 搭載、とキャッチフレーズさ 
れた商品でも、必ずしも全く同じ機能を持って 
いるとは限らないことにごを意ください。 


ドルビーデジタルサラウンド EX 


ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウォー 
ズ-エピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラト 
IJ ーズとルーカスフィルム社で共同開発された、 e.ich 
再生可能な新しい音響フォーマットです。 

新たに加えられたサラウンドノくック ch により空間表現 
力、定位感び高められ、中央から離れた客席からでち 
36日度の回転や頭上を通過するよラな移動音効果-音像 
をより生々しく体感することび可能となりました。フィ 
ルム上ではサウンドトラックのサラウンド L / Rch にエン 
コードされるため、既存のドルビーデジタル巧.1 ch ) 環 
境での再生互換性びあります。この技術により製作され 
た映画の U ストはドルビーラボラト U —ズのウェブサイ 
卜にてご覽になれます。 
http :// www . clolby . com / 


ドルビープ□□ジック11は、ドルビープ□□ジックを更に 
改良し、ステレオ音声を己] ch に}に張して再生するための 
マト U ックスデコード技術です。ステア U ング□ジック回 
路により、全可聴帯域のメイン己 ch を作り出します 。 CD 
のよラな通常のステレオ音楽素材に対してをより優れた立 
体音場効果、包囲感、より明確な定位ををたらし、ドル 
ビーサラウンドエンコードされた素材はディスクリート 
己.1 ch に匹敵する移動感をを実現でさるをのです。 


■プ□□ジックとプ□□ジック II の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジック II 

効果的なソース 

ドルビーサラウンドエン 
コード処理されたステレ 
才曰ド 

すべてのステレオ音声 

デコード 
チャンネル数 

4.1 ch /"サラウンド) 

、 モノラル ノ 

己 . Ich サラウンド) 

、 ステレオ ノ 

周波数特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チャンネル 
フルバンド 



B 巧画フイルムでのドルビーデジタル 


ヴウンドフォー7ットにごいて 

ドルビー 


ドルビーデジタル ドルビープ□□ジックII 


□ □□□□己 



使いこなし 技術資料 
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MPEG -2 A AC (Advanced Audio Coding ) 


巧 


MPEG -2 才ーディオの標準ち式の一つとして、 IS 日で規格化 ( ISO/IEC ] 38 ] 8-7) された音声符号化フォー 
マツトです。 MPEG -1 オーディオに対する下位互換性はありませんび、高圧縮率(低ビツトレート）にちかかわ 
らず高音質を確保でさる点び特長で、2日日日年の年末から始まった BS デジタル放送で採用されました。番組内 
容によりマルチチャンネル設定び可能で、今後曰本のデジタル地上波放送でち採用び予定されています。 

下び米国パテントナンバーです。 


08/937,9己0 

己，己83,962 

98/03037 

08/039,478 

己，264,846 

5848391 

己，274,740 

97/0287己 

08/211,547 

己，268,68己 

己，291，己己7 

己，633,9 8] 

97/02874 

己，703,999 

己，37己，189 

己，4己1，9己4 

己297 236 

98/03036 

08/己己7,046 

己，己81，6己4 

己400 433 

4,914,7日] 

己，227,788 

08/894,844 

日己-183,988 

己，222，189 

己，23己， 67] 

己，28己，498 

己，299,238 

己，己48,己74 

5,357,594 

07/640,己己0 

己，481，614 

己，299,239 

08/己06,729 

己752 22己 

己，己79,430 

己，己92,己84 

己，299,240 

08/己76,49己 

己，394,473 

08/678,666 

己，781，888 

己，197,087 

己，717,82] 




己，490，170 

08/392,7己6 


DTS 



DTS 


DTS は、新しい劇場用の音声記録ち式として] 993年公開映画"ジュラシックパーク"より採用され、その高音 
質、かつ大迫力のサウンド効果は高い評価を得ています。このシステムは、目チャンネルのデジタル音声 CD — 
ROM に収録するため、音声信号の圧縮率び低く、転送レートち高いフォーマットです。この映画界で完成した 
テクノ□ジーをホームシアター用に発展させたのび 、 "DTS DIGfTAL SURR 日 UND " です。音楽は独自録音に 
よる DTS - CD で、映画は DTS - LD 、 DVD で提供されます。 

DTS-ES 


2日日日年] ] 月に発表された新たなるサラウンドフォーマットで、 DTS - ES は 「DTS Extended Surround 」 の 
略称です。 " DTS - ES ディスク IJ - 卜目 .1" と" DTS - ES マト IJ ックス目. 1" の2種類びあり、どちらも従来の 
DTS 己. Ich デコーダーとの下位互換性を有しています。 DTS - ES は従来の己. Ich システムにサラウンドバック 
( S 巨) ch を加えたもので、かつてない音像-定位感をもたらす事び可能になりました。 

DTS Neo :6 


全ての 2 ch ソースを目. Och サラウンドにするマト IJ ツクスデコード技術です。 Cinema モード/ Music モードび 
あります。 


DTS 96/24 


DTS 社び開発した最新サラウンドフォーマットで、スタジオのマスター音源のクオ IJ ティ （9 目 kHz /24 Bit ) を 
踏襲する高音質な圧縮技術です。 DVD - VIDE 日フォーマットにおいて高画質な映像と高音質サウンドを同時に 
楽しめることを目的として開発されました。既存の DTS 対応 DVD プレーヤーと、 DTS 9 目/24に対応するデ 
コーダー ( AV アンプ等)をデジタル接続することで、 DTS 9 目/24の八イクオ IJ ティー音声び再生可能です。 
(専用プレーヤーは必要ありません） 

従来の DTS デコーダーでち、従来通りの音質での再生び可能で、完全互換性を持っています。（本機は、 

DTS 9 目/24対応デコーダーを搭載しております） _ 

「 DTS 」、「 DTS-ES Extended Surmund 」 及 
び 「 Ne 日:6」は Distal Theater Systems 社の 
商標です。 
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THX 


THX 


THX はルーカスフィルム社び定めた規定で、映画鑑賞を最高の品質で実現するためのものです。映画の音 
声トラックは映画館に設置されているものと同じ装置を使用した大きなスタジオで録音されます。このよう 
なトラックを映画館で再生すると臨場感のあるすばらしい音場を再現することびできます。しかし、映画館 
と比較すると家庭の部屋は非常に小さく、残響び多く、使用しているスピーカーもまったく違うものでその 
スピーカーの本数ち6本程度、それに U スニングポジションも映画館で鑑賞する場合と比べるとずっとス 
ピーカーに近い、というのび実情です。 

こういった違いびあるために、よい映画を見たときに私たちを興奮させてくれる力強さや感動を家庭で再現 
することは不可能であるとされてきました。しかし、パイオニアの技術と THX の技術び重なることにより、 
この難問を解決し、ついに現実のわのとなりました。 

Re - Equalization ™ : 

映画館の空間は非常に大きく音響特性はデットです。またスピーカーからの距離ち長くしかも特殊なスピー 
カーです。このようなデットな空間でマスタ U ングされたサウンドトラックを U ビングルームで聴くと、ラ 
イブになり過ぎてしまいます 。 THX Re - Equalization 機能はこの違いを正確に調整してくれます。 

Adaptive Decorrelation ™ : 

通常ホームシアターでは、サラウンドチヤンネルの音声は2つのスピーカーで再生されますび、実際の映画 
館では、サラウンドチヤンネルの再生にはたくさんのスピーカーを使用しています。このため、サラウンド 
チヤンネルの音声トラックびモノラルヴウンドの場合、映画館では全方向から音声び聞こえてくるのに対し 
て家庭では一方向からしか聞こえてこないことびあります 。 Adaptive Decorrelation はこの不具合を修正 
し、2つのスピーカーでも同様の効果を得られるようにしたものです。 

Timbre Matching ™ : 

映画の音声トラックを録音する際、サラウンドチヤンネルの音声び映画館の中をスムーズに途切れることな 
く移動して聞こえるように録音することは非常に重要なことです。スピーカーからスピーカーへ音声びジヤ 
ンプしてしまうと非常にびっかりするものです 。 Timbre Matching はサラウンドスピーカーを2本しか使 
用していなくてちサラウンド音声びスムーズに移動して聞こえるようにします。 

Bass Peak Level Manager ™ : 

Dolby Di 呂 ital のソフトにはホームシアターの環境のもとでは非常に大きなレベルの低音び記録されてし屬場合 
びあります 。 Bass Peak Level Mana 呂 er を使用するとご家庭のシステムに適したピークレベルを設定するこ 
とびできます。にの機能については86ページを参照してください。） 

Loudspeaker Position Time Synchronization™ : 

それぞれのスピーカーから U スニングポジションまでの距離の差を調整する機能です。この調整を行うとす 
ベてのスピーカーび正確に同期するため、切れ目のない自然な音場を再現することびできます。（この機能 
については4日、 8] ぺージを参照してください。） 


ルーカスフィルム社からの実施権に基づを製造 
されています。 Lucas 川 m および THX はルーカ 
スフイルム社の商標です。認可のちと、使用さ 
れています。 
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プリ七ットコードメーカ-覧 


本機のリモコンは下記の表にあるメーカーの製品に対応しています。プ IJ セツトコードメーカーー覧にある 
メーカーのプリセットコードをすべて呼び出してもメーカーや製品によっては、操作でさなかったり、違うは 
たらさをすることがあ0ます。 


DVD 

MARANTZ 

VCR (VTR) 

■ PHONOLA 

FUNAI 


ONKYO 


■ QUASAR 

GE 

メーカー 

PANASONIC 

メーカー 

RCA/PROSCAN 

GOLDSTAR 

PIONEER 

PHILIPS 

PIONEER 

REALISTIC 

GOODMANS 

DEMON 

RCA 

ADMIRAL 

SABA 

GRANDIENTE 

JVC 

SANYO 

AIWA 

SAMSUNG 

GRUNDIG 

PHILIPS 

SHARP 

AKAI 

SANSUI 

HITACHI 

PANASONIC 

SONY 

ALBA 

SANYO 

ICE 

RCA 

TEAC 

AUDIO DYNAMIC 

SCHNEIDER 

旧 RADIO 

SAMSUNG 

TECHNICS 

BELL&HOWELL 

SCOTT 

ITT/NOKIA 

SONY 

YAMAHA 

BLAUPUNKT 

SEG 

JCPENNY 

TOSHIBA 


BROCSONIC 

SELECO 

JVC 

YAMAHA 

STB 

BUSH 

SHARP 

KENDO 


に ATV、BS デジタル 

CANON 

SIEMENS 

KTV 

LD 

チューナー、 BS デジタル 

CGM 

SIGNATURE 

L 日 EWE 


チューナー巧蔵テレビ） 

CITIZEN 

SONY 

LXI 

メーカー 


CLATRONIC 

SYLVAN 1A 

MAGNAVOX 

PIONEER 

メーカー 

CRAIG 

SYMPHONIC 

MARK 

DEMON 

PIONEER 

CURTIS MATHIS 

TANDBERG 

MATSUI 

KENWOOD 

BLAUPUNKT 

DAEWOO 

TASHIRO 

MATSUSHITA 

PANASONIC 

GENERAL INSTRUMENT 

DBX 

TATUNG 

MEDION 

PHILIPS 

GOLDSTAR 

DIMENSIA 

TEAC 

MITSUBISHI 

SONY 

GRUNDIG 

EMERSON 

TECHNICS 

Ml VAR 

YAMAHA 

HAMLIN 

FERGUSON 

TELEFUNKEN 

NEC 


HNS/HUGHES 

FISHER 

THORN 

NOKIA OCEANIC 

CD-R 

HITACHI 

FUNAI 

TOSHIBA 

NORDMENDE 


ITT/NOKIA 

GE 

UNIVERSUM 

OKANO 

メーカー 

JERROLD 

GOLDSTAR 

W.WHOUSE 

ONWA 

PIONEER 

NEC 

GOODMANS 

WARDS 

PANASONIC 

DEMON 

OAK 

GRUNDIG 

YAMAHA 

PHILCO 

JVC 

PANASONIC 

HITACHI 

ZENITH 

PHILIPS 

KENWOOD 

PHILIPS 

INSTANT REPLAY 


PHONOLA 

PHILIPS 

RADIO SHACK 

ITT/NOKIA 

TV 

■ PORTLAND 

SONY 

RCA 

JCPENNY 


■ PROSCAN 


SAMSUNG 

JVC 

メーカー 

QUASAR 

DVR 

SCIENTIFIC ATLANTA 

KENDO 

PIONEER 

RADIO 


SIEMENS 

KENWOOD 

ADMIRAL 

RADIO SHACK 

メーカー 

SONY 

L 日 EWE 

AIWA 

RAD 10 LA 

PIONEER 

TOSHIBA 

LUXOR 

AKAI 

RCA/PROSCAN 


TOCOM 

LXI 

ALBA 

SABA 

MD 

ZENITH 

MAGNAVOX 

AOC 

SAMSUNG 



MARANTZ 

BESTAR 

SANYO 

メーカー 

TAPE 

MARTA 

BLAUPUNKT 

SCHNEIDER 

PIONEER 


MATSUI 

BLUE SKY 

SCOTT 

DEMON 

メーカー 

MEMOREX 

BRANDT 

SHARP 

JVC 

PIONEER 

MINOLTA 

BROCSONIC 

SIEMENS 

KENWOOD 

DEMON 

MITSUBISHI 

BUSH 

SIGNATURE 

SONY 

FISHER 

MULTITECH 

CLATRONIC 

SONY 

YAMAHA 

JVC 

NEC 

CRAIG 

SYLVAN 1A 


KENWOOD 

NOKIA OCEANIC 

CROSLEX 

SYMPHONIC 

CD 

NAKAMICHI 

NOKIA 

CURTIS MATHIS 

TATUNG 


ONKYO 

NORDMENDE 

DAEWOO 

TELEFUNKEN 

メーカー 

PHILIPS 

OKANO 

DAYTRON 

THOMSON 

PIONEER 

SONY 

OLYMPIC 

DUAL 

THORN 

DEMON 

TEAC 

ORION 

EMERSON 

TOSHIBA 

FISHER 

TECHNICS 

PANASONIC 

FERGUSON 

UNIVERSUM 

JVC 

YAMAHA 

PENTAX 

FIRST 

VIDECH 

KENWOOD 


PHILCO 

FISHER 

W.WHOUSE 

MAGNAVOX 

TUNER 

PHILIPS 

FUJITSU 

WARDS 


WATSON 

メーカー ZENITH 

PIONEER 
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工場出巧時の設定一 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

サラウンドバックシステムの設定 

Normal System (—般的ヴラウンド） 

卿 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

全て SMAL L (ル） 

剛 1 

サブウーファー 

YES 箱り） 

剛 1 

スピーカー出カレベル 

日 d 目（補正無し） 

№11 陳 1 

スピーカーまでの距離 

全て 2 m 

剛 1 

ク□スオーバー周波数 

80Hz 

剛 1 

視聴環境の周波数特性の補正 

全帯域日 d 目（補正無し） 

№11 

超低域音声のピークレベル設定 

CANCEL (ピークレベル設定無し） 

№11 

ダイナミックレンジコント□ールの設定 

OFF 

№11 

THX CINEMA 設定 

□□ PRO LOGIC II MOVIE 


デジタル入力の設定 

U アパネル表記通り 

刚 1 

コンポーネントビデオ入力の設定 

リアルパネル表記通り 

Ea 

PHONO/LINE 端子の切り換え設定 

PHONO 

021 

入カファンクシヨン 

DVD/LD 

Em 

入力信号の種類 

AUTO (入カフアンクシヨンによっては 

D に ITAL/ANAL 日 G 固定） 

呵 1 

SB CH MODE 

AUTO 

EEI 

リスニングモード 

□□ PRO LOGIC II MOVIE 
(VIDE 日系入カフアンクシヨン） 

□□ PRO LOGIC II MUSIC 
(AUDI 日系入カフアンクシヨン） 

呵 

音量（ボリュームレべル） 

-(最ル） 

Em 

アコースティックキヤリブレーシヨン EQ 

OFF 

(自動設定を行ラと自動的に 

ALLCH ADJUST モードで ON されます） 

Em 

デジタルノイズリダクシヨン機能 

OFF 

卿 

ミッドナイトリスニング機能 

OFF 

卿 

ラウドネス機能 

OFF 

Em 

1 ンコント□-ル機能 

BYPASS 

剛 1 

八イビット/八イヴンプリング機能 

OFF 

關 1 

スピーカーシステム A/ 目 

A (Normal System のとき） 

哪 1 

マルチチヤンネル入カモード 

OFF 

Em 

デュアルモノの設定 

c h 1 

呵 

ビデオセレクト 

VIDEO 系入カフアンクシヨン：入カフアンクシヨンと同じ 
AUDIO 系入カフアンクシヨン： OFF 

關 1 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

剛 1 
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技術資料 


設定才ールリセツ 


設定オール U セツトは！;(下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで行います。 

設定オール U セツトを行うと、前ページのすべての設定び工場出荷時の状態になりますので 十分ごま意ください。 


の本機び STANDB 丫モードのときに 

TONE ボタンを押しなびら STANDBY / 
ON ボタンを3秒じ(上押し続ける 

TONE (!) STANDBY/ON 

を 


② FU こ 「 RESET ?」 と表示されたら T 日 NE - ボタン 
を押し、 「日に？」 表示後に T 日 NE + ボタンを押します 

NE CONTROL 

1EBLE - + 


□ME CONTROL 
■REBLE - 



: •] ヶ月程度電源コンセントから電源コードを抜いた状態または主電源を日 FF にしておくと本機で 
設定した各種設定び U セットされますのでご注意ください。 


仕様 


オーディオ部 

実用最大出力 (JEtA、1kHz、 10%、8が 

フ□ント . 130 W+130 W 

センター . 130 W 

サラウンド . 130 W+130 W 

サラウンドバック . 130 W+130 W 

定格出力(ステレオ動作時） 

2日 Hz 〜2日 kHz、 0.09%. 8Q 100 W+ 1 00W 
定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz 〜2日 kHz、 0.09%. 8Q 

フ□ント . 100 W+100W 

センター .100W 

サラウンド . 100 W+100W 

サラウンドバック . 100 W+100W 

入力端テ(感度/インピーダンス） 

PHONO MM.4.7 mV/47 kQ 

LINE 系 .33 己 mV/47 kQ 

周波数特性 
PHONO (RIAA 偏差） 

.20 Hz 〜 20 kHz (+ 0.3服） 

LINE 系 . 己 Hz 〜]日日 kHz、 こ目 

出力端子 （ レべレ/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 33己 mV/2.2 kQ 

トーンコント□ール 

BASS. + 6d 巨(100 Hz) 

TREBLE. + 6dB (10 kHz) 

LOUDNESS (ボ U ュームポジション ー4 日 dB 時） 

.+4d 巨/ +2d 巨(100 Hz /10 kHz) 

SN 比 ( IHF、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

LINE 系 . 103服 

SN 比 （ EIA 、1 W ( IkHz )) 

LINE 系 . 83犯 


コンポーネントビデオ部 

入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /7 己 Q 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 Q 

周波数特性 . 己 Hz 〜4日 MHz じが B ) 

SN _ b ヒ . 6己 d 巨 

電源部-その他 

電源 . AC ]00 V 、 己 0/60 HZ 

消費電力(電気用品安全法） . 440 W 

待機時消費電力 .0.6 W 

予備電源コンセント 

連動 . 1 (1 日日 W 最大） 

外形寸法 

..... 42日(幅 ）X 188(高さ ）X 464(奥行 ） mm 
質量 . 1 9.6 kg 

付属品 

U モつン . 1 

電源一!—ド ] 

単3形アルカ U 乾電池 ( LR 6). 4 

オートセッ h アップ用マイク . 1 

オートセットアップ用マイクスタンド . 1 

取扱説明書 . 1 

安全上のごを意 . 1 

保証書 . 1 

ご相談窓□-修理窓□のご案内 . 1 

スピーカーコーションシート . 1 


♦仕様および外観は改良のため予告なく変更すること 
びあります。 


ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /7 已 Q 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /7 已 n 

周波数特性 . 己 Hz 〜1日 MHz 、 こ旨 dB 

SN _ b ヒ . 6已 d 巨 
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つと調べて<だをい 


故障かな？と思ったら_1^(下を調べてみてください。意外なミスび故障と思われています。また、本機外の原 
因も考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器もあわせてお調べください。 
■1^(下の項目を調べても直らなぃ場合は、修理を依頼してください(一回画| )。 


音が出ない、音がおかしい、ノイズが出る 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせて 

入力端テの接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


ち、音び出ない。 

デジタ J レ入力の設定び正しくない。 

設定を修正する。 



SIGNAL SELECT の入力信号選択び 
正しくない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力信 
号を選択する。 



ミュート状態になっている。 

U モコンでミュートを解除する。 

蝴 


スピーカー出力び日 FF になっている。 

SPEAKERS ボタンを押して 、 ON 
( SP ^ A ) にする。 



MULTI CH IN モードになっている。 

MULTI CH IN を日 FF にして、通常のリス 
ニングモードにする。 



音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 


フ□ントスピーカー 
外の音び出ない。 

スピーカーシステムの設定びフ□ン 
卜外全て N 日になっている。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 



U スニングモードび STERE 日になつ 
てし"'る。 

サラウンド再生用の U スニングモードを選 
択する。 

EJU 

サブウーファーから 

サブウーファーの設定び N 日になって 

サブウーファーの設定を YES または PLUS 


音び出ない（または 

いる。 

に設定する。 


首■かルさしり。 

ヴブウーファーの出カレベル設定びル 
さい。 

適切なレベルに調整し直す。 

細 


バスピークレベルの設定値び非常にル 
さい。 

適切に調整し直す。 

dm 


CD などの低域専用トラックび無いま 
たは低域成分のかないソフトを再生し 
てし"'る。 

スピーカーシステムの設定を下記のいずれ 
かにする。 

-フ□ント： SMALL 、 サブウーファー : YES 

-フ□ント： LARGE 、 サブウーファー : PLUS 

№1 


ク□スオーノ く一周波数の設定び低い。 

サブウーファー本体に原因びある。 

使用しているサブウーファーの低域再生能 
力に応じて設定周波数を上げる。 

サブウーファー本体で(下のことを確認す 
る。（詳しくはサブウーファーの取扱説明書 
をご覧ください） 

-電源の日 N/OFF 

. ボ IJ ューム設定 

-自動スタンバイ機能 

Em 


サブウーファーの接続び外れている。 

サブウーファーの接続を確認する。 

哪 

サラウンドバックス 
ピーカーから音び出 

サラウンドバックチヤンネルの設定 
び日 FF になっている。 

日 N を選択する。 


ない。 

サラウンドバックチヤンネルの設定 
び AUT 日で「6.1再生検出信号」の収 
録されていないソースを使用してい 

日 N を選択する。 



〇 

サラウンドバックシステムの設定 
わく [Front 己 i - Amp ] または [Second 
Zone ] になっていな。 

[Normal System ] を選択する。 



スピーカーシステムの設定でサラウン 
ドバック ch の設定び N 日になってい 

サラウンドバック ch の設定を修正する。 



〇 

接続び正しくない。（サラウンドバッ 
ク ch を]本のスピーカーで接続してい 
て Rch 側に接続している） 

接続を再確認する。（サラウンドバック ch 
を1本のスピーカーで接続しているとさは L 
ch 側に接続する） 



m 
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その他 


症状 

原因 

対応 

参照 

デジタル機器の音び出 

デジタル接続び正しくない。 

デジタレ接続を巧確認する。 


ない。 

デジタ J レ入力の設定び正しくない。 

デジタレ入力の設定を修正する。 



SIGNAL SELECT の入力信号選択び 
正しくない。 

接続されているデジタル機器に応じ 
て、 S に NAL SELECT ボタンで D に ITAL 
を選択する。 



デジタル出カレベル調整機能び付いて 
いる CD プレーヤーなどの場合、デジ 
夕 J レ出カレべレの設定び低すざる。 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に 
修正する。 



DTS 信号び正しく読み取れない。 

DTS CD の場合は日 dB に設定してくださ 
し、。 



再生ソフトのデジタルフオーマットに 
対応していないプレーヤーである（ま 
たは対応しない設定になっている）。 

対応フォーマットの音声トラックを選択 
する（または対応させる設定にする）。 


DTS CD のサーチ中に 
ノイズび出る。 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情 
報を読み取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアンプ 
の音量を下げ、スピーカーから出る音を 
抑えて < ださい。 


DTS の LD を再生する 
とノイズびでる。 

SIGNAL SELECT で ANALOG び選択 
されている。 

機器を正しくデジタル接続し 、 SIGNAL 
SELECT ボタンで CHGITAL を選択する。 


SIGNAL SELECT 
は [ XlRF だび、 LD を再 
生しても音び出ない。 

再生ディスクびドルビーデジタル対応 
でない。（全ての LD びドルビーデジ 
タル対応とは限りません） 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO を選択 
する 0 

№1 

録音びでさない。 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル 
信号をアナ□グで録音しようとしてい 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル 
信号はデジタル録音のみ可能です。 

fRT 56^ 


Q 

コピープ□テクト信号の入ったデジタ 
ル信号である。 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル 
信号は録音することびできません。この 
場合はアナ□グ接続を行いアナ□グ録音 
して < ださい。 



REC 端テの接続び正しくない。 

正しく接続し直す。 






無入力でをノイズび間 
こえる。 

電源そのものにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とたこ足配 
線になっていないか確認する。 


マルチチヤンネル 
の DVD オーディオを 
再生したびフ□ントか 
らしか音び出ない。 

MULTI CH IN 端テで接続したをので 
はない信号を再生している（デジタ 
ル PCM 出力など） 

MULTI CH IN 端テの接続を再確認 
し 、 MULTI CH IN ボタンにて再生モード 
を選択する。 

fRT 53^ 

特定のスピーカーから 
音び出ない。 

スピーカーシステムの設定び N 日にな 
っている。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 



スピーカーの接続び外れている。 

スピーカーの接続を確認する。 

EU 


ソフトのサウンドトラックび意図的に 
そのように録音されている。 

U スニングモードによっては効果音のみ 
出力される場合びあります。 



スピーカーの出カレベル設定びルさい 

スピーカーの出カレべレ設定を上げる。 

EHU 


サラウンドバクシステムの設定 
で [Second Zone ] び選択されている 
とさのスピーカーシステムの選択び合 
っていない。 

スピーカーシステムで 「A + 已」または 
「已」にする。 

№1 
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電源が入 s ない、動作しない、操作できない 


症状 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したと 
さに電源び切れる。 

スピーカーコードのお線びスピーカー 
端子からはみ出して、 U アパネルに接 
触しているか、+— び接触し、保護回 
路び働いている。 

スピーカーコードのお線をもう一度しっか 
りねじり直し、アンプまたはスピーカー側 
のスピーカー端テからはみ出ないように接 
続する。 



スピーカーの実動作上の最低インピー 
ダンスび非常に低いため、保護回路び 
働いた。 

ボ U ュームを下げて再生する。 

視聴環境の周波数特性の補正で低域 (63 ま 
たは12己 Hz ) のレベルを下げる。 


操作ボタンを押して 
わ動作しない。 

空気び乾燥しているとさ、静電気など 
の影響を受けている。 

電源プラグを一度コンセントから外して、 
再び差し込む。 


U モコン操作びでさ 

主電源ボタンび日 FF 眉こなっている。 

主電源ボタンを日 N _ にする。 

幽 

ない。 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

幽 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 ml ；> (内、左ち30° 1 ソ内で操作する。 



途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除< か、操作する場所を移動 
する 0 



堂光澄などの強い光び U モコン信号受 
光部に当たっている。 

U モコン信号受光部に光び直接当たらない 
よラにする。 


他機器を U モコンで 
操作でさない 

プ U セツトコードの設定び間違ってい 
る。 

正しいプ U セツトコードを設定する。 

Ea 


電池切れの期間にメモ U —び消去され 
た。 

もう一度設定を行う。 

Ea 
〜 [21^ 

SR 接続をしているの 
に相手機器び U モコ 

接続でコント□ール端テの IN / 日 UT を 
間違えている。 

正しく接続し直す。 

Em 

ンで動作しない。 

コント□ールコード外の接続をして 
いない。 

アナ□グのオーディオコードなどを接続す 
る。 



他社製品の同用途端テと接続してい 
る 0 

他社製品の動作はサポートしていません。 


SIGNAL SELECT ボ 
タンを押してち入力 
び DIGITAL にならな 

接続またはデジタル入力の設定び正し 
<ない。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の 
設定」を正しく修正する。 

[sm 

い。 

MULTI CH IN モードになっている。 

MULTI CH IN を日 FF にする。 

EJU 

DVD オーディオを再 
生するとプレーヤー 
には 96 kHz と表示さ 
れるび、本機では表 
示されない 

MULTI CH IN 端テはアナ□グ入力端 
テなので、デジタル情報を表示するこ 
とはでさません。 

故障ではありません。プレーヤーの取扱説 
明書ちご覽ください。 


96 kHz のソフト 
(DTS 96/24を含 
む）を再生しても表 
示わ'く 96 kHz にならな 
い。 

プレーヤー側で 96 kHz 出力び日ドドに 
なっている。 

プレーヤーの 96 kHz 出力を日 N にする。 


AMP ERR また 
は STAND 目 Y インジ 
ケーターび点滅して 
自動的に電源び切れ 
る。 

低周波の過大な入力び持続した。 

本機のアンプ回路び故障です。 

速やかに使用を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状の後に電源の日 N / OFF を 
繰り返すのはお止めください。 

fRllOSl 

FAN STOP と,点滅し 
自動的に電源び切れ 

後面の放熱孔から異物びひっかかり、 
フアンを止めてしまった。 

異物を取り除<。 


る。 

放熱用フアンび故障した。 

修理を依頼してください。 

fRllOSj 

日 VERHEAT と点滅 
表示したまま音び出 
なくなる。 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風び良くなるよラに設置を変える。 

一度電源を切り、をえてから使用する。 

幽 

THDCT NG と,点滅し 
自動的に電源び切れ 
る。 

温度検出用部品（ヴーミスタ）の故障 
です。 

修理を依頼してください。 
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インジケーターや表巧がおかしい 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフ 

デジタ J レ接続び正しくない。 

接続を巧確認する。 


卜を再生してを、対応 
するインジ^ーターび 

デジタ J レ入力の設定び正しくない。 

デジタ J レ入力の設定を正しく行ラ。 

卿 

点灯しない。 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び 
正しくない。 

プレーヤーび停止か一時停止になって 
いる。 

プレーヤーの音声出力設定び間違って 
いる。 

再生しているトラックび PCM などに 
なってし"》る。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力を 
選択する。 

巧生を開始する。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォーマ 
ットに対応するよう修正する。 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デ 
ジタ) レ*の音声を選択する。 


圧縮デジタル*のソフ 
卜を巧生してもすべて 
のプ□グラムフ オー マ 
ットインジケーターび 
点灯しない。 

収録フ オー マットび已 . 1 ch (または 
「6.1再生検出信号」対応）ではない。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 

[IMI 

圧縮デジタル*のソフ 
卜を巧生して 
も、 [ XlDIGITAL また 
は DTS などの表示にな 
らない。 

デジタル信号び入力されていない。 

ソフトの音声び 2 ch フ オー マットであ 
る。 

ドルビーサラウンドエンコードされた 
ソフトである。 

SIGNAL SELECT ボ'タンで AUT 日また 
は D に ITAL を選ぶ。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 

故障ではありません。巧生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 


Surround EX ぶ-た 
は DTS ES ) ソフ h 巧 
生時に、サラウンドバ 
ックチャンネルの設定 
を AUT 日にしてち ) EX 
(または ES ) デコー 
ドしない。 

「6. ] 再生検出信号」び記録されてい 
ない。（劇場公開時と DVD 収録時は 
まれに違う場合びあります） 

サラウンドバックチヤンネルの設定を日 N 
にする。 


Surround EX (また 
(ま DTSES ) ソフトを巧 
生中、 SL 、 S 、 SR のイ 
ンジケーターは点灯す 
るび 、 EX (または ES ) 
デコードしない。 

U スニングモードび正しくない。 

サラウンドバックチヤンネルの設定を日 N 
に変更し、 U スニングモードをサラウン 
ドにして巧生する。 

№1 


圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの総称として使用します。 


映像が出ない、画面が出ない 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせて 
ち、映像び出ない。 

TV モニター側の入力切り換え設定び 
正しくなし、。 

TV モニターの取扱説明書をお読みにな 
り、正しい入力に切り換えてください。 



ソース機器と TV モニターを接続する 
コードの種類（整合性）び正しくな 
し、。 

正しい接続法に変更する。 

rPTi ^ 

コンポーネント端テ 
(または D 端テ）に繫 
いだソース機器の映 
像び出ない。 

モニター TV との接続びコンポジット 
(または S2) である。 

コンポーネント入力設定び正しくな 
し、。 

モニター TV との接続にコンポーネントケ 
ーブル（または D 端テケーブル）を使ラ。 

コンポーネント入力設定を正しく行ラ。 

幽 

録画びでさない。 

コンポーネント（または D) 端テに接 
続したソース機器の映像を録画しよラ 
としている。 

ソース機器をコンポジット、または S2 端 
テでち接続する。 



コピープ□テクト信号の入った映像信 
号である。 

コピープ□テクト信号の入った映像信号は 
録画することびできません。 



日 UT 端テの接続び正しくない。 

接続を再確認する。 


セツトアツプ画面び 
表 TJX されない。 

本機の MONITOR 日 UT] 端テに接続 
していない。 

TV モニターと本機の MONITOR 日 UT] 端 
テを接続する。 



本機の MONITOR 日 UT2 端テに接続 
してし^る。 

本機の MONITOR 日 UT2 端テは日 SD を表 
示しないので MONITOR 日 UT] 端テと接 
続する。 

























その他 


サラウンド再をがラま<いかないとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

已 . lch ソースを再生し 
ているのに、已 . lch 再 
生されない。 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定 
び日 FF になっている。 

DVD プレーヤーのドルビーデジタル 
または DTS 出力設定び日 FF になって 
いる。 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を日 N 
にする。 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまた 
は DTS 出力設定を日 N にする。 


サブウーファーから音 
び出ない。 

再生しているソースのシーンや音楽に 
超低域成分 （ LFE チャンネル）び含ま 
れていない。 

すべてのシーンや音楽に超低域成分 
( LFE チヤンネル）び含まれているとは限 
りません。 



才ートヴラウンドセツトアップ(音場補正)がラまくいかない 


症状 

原因 

対応 

参照 

音場補正のオート設 
定を何度行ってをエ 
ラーになる。 

マイクとスピーカーとの間に障害物び 
おる。 

障害物を移動させる。 


測定結果のサブウー 
ファーの距離び実際 
の距離より長い。 

サブウーファー内部□ーパスフィルタ 
一の遅延特性の影響で再生音にディレ 
イびかかっている。 

MCACC では、こういった遅延特性を考慮 
したラえで距離を特定して正確なディレイ 
時間を設定するよラにしています。 


スピーカーの大、ル 
設定び誤った設定に 
なる。 

ちに聞こえにくい周波数の騒音びあ 
る 0 

エアコンなどモーターを使用した機器の電 
源を切ってみる。 


音場補正したび、音 
びおかしい。 

スピーカー端テの位相び反転してい 
る。 （+/- び勘 

正しく接続する。 



自動設定時における OSD 画面のメッセージの意味 


「 ComectM に rophone 」 

: SETUP M に用ジャックに付属のマイク内蔵 U モコンを接続してください。 

「Too much ambient noise 」 

:周辺の騒音び大さすぎ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

-エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に OFF にするか遠ざけるな 
どの処置を行ってみてください。 

-周囲び比較的静かな時間帯にちう一度やり直してください。 

「Check Microphone 」 

:マイクからテスト信号び検出でさなくなりました。 

. オートセットアップ用マイクの接続や接続コードの断線をチェックしてください。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

-測定中はでさるだけボー U ュームを変化させないでください。 

「 Don’t change volume 」 

:測定精度び落ちる可能性びあるため、でさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

fERRJ 

: Speaker Leve 馴定後の Yes/No Check 判定で、下のような間違った接続を検出しました。 

-フ□ント、サラウンドに表示された：スピーカーび L / R の片方しか検出されませんでした。 

-サラウンド 「 N 日」、サラウンドバック 「 ERR 」 の場合：サラウンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続び 
検出されました。 

-サラウンドバック （1 本接続時)の場合 ： R ch 側から検出しました （1 体のみ接続するとさは、 Lch 側を使用してく 
ださい)。 

rAttention Subwoofer output level is too low Turn volume up on subwoofer 」 

: [ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び検出できません。サブウーファー本体の電源を確認しボ U ュームを 
適正値に上げてください。 

•上記を確認したうえ、 [ Retry ] または [Go Next ] を選び、決定してください。 
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目的別索引 


本機でやりたいことに合わせて必要なページを見つけてください。 


目的 

対応する項目 

参照 



基本再生 



ステレオ再生（フ□ント 2 ch 出力）をしたい 

IJ スニングモードの種類と効果 

綱 I 



IJ スニングモードの選択 

晒 



基本再生 

蝴 


サラウンド再生 （3 ch し U 上で出力）をしたい 

IJ スニングモードの種類と効果 

綱 I 



IJ スニングモードの選択 

晒 


DVD オーディオまたは SACD (マルチチャ 
ンネル入力端テの接続機器）を再生したい。 

DVD オーディオ（マルチチヤンネル入力） 

の再生 

晒 


パソコンの音楽を再生したい。 

USB オーディオ再生 

№11 

再生 

ジャンルに合わせて IJ スニングモードを選び 
たい。 

IJ スニングモードの種類と効果 

晒 


ル音量でをセ IJ フなどを聴さとりやすくした 
い 

ミッドナイト IJ スニング機能 

晒 


高音域や低音域の音を変えたい 

I ンコント□-ル機能 



再生ソースのノイズを低減したい 

デジタルノイズ IJ ダクシヨン機能 

晒 


超低音成分により生じた歪みを低減したい 

超低域音声のピークレベル設定 

№11 


U スニングルームし U 外の場所でをステレオ再 
生を楽しみたい 

スピーカーシステム A / 巳の使いこなし 

№11 


フ□ント ch を巳 i - Amp 接続して高音質で巧生 

スピーカーシステム A / 巳の使いこなし 

剛1 


したい 

サラウンドバックシステムの設定 

晒 


一時的に音を消したい 

ミューティング 

晒 


自動で設定を行いたい 

オートセットアップ 

Em 


サラウンドに関する設定の内容を知りたい 

サラウンドの設定について 


Erbnjzi 

缺疋 

どんな設定項目びあるのか知りたい 

システムセットアップの設定項目一覧 

晒 


表示部の明るさを調整したい 

ディスプレイの明るさを調整する 



本体に表示される入カファンクシヨン名を変 
スたい。 

入カファンクシヨン表示の設定 

晒 


他機器を付属の IJ モコンで操作したい 

Preset Recall セットアップモード（プ U セ 
ットコード呼び出し） 

Learning セットアップモード（他機器のリ 
モコンコードを本機の IJ モコンに登録する） 

Ea 

U モコン 

IJ モコンの操作モードを切り換えたとさに、 
同時に入力び切り換わらないよラにしたい 

ダイレクトファンクシヨン 

№11 


プ IJ セットコードの設定をク IJ アしたい 

IJ モコンの設定ク IJ ア 

ESI 


他機器の操作画面を使いやすく編集したい 

ファンクシヨンネーム 

キーラべル 

晒 

[HH 

その他 

すべての設定をク IJ アして、買ったときと同 
じ状態にしたい 

設定オール IJ セット（本体操作のみ） 

EHi 
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用語別索引 


あいうえお順 

アナ□グ . 26,42 

一覧（全体図） 

ディスプレイ . 18 

フ□ントパネル . 14 

U モつン . 16 

U アパネル . 20 

設定項目 . 33,72 

工場出荷時の設定 . 99 

オートセットアップ . 10 

音場補正 . 32 

学習機能（リモコン） . 59 

キーラべル . 68 

ク□スオーバー周波数 . 79 

コント □- ル入力/出力 . 94 

サラウンドバックシステムの設定 . 34 

サラウンドバックチヤンネルの設定 . 44 

索弓 I ( 目的別） . 106 

周波数（特性） . 32,82 

仕様（スペック） . 100 

状態確認 

視聴環境の周波数特性の補正 . 82 

初期化（リセット、クリア） 

本体 . 100 

リモコン . 70 

初期状態（工場出荷時の設定） . 99 

スピーカーシステム A/B. 88 

スピーカー配置 . 29 

設定 

本体 (SYSTEM SETUP). 10,32,72,78 

U モコン .57-69 

端テ / コード/ケーブル . 20,21 

DVD 才ーディオ . 23,53 

デジタル（信号、音声、フォーマット） 

. 27,43,9 己 

デジタルサラウンド . 10,9 己 

デジタル接続 . 27,74 

デュア J レモノ (DUAL MONO). 己 4 

特胃 . 6 

ビデオ（映像）接続 . 2 曰，已已， 7 已 

ノ くーチヤ J レヴラウンドバックモード . 44 

バイアンプ接続 . 88 

バイビット / 八イヴンプ U ング機能 . 己 3 

バイワイヤ接続 . 88 

表示（画面） 

本体 . 14, 己曰， 7 目 

U モつン . 1 目，目 7,68 

表 TJX 編集 

リモコン . 目 7,68 

. 76 

フアンクシヨンネーム . 67 

プ U セットコード呼び出し （ U モコン） . 己 7 

へッドホン . 己 4 

ホームシアター . 7 

US 巨オーディオ再生 . 90 

酷 . 4,5 

U スニングモード (LISTENING MODE) . 4 己 


A 巨 C 順 

96kHz. 42,96 

ACOUSTIC CAL(EQ). 己 0,82 

Acoustic Cal EQ. 己 0,82 

ALLCH ADJUST. 13,82 

Auto Setting.10 

Bass Peak Level. 粥 

Channel Delay. 40,81 

Channel Level. 39,80 

Component-In Select.7 己 

Crossover Network.79 

DIAL. NORM.9 已 

DIGITAL NR (DNR).51 

Digital-In Select.74 

DIMMER. 己己 

DIRECT.47 

DIRECT FUNCTION.62 

DOLBY ( ド J レビー / □ 口） . 6,18,4 己〜 49,9 己 

D-Range Control.87 

DTS. 6 ， 1 致 4 己〜 49,96 

DUAL MONO. 己 4 

EFFECT/CH LEVEL (SELECT). 39,48,49 

Expert Setup.78 

円 ne Channel Delay.81 

円 ne Channel Level.80 

FRONT ALIGN. 13,82 

Function Rename.76 

Hi-BIT/HI SAMPLING . 目，己 3 

Input Assign.74 

LEARNING. 己 9 

Light.69 

LOUDNESS. 己 2 

MASTER VOLUME.42 

MCACC.50 

MIDNIGHT.51 

MPEG-2 AAC. 6 ， 18,4 己〜 47,96 

MULTI CH INPUT. 23,26 ，己 3 

MULTI OPERATION.63 

MUTING.17 

OSD ( 画面） .1 1 ， 22 ， 10 已 

PHONES. 己 4 

PHONO/LINE Setup.77 

PRESET RECALL. 己 7 

Quick.3 己 

REMOTE SETUP.57-69 

SB CH MODE.44 

SIGNAL SELECT.42 

Speaker Setting.37 

SPEAKER A/B (SP SYSTEM A/B) .88 

STEREO.47 

Suit 巨 ack Setup.34 

SURROUND. 43,4 己 

Surround Setup.32 

SYSTEM OFF.6 己 

SYSTEM SETUP.1 0,32,72,78 

THX. 6,18,4 己 97 

THX CINEMA Setup.73 

TONE (BASS/TREBLE). 已 2 

USB AUDIO.90 

VIDEO SELECT. 己已 
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保証とア フターヴー ビス 


保証書(別添) 


保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確 
かめて販売店から受け取っていたださ、内容をよく 
お読みのうえ、大切に保管してください。 

〔保証期間はご購入曰か51年間です。) 

補修用性能部品の最低保ち期間 _ 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り 
後最低8年間保有しています。性能部品とはその製 
品の機能を維持するために必要な部品です。 

修埋に関するご質巧、ご相談 


お買上げの販売店または、おおくのパイオニアヴー 
ビスステーションをご利用 < ださい。 

所在地、電話番号は別添の「ご相談窓口 •修理窓 □ 
のご案内」をご覧ください。 

修埋を依頼されるとを 


] 日1〜1日已ページにしたびって調べていたださ、な 
お異常のあるとさは、ご使用を中止し、必ず電源プ 
ラグを抜いてから、お買い上げの販売店、またはお 
おくのパイオニアサービスステーションにご連絡く 
ださい。 


連絡していただをたい内容 


• ご任所 
• お名前 
• 電話番号 

• 製品名： AV マルチチャンネルアンプ 
• 型番： VSA - D 201 1 
• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書 
に記載されている当社の保証規定に基づさ修理いた 
します。 

■ 保証期間が過ざているときは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望によ 
り有料で修理いたします。 


愛情点巧 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずずめいたします。こんな症がはありませんか 
-電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 

-電源コードにさけめやひび割れがある。 

-電気び入ったり切れたりずる。 

•本体か5異常な音、熱、臭いがする。 

_ i _ 

ずぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5巧き、故障や事故防止のため電気店 
または当社サービスステーションに点検（有料）をご依頼ください。 
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その他 


Jf 

お手入れについて 

通常は柔らかい布で空おさしてください。ちれびひどい場合は水で己〜目倍に薄めた中性洗剤 
に柔らかい布を浸してよく絞った後、ちれをおさ取り、その後乾いた巧で拭いてください。 
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると、印刷、塗装などびはげること 
びありますのでご注意ください。また、化学ぞラさん等をお使いの場合は、化学ぞラさん等 
に添付の注意事項をよくお読みください。 





1 音のエチケット 1 

-音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しぶラ。 


ステレオの音量は、貴方の必びけ次第で大さくもルさくもなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でち通りやすいちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましょう。近所へ音び漏れないよラに窓を閉め、お互いに必を配り、快い生活環境を守り 
ましょつ。 


」 
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ホ—ムシアタ—乂巧圓各部名祿■接続圓サラウンド設定圓基本操作圓応用操作圓リモ n ン圓使いこなし圓技術資料 
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製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 


参 パイオニア • カスタマーヴポートセンター （全国共通フ U — フォン） 

受付月曜〜金曜 9 : 30 〜 17 ; 00、 ±曜 9 : 30 〜 

12:00、13 : 00 〜 17 : 00 (日曜•祝日-弊社休日は除く） 

家庭用才ーディオ/ビジュアル製品のご相談窓 □ y 0070-800-81 81 -22 

カタ□グのご請求窓 □ 

W 0077-800-81 81 -33 

ファックス 

03-3490-5718 

ノ（イオニアホームページでのご案内 

<ごを意> 

フ U - フオンは、 PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公 
衆電話、船舶電話、ピンク電話および海外からの国際電話 
ではご利用になれません。あらかじめご了承ください。 

お問い合わせ先のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / 

カタ □ グ請巧とメーレヴービス登録のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / ctlg / index.html 


部品のご購入についてのご相談窓口 

付属品（ I 」モコン-取扱説明書など）のご購入や、補修用性能部品（修理使用部品）に関するご相談についてはパイオニ 
ア部品受をセンターにご相談ください。部品の交換ち法などの技術相談につさましては下記のパイオニア修理受付セン 
ターにご相談ください。 


• パイオニア部品受注センター 



受付月曜〜金曜 9 : 30 〜 18 : 00、 ±曜 

9 : 30 〜 12 ; 00、13 ； 00- 

-17:00 (日曜-祝日-弊社休日は除く） 

電話（フ U —ダイアル） ： 

画0120 -5-81 095 


も几雨耳 . 

—版 巧 日古 . 

0538-43-1161 

くご注意> 

フリーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利 

ファックス（フ IJ ーダイアル）： 

函 0120 -5-81 096 

用になれません。あらかじめご了承ください。 


修理のご依頼/修理についてのご相談窓口 


修理を依頼される前に取扱説明書の「思った通りに動かないときは」の項目をご確認ください。それでも異常のある時は、 
必ず電源プラグを抜いてから、ご購入店へご連絡ください。 

ご購入店びわからないとさやお近くにないとさは、パイオニア修理受付センターへご相談ください。（沖縄県を除く） 


参パイオニア修理受付センター 紳縄県を除く全国) 


受付月曜〜金曜 9: 30 〜 18: 00、 ±曜 9: 30 〜 12:00、13: 00 〜 17: 00 (日曜•祝日.弊社休日は除く） 


電話（フ U —ダイアル） 
一般電話 

ファックス（フ IJ ーダイアル) 


ゴーパイオニア 

画0120 -5-81 028 
03-5496-2023 
画 0120-5-81029 


<ご注意> 

フリーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用にな 
れません。あらかじめご了承ください。 


参沖縄ヴービスステーシヨン （沖縄県のみ） 

受付月曜〜金曜 9 ： 30-18 ： 00 吐曙-日曜-祝日-弊社休日は除く） 

-般電話： 098-879-1910 

ファックス 098-879-1352 


高調波ガイドライン適台品 


⑥2002パイオニア株式会社禁無断転載 パイオニア株式会社愚 153-8654 東京都目黒区目黒 1 T 目4を1号 
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